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　わずか二年前の話だ。

　それを正義のヒーローと呼ぶには、いささか頼りなかった。

　常識もなく、近きん隣りん住民に迷めい惑わくをかけてばかり。

　とある家に近づく者は全て敵とみなし、容よう赦しやのない攻こう撃げきを加える。

　そんな危険因子にも、唯一の誇ほこりがあった。

　守るべき存在。

　最初はただの兵器であったそれを受け入れた家は、何度でも言って聞かせ、叩たたいて聞かせ、褒ほめて聞かせた。

　そうしているうちに、それは人をむやみに傷つけなくなった。

　安心した人達は、それに気軽に話しかけるようになる。

　それは少しずつ心を開き、人の温かさに触ふれた。守りたいものが増え、やがて町全体を守るようになった。

　相変わらずヘンなところで抜けているし、時には失敗もするが、町を守りたいという気持ちは誰だれにも負けない。

　欲はなく、悪意もない。

　純粋な使命感と、人々がくれた温ぬくもりだけを糧かてにして生きる、石の身体からだ。

　そう、正義のヒーローではない。

　ただの優しい石像。

　そんな存在がいた。




　確かに、いたのだ。
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　災さい厄やくが訪おとずれてから、三日過ぎた。

　御ご色しき南口商店街の人々も、ようやく現状を受け入れつつある。

　一番難なん航こうしたのは、瓦が礫れきの撤てつ去きよだった。

　倒とう壊かいした建物から商品と生活雑貨を取り分けるのは、非常に手間がかかった。作業だけならそれで済む話だが、邪じや魔まになった瓦礫とは、それまで自分の生活を支えてくれた店の一部だったのだ。

　皆、黙々と作業をした。誰かが溜ため息いきをつくと、連れん鎖さするように溜息の大合唱になった。

　やがて家が無事だった御色町のボランティア達がその作業を手伝ってくれた。彼らは建物にこめられていた住民の想いを知らない。それが逆に作業効率を高めることとなった。機械的に瓦礫をどけてくれる人々に、商店街の人達は悲ひ喜きこもごもの表情で礼を言った。

　当然、商売などできやしない。北口商店街を代表する樽たる井いデパートも破壊され、御色町の流通は完全にストップしてしまった。

　昔ならいざ知らず、現在はそれでも生きることができる。家も車も破壊されたが、二本の足が無事ならば買い物には行ける。ボランティアの炊たき出だしもある。余よ所そからの有形無形の援えん助じよもある。

　不ふ思し議ぎな事に、死者は一人もいなかった。また、金や証券などの財産が焼失せずに残っている家がほとんどだった。この事象を客観的な目で見られる者がいたならば、その不自然さに首をかしげるだろうが、当事者は不幸中の幸いだと喜ぶだけだ。

　とはいえ、希望が持てるということは、モチベーションの上昇につながる。

　商店街の人達も、僅わずかに残った商売道具をどう活用するか悩んでいた。

「宮みや村むらさん、いるかい？」

　暖の簾れんを押し上げるようにテントをくぐったのは、てんぷら屋で働くテンプルナイツの三人。事件の際に油がはねて、一人が腕に火傷やけどを負った以外は無事だ。

「やぁ皆さん、どうしました」

「ちょっと足りない物があるんだが、都つ合ごうつけられるかい？」

「待ってくださいね。今、これを――」

　商工会の会長である宮村さんは、悲しんでいるヒマすらなかった。テントの中で帳ちよう簿ぼをつけながら様々な物資の数を勘かん定じようしている。

「大変そうだな。手伝おうかい？」

「いやいや、いいんですよ。わたしゃ肉体労働が苦手ですからね。そっちの方を手伝っていただく代わりに、こうして勘定役をやっているんです」

　テントの中には段ボールが所狭せましと並べられていた。携帯食料や水、コンロや食器などの生活用品から、テントそのものまで。キャンプの支し度たくをしているようだ。

　このテントは学校に備え付けられてあるサイズの天てん幕まくに、風よけのビニールが垂れ下がっているだけの質素なものだ。無理をすれば四人寝られるほどの広さだが、普通は二人で限界だ。

　そんな外見のテントだが、意外にも見た目以上のスペックを持っていた。

　今では商店街のほぼ全ての店てん舗ぽにテントが張られている。三日前は瓦礫の山だった商店街は、今では屋台並びのような様相に変わっていた。それでもまだ寂しいが、廃はい墟きよより数百倍マシである。

「このテントのおかげで楽できますよ。テンプルナイツの皆さんも、ゆっくり寝られるでしょう？」

「ああ、まったくだ。簡単に設置できるし、風は完全にシャットアウトしてくれるし、それなのに適温に保ってくれる」

「その上、ある程度伸のび縮ちぢみするから、五人くらい余裕で寝られるしな。しかも上に重ねられるから、二階建てにもできる――なぁ宮村さん、このテント何なんだ？　兎と轉てん舎しやの姐ねえさんが持ってきたのか？」

「いや、それがね、レイジさんがくれたんですよ」

　含み笑いをする宮村さんに、テンプルナイツも手を叩いて納なつ得とくする。

「あの常連さんか。あの人、いったい何者なんだ？」

「あまり明かさないんですけどね……どうやら、南米のお金持ちらしいです」

「だよなぁ。そうでなきゃ、こんな立りつ派ぱなテント、タダで数十個ポンとくれるわけないもんなぁ」

「いやいや、普通のお金持ちだってこんなことしてくれませんよ。レイジさんは御色町のために私財をなげうってくれたんですよ」

「本当にありがたいな。店が復活したら、サービスしてやらんとな」

「うむ。レイジさんがいなかったら、今頃どうなっていたか」

　この場にいない恩人を想い、四人はしみじみと微笑ほほえんだ。







　町一つが壊かい滅めつする惨さん事じを、マスコミが嗅かぎつけないはずがない。

　すでに御色町は無数のヘリコプターと報道陣に占せん拠きよされており、人の痛みを知らない報道関係者に攻めこまれていた。

　家を失った人に対して「どんな気持ちですか？」と尋たずねる冷れい酷こくなレポーターに対し、普通の人は嘆なげき、短気な人は殴なぐりかかるだろう。

　御色町の人間はそのどちらでもない。彼らがマイクを向ける前に、ボランティア団体がどこからともなくやってきて、報道陣全員にムリヤリエプロンを着せて奉ほう仕し活動に参加させるのだ。ヤクザのような外見をしている料理教室の先生が睨にらみをきかせると、大抵のマスコミは快こころよくボランティアの一員になってくれる。

　ところが、一部の報道陣は撮影を許された。

　一番被害の大きな商店街を報道しているテレビ局のスタッフは、一人の男をカメラに捉とらえていた。

「さぁ、まだ食べ物はありますからね。大丈夫」

　それは着流しを着た奇妙な外国人で、何人かの部下と一緒に段ボールから食料を配っている。ボランティアとは雰ふん囲い気きが違い、動きにくい格かつ好こうである。

「住むところがない人は、私の会社で作っているテントを使ってください。必要な道具も別べつ途と配はい布ふしますから」

「おぉ……ありがとう、ありがとうレイジさん」

「本当に助かります！」

　どうやらこのレイジと呼ばれた男が、ボランティアのリーダー的存在だと判断したマスコミ。取材方針はあっさりと決まった。インタビューを求めてみるが、

「すみませんが、今は彼らが先です」

　と、突っぱねられてしまう。

　それどころか、

「おい、レイジさんの邪じや魔まをするな！」

「レイジさんは俺達のためにがんばってくれているんだ！　あんたらに何の権利があってレイジさんを止めるんだ!?」

　などとレイジの周囲にいた町の人達が怒り出す始し末まつ。

「いいんですよ。彼らも仕事なのですから」

　そんな人達をなだめたレイジは、マスコミのカメラに向かって会え釈しやくした。

「報道関係者の皆さん。この町で起こっている悲劇を、世界中に伝えてください。理り不ふ尽じんな暴力によって住む家を奪うばわれた人達の涙を、どうか」

　目を伏せるレイジ。

　その物悲しい表情に心打たれたカメラマンは、彼の顔をフィルムに焼きつけるため、何枚も写真を撮とった。レポーターも彼の言葉を受け止めるため、マイクを差し出す。それを見た隣となりのレポーターも同様に。

　人が集まる所に、レイジあり。

　今や御色町の全ての目がレイジに向けられていた。

「さぁ、次は誰ですか？　困った事があれば何でも言ってくださいね」

　顔を上げたレイジは、優しい微笑みで住民を迎える。







　熱された水蒸気が放出する穴を求め続ける蒸じよう気き機き関かんのように、人々の怒りは鬱うつ々うつと高まり、ある家に向けて噴ふん出しゆつしていた。

「ガーゴイルを出せ！」

「吉よし永ながさん、お願いだから返事して！」

「誰かいないのかよ！　おいコラ！」

　吉永家の前では、相変わらず十数人の人達が抗こう議ぎ活動をしている。町が破壊されてから三日経たつというのに、元気なものである。本当に家を破壊された人達は、そんなヒマもないだろう。

　ここに残っているのは、とにかく一言文句を言わないと気が済まない人達。ガラの悪い人間もいるのは、あわよくば損そん害がい賠ばい償しようをふっかけようとしているのだろう。

　吉永家の門に集まる人達を、付近の住民は歓迎しない。しかし止めもしない。三日間家から出てこない吉永家の動向が気になるのは、彼らだけではないのだ。

「くそっ、いい加か減げんにしやがれ！」

　痺しびれを切らした一人の男が、吉永家の門に手をかける。

「おい、アンタ！」

「……！」

　そのまましばらく門に触れたかと思うと、

「チッ！」

　門を殴りつけるフリをして、男は元の位置に戻った。

　怖いのだ。

　まだどこかでガーゴイルが観ているかもしれないと。吉永家をずっと守ってきたガーゴイルが、未いまだに町の人の脳のう裏りに焼きついているのである。

「出てこいよ！　せめて釈しやく明めいだけでもしやがれ！」

　叫ぶ男。

「なぁ……本当にガーゴイルさんがやったのか？」

　その男の友達なのだろう、別の若い男がおそるおそる尋ねる。

「何言ってんだテメェ！　俺は見たっつってんだろ!?」

「いやそうなんだけどさ。ガーゴイルさんが町を破壊するなんて、やっぱりおかしいって」

「おかしいよ！　おかしいから、こうやって訊きに来てるんだろ!?　なのにガーゴイルはおろか、吉永さんだって出てきやしねぇじゃねーか！」

「……そうだな」

　押し黙ってしまう男。

　彼らの軽い口論に触しよく発はつされたのか、他の人達も口々に愚ぐ痴ちを募つのらせる。

「ガーゴイルさん、うちのマンションも破壊してたわよ。私はハッキリ見ましたからね」

「いつもは双ふた葉ばちゃんとかが止めるのに……ひょっとして、吉永さん旅行にでも行ってるのか？　その間にガーゴイルさんが暴走したとか」

「いや、双葉ちゃんなら商店街で見たって人がいるぜ」

「だいたい吉永さんも変よ。なんであんな危険な石像を飼ってたのかしら」

「ウチのワンちゃんもケガしたのよ！　絶対に治療費払わせてやるんだから！」

「そうだ！　吉永さん、いるなら出てこい！　ウチのガレージも弁べん償しようしてもらうぞ！」

「出てこい！」

　これまで吉永家と付き合ってきた時の顔はどこへやら、今はもう完全に暴ぼう徒とと化した御色町の人達。

　彼らを遠巻きに見る人達もいるが、この集団心理を止めるには、より大きな集団でないと無理だ。そして今、そこまで吉永家を擁よう護ごする集団はいない。
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『――で発生した車両事故も、怪かい盗とう百ひやく色しきが関わっている可能性があると見て、警けい察さつは依い然ぜん行方ゆくえを追っております。百色の目撃情報があれば、警察ならびに当番組の特設コーナーへの通報をお願いします。国民の皆さんの目が頼りです』

　テレビから流れる、切迫したアナウンサーの声。

　どうやら怪盗百色がとある町を破壊して逃げ回っているらしい。それまで物を盗ぬすむだけだった百色がテロリストになった、という報道はお茶の間に衝しよう撃げきを与えた。

　国民にとっては、町一つが破壊されるという事実よりも、見知ったアイドルが破壊活動を行ったというスキャンダルのほうが大きいようだ。

　百色の計算通りである。

「百色くんが囮おとり役になってくれたおかげで、ほとんどのマスコミはガーゴイルくんの存在に気づかないで済みました。彼の連絡がもう少し遅かったら、どうなっていたか」

　二十畳じようのリビングルームには、四つのソファが正方形を描いている。

　五十インチのテレビの前で胸をなで下ろしているのは、東ひがし宮みや天あま祢ね。

　御色町の国道沿いにある東宮の別荘では、彼を中心に多くの人間が集まっていた。

「みんなには本当に迷惑をかけましたな。申し訳ない」

　吉永家のパパが頭を下げた。

　顔を出しただけで何をされるかわからない現状、吉永家で過ごすのは危険だと判断し、連れてきたのである。家の周囲にいる人間に気づかれないようにするため、東宮が錬れん金きん術じゆつの道具を用いて姿を隠した。

　和かず己みの意識も戻ったが、まだ安静にしていなくてはならない。病院は患かん者じやでごった返しているし、今出ていくことはできないので、東宮家の寝室で桃ももに看かん病びようされている。

「私は名が売れていますからね。嫌われ役はお手の物ですよ」

　一番奥のソファに腰掛けているのは、百色その人。

　腰や肩に包ほう帯たいを巻いており、そこからは未だに血が滲にじんでいる。レイジに傷つけられた痕あとがまだ癒いえていないのである。

「しかし世間の目は誤ご魔ま化かせたとはいえ、御色町の人達はどうするんだい、東宮氏」

「うん、それはこちらも考えている。ある程度手は打っているんだけど……まったく、うまい手を考えついたもんだよ」

　頭を押さえる東宮。

　行動を起こしたのがレイジである以上、対策を考えるのもレイジが一番早いに決まっている。

　レイジは壊滅した御色町の、その中心とも呼べる商店街の復ふつ興こうを一番に行った。店と家を失った人達にテントと食料を与え、希望を見いださせた。そして「レイジに縋すがればなんとかなる」という意識を植えつけたのだ。

　精神を徹てつ底てい的てきに痛めつけた後、優しくする手段はよく使われている。

　簡単なものでは「良い刑事グツドコツプと悪い刑事バツドコツプ」。取り調べ室でコワモテの刑事が恫どう喝かつするのに対し、それを諫いさめて優しい口調で語りかける刑事がもう一人。犯人は良い刑事を頼れる存在だと認識し、ついポロリと自白してしまう。

　警察だけではない。拷ごう問もんに近い手段で肉体的にも精神的にも痛めつけ、人間としての尊そん厳げんを奪い、もう何も希望が残されていないとまで錯さつ覚かくさせた後、女神のような慈じ悲ひをもってごちそうを与え、褒め称たたえる。そうなったら人間は簡単にその相手に忠誠を誓ちかう。

　簡単な洗脳の方法だ。

　軍隊や宗教でよく使われた手口である。

「物資や食料だけなら、レイジでもなんとかなるでしょう。でも、失った家は帰ってこない。僕達がレイジと同等、もしくはそれを上回るほど信頼を得るためには、家を復興させるしかないと思います」

「家を復興って……元に戻すってことかい？　建て直すとか？」

　信じられない顔で尋ねるパパ。家一軒建てるのだって多大な労力を必要とする。いくら東宮が金持ちだからといっても、町全体を復興するのは不可能だ。

「ええ、お金の力だけじゃ無理でしょう。ですから錬金術で補おぎないます。高たか原はら、君にも協力してもらうからな」

「はいはい」

　部屋の隅っこでお茶を飲んでいる兎轉舎のお姉さん。ノートパソコンとにらめっこしている。情報を集めているようだが、何の情報かは誰も知らない。

「当然ながら、資金面でも援助します。トーグーコンツェルンの総力をあげて、御色町を一日でも早く復興します」

「ならば私もポケットマネーをいくらか出しましょう」

　立ち上がる百色。

「お、おいおい君達。町ひとつだぞ。ポケットマネーでどうにかできる金額じゃないだろう？」

　普段は豪ごう快かいだが、この中では一番の常識人であるパパが止めようとするが、二人の決意は固い。

「吉永さん。あなた方や御色町に救われたのは私達も同様なのです。これはせめてもの恩返しと思ってください」

「お金だけではどうにもなりませんけどね。しかし今は物理的な救いが求められている時です。少しでも困っている人のために」

「それに、このままじゃレイジに好き勝手されちゃうしね。わたしも店の道具全部出して徹てつ底てい抗こう戦せんしてやるわ」

　目の下にクマを作りながら、お姉さんがパソコンのキーを叩き始める。どうやら何かの設計図を描いているようだ。

「そーいえばさ、東宮。アンタんとこのケルプは何やってんの？」

「ケルプとデュラハンくんは、街の復興を手伝っている。あまり表おもて沙ざ汰たにすると、ガーゴイルくんについて責められたりするだろうから、こっそりとね。ついでにレイジ達を偵てい察さつさせている」

　ケルプは誰よりも目がいい。そしてデュラハンも遠くの物ではなく、細かい物を探す力に長たけている。ふたりが組めば偵察にはもってこい。

　しかし、逆に言えばケルプ達だけではレイジに勝てないことを意味している。

　それでも、やらなければならない。

　レイジに奪われた御色町を取り戻す。

　誰が呼びかけるのでもなく、皆、その目的のために動いている。

「全員、やれることをやっているだけです。パパさんだって、できることがあれば動かずにはいられないでしょう？」

「そ、それはそうだな……」

　百色に諭さとされ、納得するパパ。

「双葉ですら、動いてるんだもんな」

「そういえば、双葉ちゃんとママさんは？」

　部屋を見回す百色。

　東宮家にいるのは、このリビングの四人を除けば寝室の和己と桃だけ。あとは外に出て各々の仕事をこなしている。レイジに対抗するために。

「ママは友達の家を回っています。何をしているのかは私にもわからない」

「では、双葉ちゃんは？　ガーゴイルくんの破片を集めているって聞きましたけど」

「ええ、そうです」

　無力なパパは肩を落として、珍めずらしく溜息をついた。

「あれからずっと、双葉は探してるんです」
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　御色町を二分する国道。四車線の広い道路だ。

　その国道に架かかる歩道橋の上に立つ吉永双葉。

　太陽にかざす小さな石は、黒く輝いている。ざらざらした手触りは、石が傷ついているからだった。

「……これも、そうかな」

　本物だと判断し、背中のリュックサックに入れる。

　その際、わずかにバランスを崩してリュックが後ろに傾かたむいた。

「わっ」

　尻しり餅もちをついた。同時にリュックが重い音を立てた。

　すでに二十キロほどは集めただろうか。

「いてて……」

　歩道橋に座りこんだまま、腕をグルグルと回す双葉。肩がバキバキと鳴った。ずっと背負ってきたのだ。肩が凝こるのも当たり前である。

　今だけならいいだろうと、双葉はリュックを置いた。

　そうして歩道橋に手をつき、四つんばいになって探す。

　この場にある黒い石を全て持ち帰るつもりなのだ。

　ガーゴイルの破片を。

「現場なら、きっとあるはずなんだ……！」

　兎轉舎のお姉さんは言った。

　ガーゴイルを復活させるには、質量が足りなさすぎると。

　だったら集めればいい。復活できるまで、賢けん者じやの石のレプリカをかき集めれば元通りになるのだ。

　そもそもガーゴイルがこうなったのは、双葉の責任だ。

　逃げろというガーゴイルの忠告を無視して、勝手に突っ走った。その結果、最強の敵から守るべき対象が増えたガーゴイル。

　双葉の盾たてとなって、避よけられるはずの攻撃を全て受けたのだ。

　最強、そして最硬を誇る門番型自動石像は、双葉の見ている目の前で破壊された。文字通り粉々になり、町中に破片が散らばった。

　もしかしたら、ガーゴイルに恨うらみを持つ者が川に捨ててしまっているかもしれない。

　あるいは瓦礫と一緒に撤去されて、どこかのゴミ処理場に捨てられているかもしれない。

　それでも双葉は探さなければならない。

　償つぐないでもあるし、使命でもある。

　この町をこんなにしたケツァルコアトルとかいう蛇の石像に勝てるのは、この世でガーゴイルしかいないと思っているからだ。今、双葉がサボったら、御色町は完全にレイジのものになってしまう。

　レイジの陰いん謀ぼうだとか策さく略りやくだとか、そんなものはきっと誰かが暴あばいてくれる。

　双葉がやるべきことは、悪い奴らをブッとばす力を取り戻すことなのだ。

「違う……これじゃねぇ」

　黒ずんだ石を投げ捨て、次の石を見る双葉。

『双葉ちゃん、もうそろそろ休みましょう？』

　そんな双葉の頭上からかかる声。

　人工妖精のピクシーだ。

「待って、あともう少しだけここで調べてく」

『じゃあ、せめてリュックだけでも貸してください。双葉ちゃん、学校休んで朝も昼も夜も探し続けてるじゃないですか』

「学校なんて行ってる場合じゃねーだろ。今、あそこ避ひ難なん所じよになってるし」

　ピクシーの懇こん願がんを背中で聞き流しながら、石を指で撫なでる。

　だいぶわかるようになってきた。

　ガーゴイルの感触は覚えている。初めて吉永家に来た時から、硬い石だと思っていたのだ。チェーンソーでもびくともしない、鉄のような石。そして叩くと澄んだ音がする。中身が空洞だったら楽器になったかもしれない。

　冷たい手触り。ざらざらとした傷が無数にある。今まで負ってきた傷だ。人間とは新しん陳ちん代たい謝しやが異なるから、完全に癒えないままひび割れている。敵の光線を受けた時のものから、猫にひっかかれたものまで。

　全部、覚えている。

「あっ！」

　その時、歩道橋の隅にキラリと光るものを見つけた。

　最初、ガーゴイルの身体ではないと思って視線を外そうとしたのだが、思いとどまった。なぜなら、それもガーゴイルの一部だったからだ。

「……よかった、残ってたんだ」

　額ひたいから汗が噴き出た。

　どうしてガーゴイルが壊れた時に探さなかったのか。もしかしたら誰かが持っていってしまうかもしれなかった。そうなったらガーゴイルに合わせる顔がない。他の何を差し置いても、これだけは絶対に守らなければならなかったのだ。

　小さな鈴。

　ガーゴイルが佐さ々さ尾おのおばあちゃんから譲ゆずり受けた、最初の贈り物。

　物欲がないというガーゴイルが、たったひとつ守る私し物ぶつ。

「…………」

　その鈴をぎゅっと抱きしめ、双葉は小さく震ふるえた。

『双葉ちゃん？』

　ピクシーが双葉の頭に座る。

『泣いてるんですの？』

「……んん、違う。ラッキーだなって思って」

『ラッキー？』

「だってさ、普通なら死んでんだぜ。なのに破片集めてくりゃ直してくれるってんだ。どう考えてもラッキーじゃねーか」

　失った命は二度と戻らない。

　だがガーゴイルは生物ではない。石像だ。しかも錬金術の最さい秘ひ奥おうと呼ばれている賢者の石のレプリカ。奇き跡せきの一つや二つ、簡単に起こせそうではないか。

　この鈴が残っているとわかったら、なんだかやる気が出てきた。

「だからさ、あたしが早く集めれば、それだけ早くクソ野郎どもを御色町から追い出せるんだろ。ここでがんばらないで、いつがんばれってんだよ」

『……そうですね』

　ピクシーも小さく頷く。

　町を取り戻す事も大事だが、ガーゴイルを救いたいと思う理由はそれだけではない。二年間、共に暮らしてきた家族を蘇よみがえらせたいと思うのは当然のこと。

　それだけ身近に感じているのだ。犬の石像を。

「ピクシー。おまえも別のヤツ手伝ってもいいんだぜ？　他に助けが欲しい人、いっぱいいるんだろ？」

『今、一番助けを必要としてるのは、双葉ちゃんじゃないですか』

「あたしは別に……」

　と言いかけたところで、双葉の腹が鳴った。

　ゴタゴタしていたせいで、朝食もろくに摂とっていないのだった。

『ウフフ、どこかで調ちよう達たつしてきますね』

「……おう」

　口に手を当てて笑いながら、ピクシーはどこかへ飛んでいった。

　静かになった朝の国道。町がこんなになってしまった今、いつもの半分以下の車しか通っていない。御色町を通り過ぎる車だけだ。御色町にある車のほとんどは、破壊されている。残った車も、一時的に実家などへ避難するために出払っている。

「もう、ここにはないかな」

　鈴をポケットにしまい、立ち上がった。

　歩道橋の上から見る御色町は、いつもより広かった。遮さえぎるものが減ったからだ。

　ガーゴイルが守れなかった町。

　もう一度、チャンスは来るのだろうか。

　ふと、歩道橋の下に人が集まっているのが見えた。

「あ……」

　双葉と目が合う。

　全員、精気のない目をしている。

　いつもだったら笑顔で挨あい拶さつでもするのに。まるで人形を見る目で佇たたずんでいる。中には本気で嫌けん悪おの感情をこめて双葉を見ている者まで。

　ケンカには慣れている双葉だが、こういう冷たい感情に触れるのは初めてだった。

　体の芯しんから震えがこみ上げる。

　本当は双葉もガーゴイルも悪くないのだが、今の彼らに必要なものは吉永家の弁解ではなく、失った家なのである。そんな彼らの信用を取り戻すためにも、早くガーゴイルを修しゆう復ふくしてレイジ達を追い出さないと。

「ごめんな……」

　リュックサックを背負い直し、双葉は歩道橋を駆かけ下おりた。

　ポケットの中の鈴が、ちりんと鳴る。
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　間違いとわかっているのだから、それを正さないのは悪である。

　御色町を本来あるべき姿に戻そうと考えているのは、レイジの本当の姿を知っている全ての人間であり、そしてその全ては吉永家の正義感にあてられた――つまり熱血バカ達だ。

　梨り々りハミルトンもその一人であり、熱血バカという尺しやく度どで測るなら、彼女は双葉より上だ。

「絶対に見つけてやるんだから……！」

　破壊を免まぬかれた百色のアジトでパソコンを操り、これまでの事件をさらう。

　怪盗百色に関係する資料は全て目にしたつもりだが、レイジの言葉を信じるならば、まだ裏がある事件が存在するらしい。

　そこで百色は人殺しをした――という。

　世界に名を馳はせる怪盗だ。身の危険を回かい避ひするために殺しをしてもおかしくはないだろう。だが百色をよく知っている梨々に言わせれば、もしも彼にそんな事があったら自ら死を選ぶと思っている。

　御色町を破壊したのはガーゴイルと百色、ということになっているらしい。

　百色は建物を爆破したりはしない。ましてやガーゴイルが町の人を傷つけるなんて、ありえない。

　心ではありえないとわかっているのだが、どこかひっかかる。

　だからこうして梨々は過去の事件をさらっている。

　百色はそんなことしない、という確証が欲しい。

　全ては自分自身を安心させるためだけなのだが、もしも証しよう拠こがあるならば、それを町の人達に見せることによって百色の信頼を回復できるかもしれないと思っている。

　ガーゴイルの信頼に関しては、きっと双葉がなんとかしてくれるだろう。

「……はぁ」

　溜息をつく梨々。

　百色が殺人、ないし無差別テロに近い行動をしたという記録は見つからないまま。

　ただし数字がわかった。

　百色が関わった事件で、死者は確かに出ている。戦争地域や、災害地域での盗とう難なん事件での話だ。この時、百色は混乱に乗じて欲望を満たそうとする悪漢から、機き密みつなどを盗んでいた。この時の死者が百色によるものなのか、別の要因によるものなのかは不明。

「疑うたがえば疑うほど、深みにはまっていくなぁ……」

　いっそ百色に直接聞けばいいのだが、どうもそんな気にならない。

　それどころか、今、百色に会ってはいけない気がするのだ。

　理由はわからない。

「ん、ダメダメ。別の方向から情報を集めようっと」

　そうして梨々は立ち上がり、服を着替える。

　捜そう査さの基本は足だ。

　一人で町に出た梨々は、そこで多くの人を見た。普段と変わらない生活をする人は稀まれで、ほとんどの人達は寄より添そい、集まっている。こんな時こそ協力して、というよりも、誰かと一緒じゃないと寂しいのだろう。

　そうしていつもより静かな御色町を歩きながら、梨々は一人一人に聞き込みをする。

「百色？　あぁ、見たけど……」

　数人に話しかけたが、百色を見たというのは一人だけ。ちょうどゴミを捨てにきたおじさんだった。

「どこで見たんですか？」

「商店街だよ。なんかガーゴイルさんと一緒になって、急にドンパチやらかしたんだ。みんないつもの事だと思ったんだけどね。今回はやりすぎだろう、さすがに……」

「それ、本当におじ――怪盗百色だったんですか？」

「あぁ。間違いないよ。目立つ格好だからね」

「そうですか……」

　肩を落とす梨々。

「お嬢じようちゃん、百色ファンか何かかい？　だったらやめときな。犯罪者のおっかけなんて、若い娘さんのすることじゃない」

　カチンと来たが、事情を知らないおじさんは心底梨々のことを心配しているのだろう。それだけ百色の信用がなくなったということ。

　それから数人の通行人から目撃情報を得る事ができたが、どれも正確だった。情報が正確なのではなく、話している人の目が噓うそを言っていないのである。彼らは確かに百色を、百色が破壊活動を行っているところを見聞きしたのである。

　それがニセモノだということは梨々もわかっている――というかレイジ本人から聞いたのだが、証明する手立てがない。

　もともと犯罪者なのだから、汚お名めいを着る事には慣れている。

　しかし今回は勝手が違う。このまま百色が悪者になっては、レイジが御色町に迎え入れられてしまう。それだけは絶対に避さけたい。絶対に百色の濡ぬれ衣ぎぬを晴らさなければ。

「あ、でも」

　歩いていると、ふと、別の考えが浮かんだ。

　百色とガーゴイルの無実を証明するよりも、レイジの罪を告発できるような証拠を見つければ良いのではないか。

　レイジが最終的に何を企たくらんでいるのかわからないが、今は御色町の人達に気に入られようと必死だ。

　そこを邪魔すれば、あるいは――

「よく考えたら、私もおじさんも、そっちの方が得意なのよね」

　ないものを証明するより、あるものを証明する方が簡単ではないか。

　どうして今まで気づかなかったのだ。

「あー……でも」

　忘れていた。レイジは催さい眠みん術じゆつ師しでもあるのだ。

　その気になったら、証拠を見た人間全てから記憶を奪うなんて真ま似ねが……果たして可能なのだろうか。

「うーん……」

　下を向き、腕を組んで考えながら歩いていると、

「わっ」

　ぼよん、と柔らかいものに弾はじかれた。

　鼻はなを押さえて上を見ると、目の前に女性が立っているではないか。

「あ、ごめんなさ――」

『お主ぬしか』

　緑色の肌。

　どこから生えているのかわからない数本の触しよく手しゆを引きずりながら歩いていたのは、裏山に住んでいるオシリスだった。胸の谷間から声が聞こえるというのは、いつ聞いても違い和わ感かんがある。

『すまぬ。考え事をしていた』

　珍しい事に、彼女が謝あやまった。

　こんな時だ。考え事もするだろう。

　だが何を考えていたのか。

　――そんなもの、一つしかないではないか。
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　戦後の町の光景によく似ている。

　図ず鑑かんで見たのだ。破壊された家に泣き叫ぶ子供、そして列を作って配給を待つ大人達。違うのは混乱に乗じた暴力や略りやく奪だつが起こらない点くらいか。

『あまり美しくないな。破壊はランダムに起きるから仕方のない事と言ってしまえばそれまでだが』

　御色町の中心でもある、御色駅から上空五百メートルの位置に静止している白い蛇の石像がいた。

　名をケツァルコアトルといい、レイジが作った最狂の自動石像である。

　ガーゴイルが破壊されても、御色町は最低限のモラルは保たれているようだ。ガーゴイルの指し導どうのおかげか、住民の結けつ束そく力りよくか。

　もっとも、それでも犯罪が起こりかけた時はあった。そんな時はガーゴイルではなく、ケルプとデュラハンが出動していた。オシリスは行方不ふ明めいだ。

　足りない時は、ケツァルコアトル自らが犯罪を取とり締しまった。

　他でもない、レイジの頼みである。

　先ほどもそうだ。暴ぼう漢かんが女性から食料の入った袋を奪おうとした所に、電撃を浴びせた。それを後からやってきたレイジの手て柄がらにしたのだ。女性は泣いて喜び、レイジに好感を持った。そもそもケツァルコアトルは姿を隠していたのだから、誰かがやったことにしなければ怪あやしまれるのだが。

　単純であざといが、有効な手だ。

『……つまらぬ』

　ガーゴイルを破壊してから三日。

　ケツァルコアトルはこんな退たい屈くつな仕事しかしていない。御色町の全ては知った。もうこの町に留とどまる理由はない。レイジ一人で全てカタがつくのなら、いっそどこかの図書館に籠こもっていた方がいい。

「退屈させてすまぬな」

　ちょうどいいタイミングでレイジがやってきた。地上五百メートルの空中を、まるで見えない床があるかのようにスタスタと歩いてくる。

『仕方のない事だ。待つのも余よの努め。人間の食事とは、後に出される物の方が美び味みなのだろう？』

「何か楽しみにしているのか」

『ガーゴイルを待っている』

「破壊したのでは？」

『あの娘が蘇らせようとしている。破片を集めれば元通りになるとは、賢者の石とは本当に優秀なのだな』

　そう語るケツァルコアトルの口にも、ガーゴイルの破片がくわえられている。

　退屈を紛まぎらわすために、ずっと解析しているのだが、どうにも普通の石にしか見えない。しかしその石の奥に今まで感じた事もないような不思議な力を感じるのだ。

　難なん解かいなパズルを解くように、ケツァルコアトルは賢者の石を愛めでている。

「好敵手を待ちたい気持ちはわかるが、今は自重してくれ。私の計略が成功するかどうかの瀬せ戸と際ぎわなのだ」

『フン。計略などと聞こえの良い言葉を使っているが、結局の所は人じん心しん操そう作さだけだろうが。あんなものを計略とは呼ばん』

「そうだな、やり方としては至し極ごく単純だ。それ故に、成功したときの効果も大きいのだ」

　本当に単純な作戦だ。

　ケツァルコアトルが町を破壊し、ガーゴイルに罪をなすりつけ、レイジが人々を救う。

　たったこれだけの行動の中に、どれだけの人間の喜き怒ど哀あい楽らくが詰まっているか。ケツァルコアトルには興味がない。

　ただガーゴイルの悔くやしそうな声は、心地よかった。

　冷静を装よそおった石像があわてふためく姿は、この上ない喜びを与えてくれた。だからまた聞いてみたい。もしも復活したら、どんな仕打ちをすれば、どんな声で悲しむのか。仮にケツァルコアトルが負けるとするならば、いったいどれほどの怒りをどんな手段を用いてぶつけてくるのか。それすら興味の対象だった。

『怒りという感情は、割と引き出しやすいものなのだな』

「その通り。人々がそれぞれ持っているスイッチを押せば良いだけの事。スイッチがなければ――作って埋めこんでしまえばいい」

　口の端を歪ゆがめて笑うレイジ。

　あくどい、という表現すら過大だ。この男は小ずるい手を大きく見せているだけ。誰でもできる小さな悪事を、これでもかというくらい大きな規き模ぼにしただけだ。

　たとえば、レイジの言うスイッチ。

　これも簡単なきっかけだ。「ガーゴイルがやった」「そんなはずがない」と議ぎ論ろんする御色町の住民のそばに近づき、「私はガーゴイルがやったのを見た」と力を持った声で一石を投じるだけ。

　そこは催眠術師で教きよう祖そであるこの男。人が信じやすい声を知り尽くしている。

　あとは賛さん同どう者しやが増えるのを待てばいい。自動的に反ガーゴイル団体ができあがる。

「小ずるいと思うよ、私も。だが一人の死者も出さず、あくまで友好的に事を進めるには、これ以上大きな手は使えぬ」

『町一つ掌しよう握あくするのも大変だな。手加減とは難しいものだ』

「私はこの町が好きだ。できるなら、誰も死んで欲しくない。それと同時に百色とガーゴイルには消えて欲しい。たとえるなら、卵の殻を割らずに、中の白身と黄身をかき混ぜるようなもの。繊せん細さいで優しい暴力が必要なのだ」

『戯たわむれだな』

　つまらなさそうなケツァルコアトル。

　レイジの作戦の意図は、正直どうでもいい。ケツァルコアトルが興味を持っているのは作戦に従う愚おろかな民ではなく、そこで反抗してくる者達の感情の動きだ。

　今はまだ、牙を研といでいるのだろう。

　近いうちに必ずやってくる。

『それまで、この賢者の石で遊ばせてもらうとしよう』

「遊ぶのであれば、ついでに頼みがある」

『頼み？』

「兎轉舎という店を知っているか？　あの店から賢者の石について記された資料を持ってきて欲しいのだ」

『くだらん。資料などなくとも、ここに実物があるだろう』

「お主ならそれで満足かも知れぬが、私は別に知りたい事もある。それにほれ、あの店にはお主が気に入りそうな、珍しい品物がたくさんあるぞ」

『珍しい品物……』

　その言葉に、ちょっと心を動かされるケツァルコアトル。

　全てにおいて知的好奇心が優先されるこの石像にとって、珍品はまたとないエサなのだ。
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　御色町がそんな大変な時だというのに、ひとりだけ寝ているわけにはいかない。

　目覚めた後、和己は東宮家で寝ていることにまず驚おどろき、次に桃から事情を説明してもらった。どうやら桃と子供を庇かばって落石を頭に受けたらしいのだが、その時のことはあまり覚えていなかった。

　頭がグラグラするので、とりあえず眠る。起きたら食事をし、たまにやってくる兎轉舎のお姉さんに検査してもらい、また眠る。そんな事を繰くり返かえしていたら三日も経ってしまった。

「ダメです！　センパイはまだ寝てなきゃ！」

　と、布団ふとんに押し戻そうとする桃をはねのけ、ムリヤリ服を着替える。こうでもしないと、また桃にベッドに叩きつけられる。行動できなかった理由の半分は、彼女の心配性だ。

「平気だから！　もう全然大丈夫！」

「でも……」

「そんなに心配だったら、桃ちゃんも一緒に行こう。ね？　それだったら何かあっても、対処できるでしょ？」

「うーん……ま、そこまで言うなら」

　なんとか譲じよう歩ほしてもらった。

　そこまでして、何をしに行くかと聞かれれば、決まっている。和己だって吉永家の一員だ。ガーゴイルがやったことを確認し、本当ならば謝しや罪ざいし、間違っていたら訂正する。そして双葉を手伝い、すぐにでもガーゴイルを復活させないと。

　寝室を出ると、ちょうど兎轉舎のお姉さんに出くわした。

「あら和己ちゃん。もう平気なの？」

「はい。色々とありがとうございました」

「あっそ。んじゃ、ちょっとお使い頼んでいいかしら？」

「もちろんですよ」

　リハビリも兼ねて、和己はお姉さんの頼みを聞く。というか普段からもともと拒きよ否ひ権けんなどないのだ。彼女の実験などで足りない材料をパシらされるのは日常茶さ飯はん事じである。

　東宮にも礼を言い、和己と桃は家を出た。

　正直なところ、和己にあてはない。梨々と同じやり方だ。この破壊された御色町を自分の目で見て、自分の足で歩きたかったのだ。

「桃ちゃん。学校の方はいいの？」

「はい。休んできました」

「簡単に言うけど……公欠？」

「なのかな。御色町に住んでる友達はみんな休んでますけど」

「桃ちゃんの家は？」

「ウチは平気なんですけど、お兄ちゃんの原げん付つきが壊されてましたねー」

「そっか……」

　軽傷だと思ってはいけない。

　その原付だって、林りん吾ごが苦労してバイトした金で買ったものなのだ。

「大丈夫ですよ。お兄ちゃんもあたしも、ガーゴイルさんのこと信じてますから。真犯人の――レイジさん？　だかに請せい求きゆうするって息巻いてましたから」

　そう言って笑う桃。

　身近に信じてくれる味方がいるというのは、心強いものだ。

　やがて静かな国道を抜けて、やってきたのは商店街。

　被害が一番ひどいと言われていた場所。

　――なのだが、見た目はひどくなかった。壊れた建物の代わりにテントが張られており、縁えん日にちの夜店のような通りになっている。

「あら、和己ちゃんじゃないの」

「っ！」

　商店街に入った途と端たん、声をかけられた。

　ガーゴイルと吉永家の評判を前もって聞いていたので、和己も桃も背筋が凍こおったが、幸いなことに呼びかけた本人は和己に好意的だった。

「あ、マダム……」

　中華料理店「水すい滸こ伝でん」のオーナーである、マダム・ヤンだった。年齢不詳の美女である。前にバイトさせられた事もあるので、よく知っている。

「あ、あの、僕――」

「そうね、ちょっとこっち来なさい」

　手を引かれて、和己と桃は水滸伝があったテントまで案内される。

　テントといってもキャンプ用の小さなものではなく、砂さ漠ばくのキャラバンが使っていそうな本格的なものだった。さすが店なだけあって、十人以上は入れるサイズでないと物が置けないのだろう。

　そんな大きなテントをこれだけの数、よく用意できたものだ。

「大変だったでしょ。ここまで来るの」

　テントの中でお茶を出された。中にいるのはマダムだけでなく、従業員である御色町梁りよう山ざん泊ぱくも。ただのバイトなのに休業中の店に来ているのは、店が心配だったせいだろう。楽しそうに荷物整理をしている。

「いえ。そんなに苦労はしませんでした。人が少なかったせいで」

「あらそう？　それはラッキーだったわね。双葉ちゃんなんて、色んな人から責められてたから」

「双葉ちゃん……」

　この場にいない妹は、どんな気持ちでこの商店街を通ったのだろう。

　商店街の全ての店は破壊された。ガーゴイルを恨んで当然だ。

「あの、でもマダムはどうして？」

　桃が尋ねると、彼女は苦笑する。

「決まってるでしょ。ガーゴイルさんを信じてるからよ。アタシだけじゃない、店を徹底的に壊されたけれど、それはガーゴイルさんに事情があったんだと思ってる。いつも世話になってるからね、ガーゴイルさんの性格くらい知ってるわよ」

　その言葉に、和己は泣きそうなほど安あん堵どする。

　今までガーゴイルがやってきたことは無む駄だではなかった。商店街の人達から信頼されるほどに、きちんと仕事をしていたのだ。

「あ、でも和己ちゃん。商店街ですら半々くらいだからね、ガーゴイルさんを信じてるの。さすがに店を壊されたのを直接見たからにゃ、許せないって人がいっぱいいるわよ」

　荷物整理をしていた梁山泊のひとりが補足する。

「直接見たって……？」

「私達も見たのよ。ガーゴイルさんと百色が、いろいろブッ放してんの」

「そんな――」

　ブッ放すこと自体はいつもの事だが、今回は規模が違う。

　和己は犯人を知っているが、そうでない人達にはガーゴイル達の犯行にしか見えなかっただろう。

　だから和己はこう言った。

「それも含めて、今度ちゃんと説明します。信じていいです。ガーくんは犯人じゃありません」

「期待してるわよ」

　マダム・ヤンが微笑む。

「あ、あの、でも、一ついいですか？」

「なぁに？」

「レイジって人をご存じですか？」

「ええ。このテントをくれたのもレイジさんよ。あの人はすごいわね。食料からなにもかも、無む償しようで提供してくれて。カッコイイわねー」

「その人が今回の事件の犯人って言ったら、信じますか？」

「…………？」

　一瞬の空白。

　その後で、笑われた。

　マダム・ヤンも梁山泊も、腹を抱えて笑っていた。

　曰く「そうする理由がわからない」とのこと。

　和己も同感だ。

　ガーゴイルと百色をおとしめるためだけに町一つを破壊し、あまつさえ人々の心を掌握しようとする理由など、わかるわけがない。







　兎轉舎は破壊されたままだった。一度、一階部分を粉々にしてから、さらに二階部分を爆破でもしたかのような徹底ぶり。敷しき地ちには建物の残ざん骸がいしか残っていなかった。

　そしてそれは商店街でも兎轉舎だけ。他の店舗は瓦礫を片づけてテントを張っているのに、兎轉舎だけはレイジの支配から逃れようとする意志が感じられた。

　そういう反はん骨こつ精神は大変結構。しかしお使いを頼まれた身としては少しくらい片づけて欲しかった。

「センパイ、この中から探すの？」

「割と簡単だよ」

　疲れた顔の桃と、涼しい顔の和己。

　これでも兎轉舎でバイトをしたのは一度や二度ではない。もっとひどい状態の倉庫から物を取ってこいと命令されたこともある。

　とりあえずお姉さんが必要としている錬金術の道具は地下にある。そのためには瓦礫を撤去して地下への階段を探さないといけない。

「んっ……と」

　まず最初に目についた重い看板を持ち上げ、隅っこに寄せる。

　兎轉舎という大きな文字が、和己の記憶を蘇らせる。

「……この店、戦争に行った旦だん那なさんと息子さんの帰りを待つために作られたんだっけ」

「そうなんだ」

　聞いているのかいないのか、反応が薄い桃。

　確か年を取らないのも、そういう理由ではなかったか。家族に自分だとわかってもらうために、あえて当時の若さを保っているのだとか。理由はわかるが、手段はさっぱり不明だ。

「何も言わないだろうけど、この店、お姉さんがとても大事にしてたんだ。だから壊されてかなり怒ってるはずだよ」

「そう……でしょうね。あの人二十四時間パソコンとにらめっこしながら、なにか作ろうとしてますし」

　そうこうしているうちに、目当ての場所にたどり着いた。

　地下室の扉は、大きなパネルのようなもので塞ふさがれていた。

　明らかに人為的なものだ。たぶんお姉さんは一度ここに来たのだろう。他の人間に発見されないように隠したのである。その努力は大した物だが、そこから荷物を取ってこいと言われた和己の苦労も察して欲しいものである。

「このパネルをどかすのか……」

　パネルといっても縦横一メートルはある厚い木の板だ。病やみ上あがりの和己には厳しい。かといって女の子の桃に持たせるわけにもいかない。

　と、一瞬だけ考えた和己の前で、パネルが浮き上がった。

「あれ……？」

　仕掛けでも作動したのかと思ったが、違った。

『これで良いのか』

「はぁ、ありがとうござ――って！」

　振り向いた和己の前に、白い蛇の石像がいた。

　話には聞いていたが、実際に見るのは初めてだ。

『なるほど、この扉の奥だな。特に隠いん蔽ぺいもしていないということは、それほど価値がある情報ではないのか――』

　ケツァルコアトル。

　レイジが連れてきた自動石像。

　――ガーくんを、壊した。

『睨にらむな、人間』

　自分でも気づいていないうちに睨んでいたらしい。

　ハッとなる和己に、白い石像は片目だけ光らせる。

『お主は吉永家の長男だな。名は和己。十八歳で、学生』

「……君はケツァルコアトル、でいいのかな？」

　自然と桃をかばうような位置に移動しながら尋ねる和己。

『いかにも余はケツァルコアトル。自動石像也なり』

「そのケツァルコアトルが、こんな所に何しに来たの？」

『こんな所、とお主は言うが、この店がどんな所か理解した上での発言だろうな？』

「……そりゃ、まぁ」

　錬金術を知る者ならば、兎轉舎は大英博物館に匹ひつ敵てきする価値を持つだろう。

　その中にある高原イヨの記した資料ともなれば、なおさらだ。

『できれば穏おん便びんに済ませたい。お主が余を通し、高原イヨならびに賢者の石に関する資料を探す邪魔をしないと約束すれば、余は何もせぬ』

　遠回しな脅きよう迫はくだった。

　その証拠に、ケツァルコアトルの両目が徐々に光っているではないか。

　ガーゴイルとは違い、こちらは本気で撃うつという確信がある。そして和己は石の身体を持っていない、ただの人間だ。

　それでも、その条件を呑むわけにはいかない。

「……ごめん、やっぱりそれはできない」

『そうか』

　落らく胆たんもせず、ケツァルコアトルは和己を見るだけ。

『期待はしていない。お主の性格を考察すれば、ここで断るのは目に見えているからな。さて、では余をどうする？　攻撃して追い返すか？』

　ここで和己も困った。

　たとえケツァルコアトルが無抵抗だったとしても、和己はこの石像にダメージを与える術すべを持っていない。拳けん銃じゆうがあったとしても、傷一つつけられないだろう。

　しかしここでケツァルコアトルがお姉さんの持ち物を悠ゆう々ゆうと持っていくのを黙って見ているようでは、情けない。

　悩んだ末、和己が取った行動は反撃だった。

　消火器の位置は覚えている。走って三歩も要らない。

「このっ！」

　大おお股またで走り、消火器が転がっていた場所に行くと、なぜかそこに目当てのブツがなかった。代わりに桃が立っており、その手には欲しかった消火器が握られているではないか。

「出て行きなさいっ！」

「って、ちょっと桃ちゃ――」

　和己が何か言うより早く、ピンを抜いて消火器を作動させる桃。白い煙が勢いよく噴射され、白い石像をさらに白く染め上げようとする。

『ほう、形ばかりの抵抗か』

　声は背後から聞こえた。

　瞬間移動したのだろう。兎轉舎の敷地の真ん中に座っているケツァルコアトル。

「桃ちゃん、ダメだよ！」

　そのターゲットが桃に行く前に、和己は桃から消火器を奪い取った。

「でもセンパイ！　この蛇が！」

「違うんだ！」

　なおも食い下がろうとする桃を落ち着け、和己は消火器のホースをケツァルコアトルに向ける。

「この消火器は、そうやって使うんじゃないんだよ」

「え――」

　口で言うより、実際に使って説明した方が早いだろう。和己は消火器の下部についているスイッチを押すと、トリガーを力一杯引いた。

「ええいっ！」

『む！』

　するとどうだろう、スイッチを押しただけなのに、消火器から粘ねん着ちやく性せいのある液体が出てきたではないか。スライムのようなゲル状のそれはケツァルコアトルの身体にまとわりつき、瓦礫にも張りつく。

　一瞬でケツァルコアトルは絡からめ取られた。ゲル状の檻おりに閉じこめられたようだ。

　もともとこの消火器、防災だけでなく防犯にも使えないかということでお姉さんが実験的に作ったもの。消防局からメチャクチャ怒られたので、これ一つしか存在しないが。

『ちっ……人間め。不快なものを』

　これは効果があったようだ。ケツァルコアトルの目の輝きが増している。

　どうやら潔けつ癖ぺきな石像のようで、動きを封じられた事よりも汚いものを浴びせられた事の方が気に入らないらしい。

　そして怒った石像が次にどうするかなど、考えてもいなかった。

『そのまま大人しくしていれば無傷で帰したのだが、気が変わった。殺すなと言われているので命は奪わぬが、それに近い目には遭あってもらう』

「ま、待って！　ここでそんなことしたら、周りの人に気づかれちゃうよ!?」

『心配は無用だ。余の心理ステルスはガーゴイルのそれを大きく凌りよう駕がする。ケルプには一歩及ばぬが、余とお主達を見えなくするくらいなら造ぞう作さもない』

　つまり今この兎轉舎の敷地内には誰もいないように見えている。そういえば消火器を使った時も、誰も見ていなかった。

「センパイ……！」

「桃ちゃん、僕の後ろに」

　両手を開いて、桃をかばう。

　ケツァルコアトルが本気になれば、和己ごと桃も消し炭にされるだろう。だからといって放っておく事など和己にはできない。

『この状況でも女を守るか。その心こころ意い気きは立派だ。吉永家の者達はどいつもこいつも良い心を持っている』

「……！」

　本当はすごく怖い。

　桃の前じゃないと、こんな格好つけられない。ひとりだったら絶対に逃げ出している。

　足が震えてきた。

　それを隠すために、和己は空になった消火器を持ち上げる。

「えいっ！」

　投げつけた消火器はケツァルコアトルの手前に落ち、そしてケツァルコアトルの放った光線は和己の胸に吸いこまれた。

「うわぁああっ！」

　心臓が跳ね上がる。

　痺れは一瞬で、すぐに感覚がなくなった。足の先が消失したかのように、ゆっくりと倒れる和己。なぜか地面に顔を打ちつける痛みは鮮明だった。

「……いたたた……」

　立ち上がろうとして、また転んだ。

　腰が抜けている。

『クッククククク――』

　眼前に蛇がいた。

　瞬間移動したのだろう。その短い舌が和己の鼻先に触れるほど近くにいる。

『面白いなぁ、人間は。今、自分がどんな顔をしているかわかるか？　腰は抜け、足は震えている。それなのに目だけが余を殺そうとギラギラしておる。なんとも滑こつ稽けいよの』

　わかっている。

　桃を守ると言った手前、ものすごく恥ずかしい。

　それでも守らなくてはならない。

『猶ゆう予よをやろう』

　ふと、蛇が口調を変えた。

『このまま女を置いて逃げれば、命は保証してやる』

「誰が……そんなこと……」

『さもなくば、こうだ』

　蛇の目から光線が伸びる。それはドロリと粘着性を持つ光線で、和己の足下の瓦礫に張りつくと、じゅうと音を立てて焼きついた。

「わぁあああああああっ！」

　少しだけ足にかかった光線が、熱を孕はらんで靴くつを焼く。すぐに足を振ったら、なんとか光線は跳ねのけられた。本当に液体のような光線だ。

「う、ううう……」

　焼かれたのは、ほんの足の先だけ。火傷もしていない。が、強烈な痛みだけが記憶にこびりついて離れない。そういう光線なのだろうか。

　逃れたいのだが、蛇に睨まれたカエルのように動かない。

『次は足の指では済まぬぞ』

　なるほど、この痛みは拷問や尋じん問もんに適している。

　けど。

「ガーくんは……もっと痛かったんだ……！」

「センパイ！」

　たまらず桃が飛び出すが、その鼻先にケツァルコアトルの光線が伸びた。今度は鋭えい利りな刃物のような光線で、切っ先は正確に桃の喉のど元もとを狙ねらっている。

『どうだ。これでも抗あらがうか』

「…………！」

　声が出ない。

　桃を守らねば。その想いだけが恐怖心を和らげてくれる。

『簡単だろう？　その女を置いて逃げるだけだ。お主はそれだけで痛みから解放される。なんなら約束しても良いぞ。その女には何もしない』

「え……!?」

『余はただ、お主が尻尾を巻いて逃げる姿が見たいだけなのだ』

「…………」

　桃を見る。

　涙目だ。助けを求めているのか、それとも逃げろと言っているのか、和己には判断できない。

　けど、ここで逃げたら、一生の恥だ。

　だからと言って桃を危険な目には遭わせられない。

　こんな時、ガーゴイルや双葉ならどうするか考える。

　そして、ウチの家族はこういう時に何も考えていなかった事に気づく。

　だから和己も何も考えない事にした。

「…………よ」

『む？』

　震える足を両手で摑み、無理矢理起こす。プラモデルを立たせるように、自分の足を瓦礫の上に置く。

「調子に乗るなって言ってるんだよ！」

　根こん性じようで立った和己は、倒れそうになる身体を止めもせず、そのままケツァルコアトルにタックルした。

『ほう！　意外と骨があるな！』

　反撃されたのに、嬉うれしそうなケツァルコアトル。

「桃ちゃん、走って！」

『ならばそれに応じた贈り物をしようではないか』

　組みついた和己に向けて、目を光らせる。

　光線を撃つ気だ。が、密着している和己には避ける手段がない。

　それでも、一いつ矢し報むくいねば気が済まない。

「わぁあああああっ！」

　和己が細い拳こぶしを振り上げたその時だった。




「やめておけ、吉永和己。おまえの手は誰かを殴なぐるためのものじゃない」




　ケツァルコアトルの片目に、何かが刺さっていた。

　それは見覚えのある――苦く無ないという手しゆ裏り剣けんの一種。

「この苦無……！」

　それを使う人を、和己は知っている。

　その男は音もなく現れた。まるで映像のように、ポンとその場に出現し、ケツァルコアトルの背後に立っていた。

『……ほう』

　その出現方法にか、それとも現れた男そのものに興味を示したのか。ケツァルコアトルがわずかに笑った声を出す。そして目に刺さった苦無を念動力で抜き取り、持ち主に投げ返した。

　持ち主も投げられた苦無を難なんなくキャッチする。

「ど、どうしてここに……!?」

　知っている顔。見た目は和己と同じくらいの年なのに、どこか冷めた雰囲気を持つ、だけど優しい目をした男。

　丈たけの合っていない軍服をマントのようになびかせて、抜き身の日本刀をケツァルコアトルの後頭部に突きつけている。その姿は処刑人のようだ。













「久しぶりだな、吉永和己」

　笑いもせず、その男――高原喜き一いち郎ろうは挨拶した。

「だ、誰？　センパイの友達？」

「うーん、友達っていうか、なんというか……」

　桃に尋ねられて困惑する和己を余よ所そに、喜一郎はケツァルコアトルに向けて無言で刀を振り下ろした。

　ただの刀でこの石像が斬きれるとは、喜一郎も思っていないだろう。が、ケツァルコアトルの姿は刀を避けるように消え、今度は喜一郎の真横に出現した。

「喜一郎さん！」

「二人とも下がっていろ。ここは俺がなんとかする」

　軍服の懐ふところに手をいれ、数枚の紙を取り出す喜一郎。

　きっとここにいたら戦いの邪魔になるだろうと判断した和己は、即座に桃の手をひいて兎轉舎の敷地から出た。出たといっても、たった数歩の距きよ離りだ。商店街の姿は何も変わらず、テント並びを歩く人達は闖ちん入にゆう者しやに無関心である。

　その数歩離れた場所から、和己は喜一郎を見守ることにした。

「センパイ、あの人強いの？」

「強いよ。ケルプと互ご角かくに戦ってたし」

「それって……人間なの？」

「……多分」

　そう信じたい。

　その喜一郎は、札のような紙をケツァルコアトルに投げつける。ただの紙だったものが空中で風船のように膨ふくれあがり、ケツァルコアトルに激突する。すると風船が破裂し、今度は白い液体のようなものを浴びせかけた。

　これも強い粘性があるようだ。瞬間移動できるケツァルコアトルにどこまで通じるか不明だが、良い気分はしないだろう。

『おのれ不死者が！』

「嫌いなんだろう、そういう攻撃が」

　どこかで和己の行動を見ていたのか、ニヤリと笑う喜一郎。

「さぁ、光線でも何でも撃ってみろ。ただし外せばこの商店街の人間に当たるかもしれない。そうなったらおまえ達の計画は台無しになるんじゃないのか？」

『貴様……町の人間を盾にするのか』

「もともと俺はこの町の住人じゃない。手としては下の下だが、この場でおまえに帰ってもらうには悪くない方法だと思う」

　刀を構えたまま、喜一郎は一歩も動かない。

　そのまま睨み合う、蛇と軍人。

　やがて折れたのは蛇の方だった。

『おい吉永和己』

「え、え、な、何!?」

　いきなり呼びかけられたので、ビックリしてしまう。

『尋ねるが、このあたりに汚れを落とせる場所はあるか？　できれば快適に』

「国道沿いをずっと行った所に、スーパー銭せん湯とうがあるけど……」

　ついいつものクセで正直に答えてしまった。

　こういうところがたまに自分でもイヤになる。

『そうか。教えてくれて感謝する』

　ケツァルコアトルの方も、丁てい寧ねいに礼を言う。やることは常じよう軌きを逸いつしているが、ある程度の知能があるせいか、礼れい儀ぎ正ただしい。

『古こ科か学がく者しやよ。次に会った時は、お主を研究してやるぞ』

「やってみろ。それまでおまえが壊れずにいられるんならな」

　構えを解かない喜一郎。そんな喜一郎を光る目で睨み続けるケツァルコアトル。

　やがてケツァルコアトルの姿がかき消えた。

　喜一郎の出現と同じように、スイッチを切ったかのように姿が消失したのだ。

「ふう」

　小さく息を吐き、刀を納める喜一郎。見えない鞘さやに刀が消えると、和己達を見て――少しだけ笑った。

「改めて、久しぶりだな吉永和己。本当はもう少し早く来るべきだったんだが、こっちもこっちで忙しくてな」

　そう語る喜一郎は、前の硬い雰囲気がなくなっていた。

　最後に会ってから半年くらいだろうか。

　その間に何があったのかわからないが、八十年近く生きている彼にとって良いことだったに違いない。

「で、センパイ。この人は？」

　安心したのか、肘ひじでつついてくる桃に対し、喜一郎が頭を下げた。

「すまない。吉永和己の友人だな。俺は高原喜一郎。この店の主人、高原イヨの息子だ」

「えぇっ!?」

　口を押さえて驚く桃。

「さっき言ったじゃないか桃ちゃん、お姉さんに子供がいるって」

「だって、冗談にしか聞こえなかったんだもん……」

　それもそうだ。普通、信じるほうがおかしい。

　そして驚かれた喜一郎は、桃を見て苦笑するだけ。

　本当に彼の中で何かが変わったようだ。

　ケツァルコアトルから助けてくれたことよりも、その喜一郎の笑みに救われた気がする和己だった。































　三日前は集合墓地のような鬱うつ屈くつを感じさせていた御ご色しき第一小学校の体育館も、三日目になると徐々に明るくなってきた。

　三日という時間は身の振り方を考えるのにちょうど良かったようで、家を完全に失った人は家族や知人を頼るようになり、家の一部を破壊された人はこれまた知人や業者に頼んで修理する算さん段だんがついた。

　また、完全にどうすべきかわからない人には、体育館に集まった人達がアドバイスしてくれたりもした。冷たい隣りん人じんが多い現代日本だが、同じ境きよう遇ぐうになると親しん身みになってくれるものである。

　これは衣い食しよくが足りているから成せる業わざだろう。失ったのが住む家だけだから、心に余裕が残っているのである。軽傷を負った人はいるが死者は出ず、食べ物は充分に配給されるし、壊れた家もトーグーコンツェルンがなぜか無む償しようで直してくれるとまで言う。

「ウチは東ひがし宮みやさんにお世話にならなくても平気だよ。でもお隣となりは直してもらうって。タダなんだから、ウチも窓くらい直してもらおうかな」

　と、暢のん気きに語るのは小お野の寺でら美み森もり。

　彼女の家は窓ガラスが全て割れてしまったため、足の踏ふみ場ばもなくなっている。体育館に避ひ難なんしているのは、そのためだ。

「そっか。あそこはピクシーが掃そう除じしてくれるって言ってたから、もうちょっとしたら帰れると思うぞ」

　リュックを背負った双ふた葉ば。

「うん。ピクシーちゃんにお礼言っておいてね」

　寝そべっているエイバリー中ちゆう尉いを撫なでながら、美森が微笑ほほえんだ。













「このレトルトご飯もトーグーの製品なんですってね。私、あそこ電化製品だけの会社だと思ってたわ」

　美森の母も笑顔で双葉を迎えてくれた。

　小野寺家はガーゴイルに世話になったことが何度もあるので、双葉への対応も変わらない。むしろ現在の御色町では珍めずらしい方だ。

　学校に来る前も、冷たい視線にさらされた。

　中には指をさす人まで。「あ、吉よし永ながさんとこの子だ！」と、明らかな嫌けん悪お感かんを含んだ声で叫ぶ者まで。

　彼らから逃げるようにやってきた学校でもまた、そんな目で見られた。そもそも体育館には住む家を失った人が集まっているのだ。その元凶と思われているガーゴイルの家の人間ともなれば、恨うらみ言ごとの一つや二つ言いたくなっても無理はないだろう。

　だから小野寺家の人達に笑顔で出迎えられた時は、心底嬉うれしかったのだ。

「やぁ――――双――葉――――ちゃん――――」

　と、食料を配っている夜よ倶ぐ先生にバッタリ出会った。他の先生や職員はジャージを着ているのに、彼だけは常に背せ広びろだ。

「あ、夜倶ちゃん……」

「大変――――でした――ね――――――ガーゴ――イル――さん――――が――――あんな――目――――に――遭あって――」

「ん……」

　大変なのは夜倶先生も同じだ。

　三日前から不眠不休で働いていると聞く。他の先生が休んでいる中、彼だけは不ふ思し議ぎな体力で動き続けてきたのだそうな。

「――でも――――双葉――ちゃん――――が――――元気――――を――失う――――のは――――よく――――ない――です――――」

「え？」

「吉きち事じ――は――――笑顔――――に――集まる――――と――言います――――いつもの――――ように――――元気――――な――双葉ちゃんに――なって――――」

　掠かすれる声で告げ、双葉の肩に手を置く先生。

「――暴力でも――――カラ元気でも――――――心の力を――――出して――」

「あ……ありがと」

　夜倶先生に励はげまされるほど、暗い顔をしていたのだろうか。

　していたのだろう。

「ん！」

　自分の頰ほおを両手で叩たたく双葉。じん、と痛むが目が覚めた気分だ。

「夜倶ちゃん、ありがとな！」

　元気な声で言い直す。

「いえいえ――――生徒の――笑顔と――――騙だまされた顔を――――見るのが――――――先生の――――楽しみ――――ですから――――」

「騙すなよ……」

　せっかくいい話でまとまりかけていたのに。

　いや夜倶先生は普段から良い先生なのだ。ただ殺人的に怪あやしくて、生活の全てが謎なぞに包まれて、言葉の端はし々ばしに奇き妙みような単語が見え隠れするというだけで。

「――――では――」

　夜倶先生は双葉の肩をもう一度叩くと、また仕事に戻っていった。授業は中止だが、教師には仕事が山ほどある。

「さてと、あたしもそろそろ行くか」

　重いリュックを背負い直して、美森達に挨あい拶さつする。

「気をつけてね、双葉ちゃん」

「おう。美森もおばちゃんもおじさんも、ありがとな！」

　さっきより荷物が軽くなった気がする。

　そうして手を振って体育館を出ようとした時、出口付近でふと足を止めた。

「……ん？」

　何かが鳴っている気がする。

　ポケットの中にあるガーゴイルの鈴だ。

　取り出してみるが、どこも変わっていない。そもそもこれは佐さ々さ尾おのおばあちゃんが持っていた普通の鈴なので、兎と轉てん舎しや製品のような特殊能力はない。

「おっかしいな……」

　ポケットに鈴を戻して、今度こそ体育館を出ようとする。

「あ、あの……君、吉永さんとこの？」

　すると体育館の出口近くにいた一人の男性が、双葉に話しかけてきた。嫌悪の声ではない。少しオドオドしているが、普通の態度だ。

「……なんだよ」

　だけど今まで散々冷たい視線を受けてきた双葉は、つい身構えてしまう。

　相手はまだ二十代だろう。少し疲れた顔をしている。家族や知人は周りにはいないのを見て、少し警けい戒かいを解とく。いつも双葉に文句を言ってくるのは集団と決まっているのだ。

「あ、あの、さっきそこの子と話してるの、す、少しだけ聞いたんだ。ガーゴイルさんの破片を探してるって」

「……おう」

「もしかして、これ、そうじゃないかな？」

　男が差し出したのは、黒い石。

「え、これ……」

　触さわってみると、ガーゴイルの感かん触しよくがした。

「ど、どうかな？　本物だと思うんだけど」

　その通り、本物である。

「なんで持ってんだ？　これ、見た目ただの石ころだぜ？　ガーゴイルのかどうかもわからなかっただろ!?」

「い、いや、そ、その……僕も、何な故ぜだかわかったんだ」

　照れくさそうに笑う男性。

「前に、何度か、ガーゴイルさんに助けてもらったこと、あるから。だから壊れちゃったのはショックだけど、なんていうのかな、お守りになるような気がして」

「お守りかぁ」

　少し納なつ得とくする。

　だけど同時に、それはこの男性がガーゴイルを信じてくれていることも意味する。体育館にいるということは、家か何かが壊されたのだろう。それでもガーゴイルが守ってくれていると思っていたのだ。

「あのー、双葉ちゃん？」

　すると背後から声をかけられた。

　振り返ると、赤ん坊を抱いた女性が。

「これもひょっとしたらガーゴイルさんじゃないかしら？」

　と、赤ん坊が握っている石片を示す。その黒光りした石は、確かにガーゴイルの破片だった。

　一人ならまだしも、二人も。

「私もこの子が生まれる時、ガーゴイルさんに病院に連れて行ってもらった恩があるのよ。だから一昨日おととい拾った時は、ちょっと嬉しかったんだけどね。でも、直すのに必要だって言うなら返すわ。はい、どうぞ」

　そう言って女性は赤ん坊の手から石をひっぺがし、ちょっとぐずる子供をなだめながら双葉に渡してくれた。

「みんな……あ、ありがと」

　消え入りそうな声で、双葉はお礼を言う。

　胸の奥が、じんと熱くなった。

　鼻の奥に力を入れていないと、泣いてしまいそうだ。

　ポケットの鈴を思い出す。

　ガーゴイルか佐々尾のおばあちゃんか、とにかく誰かが呼び止めてくれたのだとしか思えない。

「あ、あのさ！」

　そして礼のついでに、これだけは言っておきたかった。

「ガーゴイルは町を破壊してねーんだ！　みんなガーゴイルが壊してるとこ見たって言ってるけど、あれはニセモノなんだ！　他の悪いやつが、ガーゴイルのせいにしてるんだよ！」

　ガーゴイルを信じてくれている人なら、双葉の話も聞いてくれるだろう。そう思って双葉は真実を話した。

「まぁ、やっぱり？　そうじゃないかと思ってたのよ。ウチのダンナはガーゴイルさんが壊したって喚わめいてたけど、私は別に黒幕がいるんじゃないかと思ってたのよねー」

　子連れの女性は割と素す直なおに納得してくれたみたいだが、

「ぼ、ぼ、僕は、やっぱり信じられない……」

　最初に石をくれた男性は、俯うつむきながらそう答えた。きっと家などを破壊しているところを自ら目撃してしまったのだろう。

「けど――信じたい。だ、だから、ガーゴイルさんから真実を聞く事にする」

「おう、待っててくれよ！　絶対に復活させっからな！」

「うん」

　拳こぶしを握り、男と約束する双葉。

　ガーゴイルの破壊と共に失われた元気は、徐々に戻りつつあった。
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『おや、貴方あなたが来るとは……』

　教会に集まる子供達の世話をしていたケルプは、突然の来訪者に少しだけ驚おどろいた声を出す。が、それよりも今は壊れた教会の尖せん塔とうを直す作業に忙いそがしいようで、光線で砕けた壁を接着している。

「忙しいところ、悪いね」

　百ひやく色しきだった。

　まだ傷が癒いえていないのか、腹を押さえている。

「君の目を借りに来た」

『レイジとケツァルコアトルの居場所を知りたいのですか』

　御色町で一番優れた目を持つケルプならば、心理ステルスで隠れた彼らでも見つける事ができるだろう。

「できるだろう？」

『可能ですが――見つけてどうします？』

「ん？」

『今はそれよりも大切な事があるのでは？』

　ケルプの光線が教会の十字架を持ち上げ、尖塔に刺さした。それを見て子供達が喜び、神父さんがガッツポーズをする。

　心の拠より所どころを取り戻すのが最優先だと判断したケルプ。

　百色はそんなケルプの気持ちを知りつつ、しかし否定する。

「そういう仕事は君達に任せた。私達はレイジの行方ゆくえを追って、とりあえず牽けん制せいしようと思う。まともに戦えるかどうかはわからないが、時間稼かせぎにはなるだろう」

『ガーゴイル殿の復活の時間ですか』

「それもあるんだけどね……本当の目的は、ちょっと違う」

『ほう』

「レイジの目もく論ろ見みは、家を壊されたショックに乗じて洗せん脳のうを行うものだ。だからガーゴイルくんがいない今のうちに、急いで洗脳を完成させなくてはならない。そこを邪じや魔ましたい」

『なるほど。この混乱の中でも、おそらくレイジはまだ何か仕掛けてくるでしょうね……承知しました。レイジの居場所をお教えしましょう』

「助かる」

　教会の十字架を見上げる百色。

　レイジの犯した罪は、神などでは裁さばけないだろう。

　裁くのは、町の守り神だ。

　それまで少しでも、時間を稼ぐ。

『ところでデュラハン君はどうしてるんです？』

『ルルル、オレ、ココ』

　返事は上空からだった。

　百色が十字架のさらに上を見ると、四トントラックを担かついで飛んでいるデュラハンがいた。ケルプと同じように、壊れた町を再生していたのである。

『けるぷ、マチ、タノム』

『いいでしょう。小しよう生せいの仕事は見ることです。御色町を直すついでに、町をくまなく見て、怪しい部分を皆様にお教えします』

　金色の身体が光る。

　力ではガーゴイルに敵かなわずとも、ケルプにもデュラハンにも取とり柄えがある。それらをフルに活用してもレイジとケツァルコアトルをどうにもできないのが悔くやしい。町を守りながら戦ったガーゴイルの、なんと強いことか。

　だから役割分担が必要なのだ。

　誰だれに言われるのでもなく、自分が自分の最も得意とする分野で戦うのだ。
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　最初、喜き一いち郎ろうはまごついていた。

　普段はクールを決めこんでいる彼でも、ケンカ別れに近い形で去った母の元へ戻るとなると、若じやつ干かんの緊張を伴ともなうらしい。

　東宮邸のソファに横になりながらテレビを見ていたお姉さんは、喜一郎の来訪にも動じていなかった。ただ、ずっと喜一郎の第一声を待っている。

　そんな喜一郎とお姉さんの様子を、和かず己みと桃ももは物陰からそっと見守っている。

　そろそろ何か言ってくれないと、間が持たないのだが。

「…………その、お母さん」

「なによ」

「……戻って、きました」

「うん」

　その言葉にお姉さんは立ち上がり、喜一郎の頭を優しく撫でた。

「おかえりなさい、喜一郎」

「はい……」

　そしてお姉さんはニッコリと微笑み、喜一郎にもっと近くに寄るように手招きする。

「？」

　無防備に喜一郎が顔を前に出すと、

「ふんっ！」

　その頰を思いっきりひっぱたいた。

「いたっ！」

「さぁて、感動の再会はそこそこにして、とりあえず何をやっていたのか聞かせてもらいましょうか。あんだけタンカきった喜一郎が、こんなに優しい顔になって帰ってくるんだ、何かあったに決まってるわ。彼女でもできた？　あ、和己ちゃんとりあえずお茶淹いれて」

「……いや、俺が淹れます」

　頰を押さえながら、渋々とリビングを出て行く喜一郎。不死身の男でも、やっぱりこの人にだけは敵わないらしい。

「ふぅ」

　積年の恨み――だけではないだろう――をこめたビンタをかましてスッキリしたらしいお姉さんは、これまでの疲れも吹っ飛んだように、楽しそうに喜一郎のお茶を待った。

　程なくして東宮と一緒にお茶を持ってきた喜一郎を囲むようにして、全員ソファに腰掛ける。

「……で、喜一郎。最初に聞きたいんだけど、なんでアンタ東宮ん家の台所の場所知ってるの？」

「え、前に来た事があって……」

「なんで東宮ん家には来て、ウチには寄らないのよ!?　あんた御色町に来たんだったら、まず最初に――」

「まぁまぁ高たか原はら。今はそれどころじゃないだろう」

　東宮が取りなしてくれるも、

「いや、今はそれどころなんです。お母さん、東宮さんの家に来たのは別件で必要な資料が欲しかったからです。最初は俺個人が必要な情報だったんですが、それがレイジが企たくらんだ事件に役立ちました」

「レイジが？」

　これには東宮を除く全員が興味を示した。

　喜一郎もお茶を一口飲んで、話す準備を整える。

「ミズチという組織がからんだ事件です。俺は友人と一緒に、ミズチの陰いん謀ぼうを潰つぶしていました。そうしてレイジの存在に行き着いたんです」

「御色町とは関係ない場所で、レイジが？」

「ええ。それもこれも、この御色町で何かをするための活動だったようですが……あの蛇の石像が、それだったのか」

　悔しそうな顔をする喜一郎。彼がどこで何をしてきたのか、具体的にはわからないが、結果としてレイジの企みを全て潰す事はできなかったのだ。

「ところで、その友人っていうのは？」

　お姉さんが尋たずねる。

　実は和己も気になっていた。おそらく喜一郎を変えたのは、その友人の影響に依よるところが大きいと思ったからだ。

「……一言で説明するのは、ちょっと難しい」

「うん、そうだね……」

　なぜか東宮も喜一郎に賛同していた。

　どんな人物なのだろうか。

「なによ、彼女じゃないの？」

　子供を茶ちや化かすお姉さんだが、

「誓ちかってもいいですが、それだけはあり得ません」

　きっぱりと否定されてしまった。

　ひょっとして男なのかと思ったが、だとしたら普通にそう言うだろう。

「まぁいいわ。レイジを追い出した後で、ゆっくりと聞かせてもらいましょうか」

「それより、今の状況を俺に教えてくれませんか？」

　喜一郎も御色町に来たばかりらしい。

　この場にいる全員で状況を説明すると、喜一郎は難しそうな顔で考えこむ。

「ガーゴイルが、壊れた……」

　彼も信じられないのだろう。あの最強の門番が破壊されるなんて。

　それを言ったら、ケツァルコアトル以外の誰もそんなこと予想していなかっただろう。ガーゴイルだけはわかっていたのかもしれないが。

「直せるんですか、お母さん？」

「破片があればね」

「ならばまだ勝ち目はありますね」

　あっさりと喜一郎は言った。

「問題はこの町だ。おそらくレイジは催さい眠みん術じゆつに似た何かを使っている。しかし、さすがに町一つを集団催眠にかけるのは難しい」

「そうね。でも、ガーゴイルくんが信用を失ったのは事実よ」

「その失望にレイジが何か手を加えたんだ。おそらく夢から覚ますのは簡単でしょう」

「もうやってる子がいるわ。でも、ガーゴイルくんの信用はどうするの？」

「それはあいつの仕事です」

　喜一郎は正しいことしか言わない。それはガーゴイルと似ている。

　ガーゴイルの信用だ。ガーゴイル自らが過あやまちを正し、本当の悪をこらしめる必要がある。そのためにできる手段は、まだたくさんある。

「俺は、あの蛇を牽けん制せいします」

　喜一郎はどこからか刀を取り出し、刀身を眺ながめた。

　ガーゴイルがいないこの町で、まともに戦える者は少ない。ケルプやピクシーは、御色町の復興作業に忙しい。そちらもレイジの好きにさせるわけにはいかない。

「お母さんはガーゴイルを直す準備をお願いします」

「もうやってるわよ。あとはレイジに嫌がらせする道具を作るだけ」

　嫌がらせとは、また遠回しな表現を使ったものだ。昔、東宮が吉永家にちょっかいを出した時には、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい拷ごう問もんを与えたくせに。

「じゃあ僕は、この家を守るよ。君達や吉永さんのサポートに徹てつすることにする。みんな帰るところはないんだろう？」

　その東宮は、控ひかえめにそう言った。

　ちょっと辛つらそうなのは、錬れん金きん術じゆつ師しとして力を振るえないせいだろうか。いや、彼には和己も世話になった。頭を打って動けない和己を吉永家からここまで運ぶのに、不思議な道具を使ってくれた。

　しかしレイジを相手にするとなると、彼でも力不足になってしまうのだろう。それだけ強大な学者なのだ。

「吉永和己。お前はどうする？」

　喜一郎に尋ねられた和己は、少し考えてこう言った。

「僕は……みんなを手伝います。気持ちよく反撃できるように」

　そう、反撃はすでに始まっている。

　皆、同じ気持ちで動いている。

　すなわち、元の御色町を取り戻すために。

　この広い御色町で、たった数人のレジスタンスだ。
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　ガーゴイルの破片は、少しずつ着実に集まっていった。それに伴い双葉のリュックの重量もシャレにならなくなっているのだが、それを下ろすつもりはなかった。

　正確な重量は知らないが、たぶん双葉本人より重い。

　それでも今、ガーゴイルの運命を握っているのが自分ひとりだという責任感がリュックを下ろさせてくれない。前のように破片を蹴けり飛とばす輩やからがいるかもしれないし。

　徐々に速度を落としていく双葉の足取りが完全に止まったのは、公園で炊たき出だしのボランティアを見かけた時だった。

『双葉ちゃん、あれママさんじゃないですか？』

　ピクシーに言われなくても、すでに見えている。

　エプロンをつけて炊き出しのボランティアに交ざっているのは、どう見ても吉永家のママだった。今朝から姿が見えないと思っていたら、こんな所にいたのか。

「ママ！」

　リュックを担ぎ直して走る。

　ママも双葉に気づいたようで、笑顔で手を振ってくれた。

「あら双葉ちゃん」

「大丈夫？　少し休んでいきな」

　ママの側にいるのは、双葉の家のご近所さん達。どうやら地域ぐるみで活動しているようだ。双葉の家の周りはどこも無事だったので、こうして働く余裕があるのだ。

「ほら」

　差し出されたのは、豚汁とごはん。プラスチックのお椀わんに入ったものだ。湯気から食欲をそそる匂においがする。

　反射的に差し出した手が、椀を持つ寸前で止まった。

「ん？　どしたの双葉ちゃん」

「……いいのかな、食べて」

　この食事は、本来家を失った人達が食べるものではないのか。

　双葉よりも先に食べるべき人がいるのではないのか――そう考えたら、食欲も失うせてしまった。

　そんな双葉の表情を見て、ボランティアのおばさん達がざわつく。

「ちょ、ちょっと双葉ちゃん、どうしたのよ？　具合悪いの？」

　一人のおばさんが心配そうに双葉のおでこに手を当てる。

「熱はないみたいだけど……」

「別に具合悪くねーよ！」

　その手を払いのけると、おばさん達は安心したように微笑む。

「あら良かった。いつもの双葉ちゃんだよ」

「ほらほら、食べなさい。温かいウチに」

　そう言っておばさん達は強ごう引いんに双葉にお椀を渡す。

「……なぁおばちゃん達。あたしの言ってること、聞いてたか？」

　両手にそれぞれご飯と豚汁を持ちながら、双葉は溜ため息いきをついた。

「聞いてるわよ。っていうか、なんで双葉ちゃん、そんなにヘコんでるの？」

「え？」

「別に吉永さんが悪いんじゃないんでしょ？　今回の事件も」

「……え？」

　うっかり両手のお椀を取り落としそうになった。

　おばさん達の言う通りなのだが、今まで誰も信じてくれなかった事を何故こうも簡単に信じてくれるようになったのか。

「いやね、あたし達も最初は疑うたがったわよ。みんなガーゴイルさんがやったって言うし、吉永さん家ちの前にはすごい人だかりできてるし」

「私もね、ガーゴイルさんが空中で光線撃うってるの見たし、吉永さんに抗こう議ぎしてやろうかとも思ったけど……ねぇ」

　顔を見合わせるおばさん達。

「吉永さん、こうしてボランティア手伝ってくれてるし。本当にガーゴイルさんが町を壊したんだったら、まず吉永さんが必ず何かアクション起こすでしょ？　今回はみんな様子がおかしいからねぇ」

　言われてみればその通りだ。

　規模の大小はともかく、ガーゴイルが何かしでかしたら、必ず吉永家が謝あやまるなり礼を言うなりする。

「……って、今なら冷静に言えるんだけど」

　おばさんの一人が困ったように首をかしげた。

「あの時はそれどころじゃなかったからね。私達、家は無事だったけど、それでも被害が大きかったから。吉永さんのこと、恨んだりもしたわよ」

「うんうん。三日経たって、そこで初めて『あれ？』って思ったくらいだからね。ガーゴイルさんのこと知らないわけじゃないし、ゆっくり考えてみれば、ちょっとおかしいって思うわよね」

「あ、双葉ちゃん。それ冷めちゃう前に食べなさい」

　何でもない世間話のように、ガーゴイルを擁よう護ごするおばさん達。吉永家を恨んだ事も正直に話してくれる。

　なんだか肩の力が抜けた。

　すると連れん鎖さ的てきに腹が減ってきた。今日はピクシーが買ってきたおにぎりしか口に入れていない。ありがたくご飯と豚汁を頂く事にする。

「いただきます！」

　豚汁は美び味みだった。

　疲れた身体からだに栄養が染み渡っていくのを感じる。

「ほら、ピクシーちゃんも」

『ありがとうございますっ！』

　ペットボトルのフタに豚汁を注ついでピクシーに渡すおばさん。そういう優しい配はい慮りよは、ピクシーだけでなく双葉にとっても嬉しかった。

　豚汁を食べながら、体育館での会話を思い出す。

　まだガーゴイルを信じてくれる人がいた。だとしたらこのおばさん達も。

「なぁ。こんな事言っても信じてくれるかわかんねーけどさ――ガーゴイルが町を破壊したんじゃねーんだよ。他の悪いやつがやったんだ。ガーゴイルは悪くねーんだ」

　豚汁を食べ終えた双葉が、おそるおそる話してみる。

「悪いやつって、誰？」

　当然の質問に、

「その、前にガーゴイルが懲こらしめた悪いやつ。レイジって言うんだけど」

「レイジさんって、あの目が見えない人？」

「そう、そいつだよ！」

　何故レイジを知っているのかはさておき、双葉が肯こう定ていすると、おばさん達は途と端たんに怪け訝げんな顔をする。

「え……レイジさんが？　だってあの人、とてもいい人よ？」

「そうね。私も道で何度か挨拶したことあるけど、悪い人には見えなかったわ」

　演技に決まっている。

　東宮に聞いた話では、レイジは御色町の人達に援助をして、自分のものにしようとしているらしい。きっとその噓うそくさい評判は、自分の株を上げてガーゴイルの信用をなくすための策だ。

　そして、それを証明する手立てはない。

「でも……本当なんだ。レイジは悪いやつで、ケツァルコアトルって石像を使ってガーゴイルをハメようとして」

　言葉だけではうまく伝わらない。

　でもおばさん達は双葉の言いたいことは理解してくれたようだ。

「双葉ちゃんが、そんな噓をつくわけないしねぇ……」

「そうね。乱暴者だけど、噓はつかないのよね双葉ちゃん」

「でもレイジさんがねぇ……」

　困った顔をしながらも、双葉を信じてくれるおばさん達。

　ママも双葉と一緒に頷うなずいている。双葉ひとりならともかく、ママも肯定するのだ。おばさん達も徐々にガーゴイルの無実について興味を持ち始めたようだ。

　前は話をするどころじゃなかった。双葉を見た途端、指をさして非難する人達ばかりで、何も聞いてくれなかった。

　冷静になる時間があったから――それだけではないだろう。これまで吉永家とガーゴイルが築きずいてきた信頼があったからこそだ。

「あ、そうそう双葉ちゃん」

　ひとりのおばさんが、何かを取り出した。

「ガーゴイルさんで思い出したんだけど、これもしかして――」

　おばさんの手に握られているのは、ガーゴイルの破片。しかも拳こぶし大のサイズだ。かなり大きい。

「おばちゃん、これどうしたんだ？」

「道ばたに落ちてたのよ。お守りになるかな、って思って」

　どういうわけか、これを拾った人は皆同じ事を言うのだった。

　これもガーゴイルが培つちかってきた信頼が起こした奇き跡せきなのかもしれない。







　双葉とママの様子を陰から監視する視線があった。

　陰といっても公園から二百メートルほど離れたビルの非常階段だ。狙そ撃げきでもするのかと言わんばかりの位置だが、双眼鏡もスコープもない。

　非常階段の欄らん干かんに手を沿え、吹きつける風に顔をしかめるレイジ。

「やはり付つけ焼やき刃ばではダメか」

　半ば予想していた事であった。

　ただここまで早く吉永家の信用が回復しつつあるとは思っていなかった。

　百色とガーゴイルの心を折るために、ケツァルコアトルを使った破壊を行った。予想では吉永家はもう一週間ほど家に引きこもっているはずだったのだ。たとえ家を出ても、町の人々がそれを許さないだろうと。

　ところが、一家の誰もが積極的に家を出て、人々にレイジの事を話し、あまつさえ皆がそれを信じ始めている。

　濡ぬれ衣ぎぬにも規模や種類があるが、町一つ破壊した罪ともなると、責める方も責められる方も正気ではいられない。自分の無実を証明するのも難しくなってしまう。どこかで動どう揺ようしてしまうはずなのだ。

　なのに吉永家はまったく迷っていない。

　いや最初は困惑していたが、立ち直りが早すぎる。

「恐ろしいな、吉永家は――」

　レイジは心から思う。

　御色町をレイジの研究の楽園にするためには、絶対に排除しておかなくてはならない。あの家族には計り知れない力がある。

　どんな暴力でも倒れず、どんな脅きよう迫はくにも怯おびえず、どんな迫はく害がいにも屈くつしない。

　全てを覆くつがえすジョーカーのような力だ。

　真に恐れるべきはガーゴイルではなく、あの家なのだ。

「…………」

　レイジは着流しの懐ふところに手を入れ、銃じゆうのような武器を取り出した。それは銃と呼ぶにはいびつで、ただの木筒に空き缶をくっつけただけのような形をしていた。もちろん殺さつ傷しよう能力がある銃である。

　それを二百メートル先の双葉とママに向ける。

「殺しておかねば、後々差さし支つかえるか」

　一瞬だけ考える。

　そうして、やめた。

　銃を懐にしまい、上を見る。

「ふむ」

　非常階段の上階に、怪かい盗とう百色がいた。デュラハンを伴っており、どちらも銃口をレイジに向けていた。

「どういう心境の変化だい」

『ルル……オマエ、ヨシナガサン、キズツケル』

　ふたつの銃口にさらされながら、レイジは笑った。

「フフフ……約束したからな、無関係の者は巻きこまぬと」

「本当にそれだけかい？」

「どうかな。吉永家の恐ろしさを本能で感じてしまったからかな」

「あぁ、君もそうか」

　百色も笑った。

　この男でも感じとれるのか。

『ルルル？　ヨシナガサン、イイヒト。オソロシク、ナイ』

　なんとなくレイジにもわかった。

　あまり長く暗い場所にいると、光自体が怖くなってしまう。それと似たような感覚なのだろう。

「私には永遠に手に入らない力――か」

　皮肉げに笑うレイジは、改めて取り出した銃のような武器を百色に向ける。

　今度は本気で撃てる。なんと気分の良いことか。

「傷の具合はどうかね、怪盗百色」

「悪くない。名医がついてるからね。ところでレイジ」

「何かね」

「梨り々りちゃんを知らないか？」

「お主ぬしが娘を知らぬわけがなかろう。その目は何のためについている？」

「そういうことじゃない。あの日から、梨々ちゃんはずっと私を避さけている。ひとりで飛び出して、ずっと何かを探している――答えろ、何を吹きこんだ？」

「さて、ね！」

　レイジと百色、二人が同時に銃を撃った。

　百色の前にデュラハンが立ちはだかり、レイジの銃弾を全て受け止める。レイジが引き金を引く一瞬前の出来事だ。

　そして百色の銃から放たれたのは銃弾ではなく、ワイヤーだ。真上に飛んだワイヤーのフックは非常階段の欄干にからみつき、百色の身体を引っ張る。

　そのまま百色は非常階段から飛び出した。ワイヤーを伝って飛び降りる百色を追うために、レイジは何もつけずに五階の高さから飛び降りた。
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　食い散らかされたケーキのような図書館は、今は無人だ。利用者も職員もいない。館長だけが残って作業を続けており、駐ちゆう車しや場じようには本が山というよりビルのように積まれている。その作業を遠巻きに見ている梨々は、いたたまれない気持ちになる。

『別に百色がやったのではなかろうに？』

　梨々の後ろでオシリスが退たい屈くつそうにあくびをしていた。

「そうなんだけど……」

　百色の仕し業わざではない。

　なのに百色の犯行を見てしまった。なんだか不思議な気分である。

「うん、そうだよね。無実の証しよう拠こを見つけるために来たんだもんね」

『その通りじゃ。あのレイジとかいう男を抹まつ殺さつするためにも、外堀を埋めるのじゃ』

「ゴメンね、付き合ってもらっちゃって」

『本来ならば、このような回りくどい作業は嫌いじゃ。妾わらわは気に喰わぬ相手は直接殴なぐらねば気が済まぬのじゃが――』

　そのオシリスが百色の無実を探してくれるのは、レイジを追い出したいからに他ならない。百色の無実とは、つまりレイジの犯行の証拠だ。

『直接殴る以外にも、暴力の方法があるのじゃな。レイジには良い事を教えて貰もろうたぞ。奴の目論見とやらが成じよう就じゆする寸前で、土台から崩くずすのは楽しそうじゃ』

　面白そうな顔のオシリス。

　よほどレイジに深い恨みがあるのだろう。何をされたのかは聞かないが。

　さて、利害が一致したところで、梨々は聞き込みを開始する。

「すいませーん」

　図書館には一人しかいない。

　だがその一人は、図書館を一番よく知っている人物だ。怪しそうなものを見つけている可能性が高い。

「おや、どうしたんだい？」

　梨々より頭一つ分くらいしか身長がない水みず野の館長は、本を分類しながら微笑んだ。図書館が破壊されたのに、ずいぶん余裕があるものだ。

「ずいぶんたくさんの本ですね……」

　整理されているだけで、五千冊はあるだろうか。その後ろに文字通り山のように積まれている本や、破れていて捨てる事になった本を合わせれば、二万冊はあるだろう。

「晴れていて助かったよ。たまには虫干しもいいもんだ」

「前向きですね……」

「まあね。市から援助もしてもらえるらしいし、それまでは本を整理し直す良い機会だ。チャック達が描いた壁画は守れたし――問題は職員の仕事だね」

　苦笑する水野館長。

　子供に向けた強がりなのかも知れないが、それでも一人でこの作業をするあたり、仕事熱心というより、図書館と本を愛しているのだろう。

　そんな人にこんな質問をするのは気が引けるが、迷ってはいられない。

「えっと、その、怪盗百色が図書館を破壊したって聞いたんですけど」

「あぁ、そうみたいだね」

　水野館長は当然のように言う。

「見ました？」

「いや僕は見ていない。だけど利用者さんの中で、何人か見たって人がいるんだよ。信しん憑ぴよう性せいはないけどね」

「信憑性ないんですか？」

「ちょっとね。僕には信じられない。百色って泥どろ棒ぼうだろう？　どうして泥棒が、こんな金目の物もない図書館を爆破するんだ？」

　言われてみればそうだ。

　だが梨々が百色（のニセモノ）と出会った時は、レイジを倒すために爆破したなどと言っていた。

「うーん……誰かに妨害されて、そこから脱出するために、とか？」

　当たり障さわりのない言葉でほのめかしてみる梨々だが、

「それなら百色は手品道具や、拳銃を持っているだろう。爆破よりずっと確実だよ。爆弾を使うとしたら、壁か何かを爆破するためなんだろうけど……あ、いや、推理小説の読み過ぎかな？　百色が狂ったっていう可能性もあるしね」

　そうだ。普通に考えて、百色が図書館を爆破するメリットは何もない。

「あ、あの。誰か百色以外に怪しい人を見たって言う人は……？」

「いなかったねぇ」

　あっさりと言われた。

　館長ともなれば、様々な意見が寄せられる立場だろう。その彼ですら知らないのだから、本当に百色が爆破したと思われているようだ。

　誰か一人でもいい。レイジを見たという者がいれば――

『おい娘。目撃者がいたぞ』

「え？」

　遠くからオシリスの声がする。

　図書館の駐車場脇にある茂みからだった。彼女は植物だから、植え込みや樹木から情報を集めていたのだろうか。

　そう思って茂みまで走ったのだが、そこには意外な目撃者がいた。

　額に一文字の傷がある黒猫だ。

「わ、菊きく一いち文もん字じ！」

　黒猫は梨々の姿を見ると、すっ飛んできた。たまに梨々の家でエサを貰う事もあるのだ。最近では双葉と梨々の家を往復して糊こ口こうを凌しのぐ時もある。

『この者が見たと言っている』

「菊一文字が？」

『しばし待て』

　オシリスは身をかがめ、ニャーニャーと何かを訴うつたえる菊一文字の言葉を聞く。

『娘よ。お主はこの図書館を爆破した犯人が知りたいのじゃな？』

「う……うん」

『それを示す物が、近くにあるらしい』

「示す物？」

　菊一文字が動いた。案内するかのように尻尾しつぽを振っている。

　梨々とオシリスがついていくと、図書館の敷しき地ちの端、塀へいの角に何かが埋められているのを発見した。それは木製の箱で、中には小さなからくり仕掛けが入っている。さすがの梨々も見た事がない機械だ。

『元々は広場の銅像の前に埋まっていたそうじゃ』

「なんだろ、これ」

　スイッチのようなものはない。

　適当に機械を触っていると、急に効果が現れた。

　ガーゴイルがいる。

　正確には、菊一文字がいた場所にガーゴイルが現れたのだ。

「ええっ!?」

　ガーゴイルは壊れたはず。それがどうして今、梨々の目の前に――と困惑していると、そのガーゴイルは小さな声で「にゃあ」と鳴いた。

「……菊一文字？」

　オシリスに意見を求めると、

『妾には百色に見えるぞ』

　どうやらこの木箱のせいらしい。梨々の視点でも、オシリスが百色に見える。

「オシリス。私はどう見える？」

『お主はガーゴイルに見える。声までガーゴイルにそっくりだ』

　なるほど、そういうからくりなのか。

　レイジとケツァルコアトルがどのくらい広範囲に催眠術をかけられるのかは不明だ。おそらく町中に影響を及ぼす事だってできるだろう。

　だがそれでは不便だ。たとえば炎えん天てん下か、校庭に水を撒まけと言われれば、すべて自分一人でやらずに備えつけのスプリンクラー等を利用するだろう。楽に利用できる物があれば、そちらを使った方が効率がよい。

『……ふむ』

　装そう置ちの止め方がわからずに四苦八苦している梨々の横で、オシリスは菊一文字の話を聞いている。なにやらまた伝えたいことがあるそうだ。

　ようやく消し方が判明し、元通りになったオシリス。

　彼女は触手で木箱を取り上げると、梨々にこう言った。

『この猫は、先ほどから妾とお主の真の姿が見えているらしい』

「え、それ本当？」

『この箱は人間を――いや、人間の意識を狂わせるようじゃな』

　本で読んだ事がある。

　動物と人間では脳が全く違うと。見え方や聞こえ方がまるで違うのだ。白黒で見える動物もいれば、視界が広い動物もいるように。

　オシリスは植物だけど、人間と同じメンタルを持っている。それはそうだろう、作り手もまた人間なのだから。

　そしてオシリスは箱を触手でいじくりながら、虚こ空くうを見上げている。

『ふむ、そうか……そうか。わかった』

　菊一文字は喋しやべっていない。今度は誰と話しているのか。

『確認した。植物にも箱の効果はないようだ。人間だけに作用する箱のようじゃ』

「人間だけ……」

　レイジの目的は、御色町の人達に百色とガーゴイルを疑わせる事。そのために人間に幻覚を見せた。

　動物達は真実を人間に漏もらす事はない。だから見せなかった。

「あ、いけるかも」

　ポンと手を叩く梨々。

　打だ開かい策さくは簡単に見つかってしまった。
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　和己は兎と轉てん舎しやで定期的にアルバイトをしているので、錬れん金きん術じゆつの道具にもある程度詳しくなった。といっても簡単な道具の使い方がわかる程度で、原理まではわからない。ましてや喜一郎の使う古こ科か学がくなどさっぱりだ。

「お母さん。この道具は幻まぼろしを生み出す効果があります。これを応用して幻を払うような道具は作れませんか？」

「あ、これなら似たようなの作ったわよ。ちょっと見せて――ああ、やっぱり同じ原理か。それだったらすでに幻を解除する道具持ってるわ」

「それから、ケツァルコアトルの居場所を突き止めることはできますか？　できるなら、俺はすぐに行ってきます」

　立ち上がり、自分の装備を確認する喜一郎。

　東宮家のテーブルに置かれたのは刀に苦く無ないに奇妙な玉、そして紙切れなど、まるで忍者が携けい行こうしているような道具が勢せい揃ぞろい。この一つ一つが不思議な力を持っているのだから驚きである。

「あ、待って。ならわたしも行く」

「ダメです！　お母さんに何かあったら……！」

「使い方を説明するのが面めん倒どうくさいのよ。それにアンタは古科学者なんでしょ？　だったら錬金術はわたしに任せて、アンタはアンタのやり方で戦いなさい」

「待って待って！　お姉さんが戦うの!?　危険ですよ！」

　和己も止めに入る。

　喜一郎の強さはよく知っている。その彼が万全の準備をして挑いどむ相手にお姉さんを連れて行ったらどうなるのか。

　――しかし彼女ならなんとかしてしまいそうな気もする。

「だったら、まだ僕が行きますよ！」

「ダメに決まってんでしょ、バカ！」

「いたっ！」

　ゲンコツで殴られた。

「その通りだ。おまえは別の仕事があるだろう」

「うぅ……」

　喜一郎にも諭さとされてしまう。

　二人の言い分はもっともだ。学者には学者の戦いがあるのだ。ならば和己には和己にしかできないことをやるだけ。







　東宮邸をあとにした和己は、とりあえずカバンの中身を確認した。

　カラだ。それもそのはず、これからガーゴイルの破片を入れるのだから。いろいろ考えたが、やっぱり和己にできる事はこれしかなかった。

　桃は自分の家が心配だと言って帰った。今までずっと和己の看かん病びようをさせてきたのだから、当然である。今度、片かた桐ぎり家けに菓か子し折おりの一つでも持っていかねば。それから林りん吾ごにも久しく会っていないし。

　誰もいない道を歩きながら、そんな事を考える。

　左右には壊れた家が並んでいる。ガーゴイルが壊したとされる家。今はほとんどの家に大きなブルーシートがかけられており、修復作業を行う予定だとわかる。

　東宮が会社の総力をあげて町を修復すると言うが、果たしてどこまでできるのか。錬金術で補おぎなうといっても、限度があるだろうに。

　などと考えながら自然に石を拾い、カバンに詰める和己。

「あれ？」

　今詰めた石を取り出して、よく確認する。

　黒光りする小石は、確かにガーゴイルの破片だった。

「なんでわかったんだろう？」

　無意識に拾っていた。

　それだけガーゴイルに触り慣れているということだろうか。

　それだけ慣れ親しんだ存在が、今こうして和己の手のひらに収まっている。噓くさいが、本当の話なのだ。町と一緒で、ガーゴイルも復旧作業をしなくてはならない。

「戻してあげるからね、ガーくん」

　聞こえていないに決まっているが、石に語りかける和己。

　そうして足を向けた先は、自宅周辺。

　三日前は吉永家へ抗議する人達でいっぱいだったそうだ。双葉ですら怖くて近づけなかったというが、今なら人も減っているのではないか。そう考えたのである。

　道のりはゆっくり歩いた。距離にすれば五百メートルもないだろうが、一時間ほどかけて破片を探した。

　そうして見つけたガーゴイルの破片は、たった数百グラム。小石三つ分くらいだ。

　双葉はこれを数十キロ集めたのだ。

　その苦労を想うと胸が締めつけられる。

「あ――」

　やがて和己は、自分の家にたどり着いた。

　その光景を見た瞬間、自分の目が大きく見開かれるのを感じていた。

　静かだった。

　吉永家の門前に十人近くの人がおり、皆、家に向かって敵意の視線を投げかけている。

　その視線を一身に集めている人物がいた。

「みなさん、私の話を聞いて下さい！」

　パパだった。

　スーツを着て腰をまっすぐに折り、集まった人達に大声で弁明している。

「この度、家や家具をなくされた方には心よりお見舞い申し上げます。ですが、私はガーゴイルくんの仕業ではないと思っております！」

　はっきりと、そう言った。

　その言葉にまた騒さわぎだす人達。

「ちょっと、それはないんじゃないの!?」

「私はガーゴイルさんが光線撃って、爆撃してるの見たのよ！」

　矢や継つぎ早ばやに投げかけられる抗議に、パパはじっと黙って頭を下げるだけ。反論も弁解もしない。

「おい、なんとか言えよ！」

　ガラの悪そうな男がそう言うと、パパは頭を上げた。

　その男の目をまっすぐに見ると、少し怯おびえたのか、男は目を背ける。

　優しいが体格のいいパパだ。皆、獰どう猛もうな獣を怒らせないように遠巻きに見ている。これが和己だったら、延々と責められ続けたに違いない。

「……家族が困っているのなら、手を差し伸べるべきだと思っております。家族が罪を犯したのならば、一緒に謝るべきだと思っております。そして家族が何も話さないならば、その気持ちを汲くんでやるのが父の努めだと思っております」

　静かな声で、ゆっくりと喋るパパ。

「そして、家族を信じるべきだと思っております。私はそれでもガーゴイルくんを信じたい。これまで町を守ってきたガーゴイルくんが、あんな真ま似ねをするはずがないんです！」

「パパ！」

　たまらず、和己も飛び出した。

　人をかき分け、パパの隣となりに立つ和己。

　二十近くの目が和己に向けられた。それだけで怖い。

「どうしたんだ和己？　ここはパパに任せておきなさい、ハッハッハ！」

　こんな時でも、パパは笑える。

　それが逆に辛かった。無理をしているに決まっているのに。

「ふざけんな！」

　和己の気持ちを断ち切るかのように、誰かの叫び。

「百歩譲ゆずって、ガーゴイルさんが犯人じゃないとしても――じゃあ、どうしてガーゴイルさんは守ってくれなかったんだよ!?」

「それは……」

　パパも言葉に詰まる。

「ガーくんだってがんばったんです！　ずっと守ろうとしてたんです！」

　口から出任せを、和己は言った。実際に見ていない。だけどこういう状況ならば、ガーゴイルがどうするか見なくてもわかる。

　そして、そんな事を言っても、彼らを満足させられる答えにならないことも知っている。

「守ろうとしたって――守れてないじゃねーか！」

「町を守るのが使命だって、ガーゴイルも言っていたでしょう!?　職務怠たい慢まんじゃない！」

「ガーゴイルさんが守っていれば、うちも壊れずに済んだんだ……！」

　努力を提示したって、誰も喜ばない。どんな世界も同じだ。結果だけが求められる。ガーゴイルだって、自分の努力をひけらかしたりはせず、ただ確実に守り続けてきた。

　危うい事と、前から思っていた。

　ケツァルコアトルに限らず、ガーゴイルもケルプもデュラハンもオシリスも、小さなピクシーでさえ御色町くらい簡単に破壊できる力を持っていた。今まで壊れなかったほうが奇跡なのだ。

　それなのにガーゴイルは、常に身体を張って守ってきた。

「くそっ！　何が守り神だよ！　全然守ってくれないじゃないか！」

　誰かが手を振りかざし、何かを投げた。

「危ない！」

　咄とつ嗟さに手を出す和己。

　痺れる痛みが腕に広がった。石を投げられたようだ。

「あ……」

　和己の目の前に落ちたそれは、黒光りする石。

　ガーゴイルの破片だった。

「これ、誰が……？」

　呼びかけるが、返事はない。さすがに石を投げるのはやりすぎだと思ったのか、みんなオロオロしている。投げた張本人は逃げたようだ。

　どんな気持ちで石を投げたのか、よくわかる。

　――この人も、ガーゴイルに期待していたのだ。
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　図はからずも、そこはガーゴイルが破壊された場所であった。

　広い国道を繋つなぐ歩道橋の欄干。

　物もの憂うげに座っているケツァルコアトルを発見したのは、まったくの偶然だった。

「考え事か、蛇」

　ケツァルコアトルの前に立つ、兎轉舎の主あるじと喜一郎。

　レイジかケツァルコアトルのどちらかを見つけられれば、それで良かった。少しでも時間を稼いでおけば、他の誰かがなんとかしてくれると。

『退屈だ』

　語る蛇は、本当につまらなさそうだった。

　口にくわえたガーゴイルの破片は、ところどころ赤や緑色に変色している。今までどんな実験をしていたのか気になる。

『賢者の石というのは、扱いに困るな。まるで宇宙に思いを馳はせているような気分だ。無限で、それでいて摑つかみ所どころがない』

「それがどうした」

『さすがの余よでも、これは説明書が欲しくなる。だからお主達を待っていたのだ』

「なに……」

　偶然ではなく、わざと姿を見せたというのか。

　退屈しのぎに。

「貴様、どういう――」

「はいはいちょっと待って」

　刀の柄つかに手を掛ける喜一郎を押しのけ、お姉さんが前に出る。

　すでに肩に青せい龍りゆう刀とうを担いでいた。

「ケツァルコアトルくん？　賢者の石の何が知りたいの？」

「お母さん！」

　喜一郎が窘たしなめようとするが、やがて考え直す。

　これも時間稼ぎの一環と考えれば、あるいは。

『高原イヨか。お主が講義してくれるのであれば、これほど嬉しい事はない。賢者の石について語り尽くせば、時間稼ぎにもなろうて』

「なっ……！」

　完全に読まれている。

　が、焦あせっているのは喜一郎だけ。お姉さんも予想していたのだろう。

「で、何が知りたいの？」

『まず、余が持っているレプリカと、オリジナルの違いを』

「さぁね」

　鼻で笑うお姉さんに、ケツァルコアトルの目が光る。

「正直、オリジナルの方はわたしでも把は握あくしきれていないのよ。宇宙がどーたらってさっき言ってたけど、まさにそんな感じ。ひょっとしたら、本当の意味で万能なのかもしれない。誰かが使わないとダメだから、万能とはちょっと違うけど」

『ほう。たとえばそれは、アカシックレコードに関与することもできるのか？』

「できるかもしれない。わたしは怖くてできないけど」

『逆にミクロの価値観で言うなら、まったく新しい原子や電子を作り出すことも可能か？』

「うん、それは試した。できそうだったからやめたけど」

『ふむ。意外と度ど胸きようがないな、高原イヨ』

「誰だって死にたくないからねー」

『それこそ、賢者の石の力を使えば不死身にでもなれよう。そこの高原喜一郎のように――む、待てよ』

　突然、喜一郎の背筋に冷たいものが走る。

　ケツァルコアトルが見ているのだ。

『そうか……そういうことなのか』

　喜一郎の心しん臓ぞうを見ているのだろう。ケツァルコアトルは楽しそうな声で笑っている。

　ならばもう隠していても仕方ない。

「あぁ、その通りだ」

　喜一郎は自分の胸を親指で指し示した。




「俺の身体の中に、賢者の石のオリジナルが入っている」




　最初は知らなかった。

　この肉体は、戦場で魔法使いにかけられた魔法のせいだと思っていた。が、錬金術師に触ふれ、自分も錬金術をある程度知るようになってからわかったのだ。

　戦争に出る喜一郎に、母が渡してくれたお守り。

　それこそが賢者の石。

　魔法使いは魔法をかけたのではない。

　賢者の石を喜一郎の身体に埋めこんだに過ぎない。それだって高度な魔法が必要なはずだが、賢者の石の力があったからできた芸当なのだろう。

『なるほど！　人間の身体を賢者の石の器うつわにしたか！　これなら本人が死ぬまで賢者の石を取り出すのは難しい！　そして不死身の人間は、死なぬ！　永遠に賢者の石を守ることができるという寸法か！』

　心の底から楽しそうなケツァルコアトル。

　真実に近づいた喜一郎も、似たような感動と衝撃を感じたものだ。あそこまではしゃぎはしなかったが。

『そして高原イヨ、お主にも入っているな？』

「…………」

　お姉さんは肯定も否定もしない。が、喜一郎と同じような若さを保っているということは、どういうことか聞かなくてもわかる。

『これは面白い親子だ！　自らの命を実験台にして、賢者の石を保管するか！　永遠に果てぬ身体と引き換えに、人生を研究に捧ささげるつもりか!?』

「あ、別にそんな大たい層そうなモンじゃないわよ」

　手を振るお姉さん。

「外そうと思えばいつでも外せるし」

「ええええっ!?」

　たまげたのは喜一郎。

　喉のどから心臓が飛び出そうな程のショックだった。

「と、取れるんですか……？」

「うん。摘てき出しゆつすれば、不死身じゃなくなるけど？」

　簡単に言うお姉さんに、喜一郎の視界が真っ暗になった。

　今まで世界中を旅してきたのは、元の身体に戻るため。心臓を貫つらぬかれても、体中を焼かれても再生した身体なのに、それが簡単な手術で戻るというのか。

　この六十年はなんだったのかと自問する。が、答えなど出るはずはない。

「はぁ……」

　溜息が出た。

　同時に、おかしくて吹き出しそうになる。

「最初から、お母さんに聞けば良かったのか――皮肉だな」

「ま、たまには遠回りも良いでしょ」

「ええ。おかげで様々な事を学べました」

　この身体のおかげで、救えた命もある。

　無む駄だではなかったはずだ。

『つまり、だ。今までの話を要約するに、お主達を研究すれば賢者の石のオリジナルが手に入るということか？』

　親子の会話に割って入るケツァルコアトル。

　興味の対象が何なのかは、気配を感じずとも言葉だけでわかる。

「やってみろ。できるならな」

　腰を落とした喜一郎は、見えない鞘さやから刀を抜いた。

　まっすぐな刀身がケツァルコアトルに向く。

　親と決別して学んだ古科学だが、今はそれを錬金術のために役立てようとしている。いや、今はもう古科学だとか錬金術だとか言っている時ではない。

「やってみなさい、できるならね」

　お姉さんも青龍刀の切っ先をケツァルコアトルに向けた。日本刀の数倍の重さはあるだろうに、それを片手で軽々と持つ母の力。

『退屈を紛まぎらわせてくれるのだろうな、高原親子！』

　ケツァルコアトルの目が光る。

　普通の人間なら泣いて逃げ出しそうな威圧感だが、この二人には意味がない。

「言っておくが、俺達はしぶといぞ」

「戦争を生き抜いた世代を、舐なめんじゃないわよ」

　なぜならこの親子は、不死身であることを差し引いても最強なのだから。

　二本の刀が交わり、白い蛇が牙を剝むく。

　ケツァルコアトルの放った光線を真一文字に切り裂いた喜一郎。

　その陰から駆け寄ったお姉さんが、渾こん身しんの力で青龍刀を振り下ろした。































　三日間の奮ふん闘とうは伊だ達てではなかった。

　そのガーゴイルに対する想いが功こうを奏そうしたのか、双ふた葉ばが集めた破片はおよそ四十キロに及んだ。

「すごい……バラバラの状態から、よくここまで」

　東ひがし宮みや家けのリビングでカバンをひっくりかえすと、机の上に山ができた。これでもガーゴイルの身体からだの半分くらいの質量なのだ。

　そこへ和かず己みがわずかな時間で拾ってきた破片を加える。数時間しか探していない和己が見つけたのは、本当に微び々びたるものだ。それでもないよりマシである。

「これだけあれば、きっと直せるぞ！　双葉ちゃん、休みたまえ！　今何か作ってくるから！」

　興こう奮ふんしながら双葉をソファに座らせる東宮。

「おー……ちょっと疲れた」

　双葉はぐったりしながらソファに横たわる。

「お疲れさま、双葉ちゃん」

　和己がねぎらいの言葉と共に、足をマッサージしてくれた。

　陸上自衛隊のフル装そう備びよりも重い荷物を抱かかえて歩き続けたのだ。身体が壊れないだけでも儲もうけ物ものである。

　すぐに東宮が疲労回復に効くお茶を淹いれてきてくれた。罰ばつゲームかと思うほどマズかったが、肩のコリがたちまち取れた。さすが錬れん金きん術じゆつ。

「おーい、ひがしみやー」

　ダルダルになった状態で、双葉が石を指さす。

「これ、とっとと直してくれよ」

「そうしたいのは山々なんだけど……僕じゃ無理だ」

「やっぱりねーちゃんじゃないと無理？」

「賢けん者じやの石の使い方を知っているのは、高たか原はらか僕のお祖じ父いさんくらいだ。彼女が帰ってくるのを待とう」

　東宮もソファに座り、ガーゴイルの破片を手に取る。

　他の人から聞いた話だと、東宮もかなりデキる錬金術師らしい。その東宮ですら扱えない賢者の石とは、どんな危険物なんだろうか。

「で、ねーちゃんは今何やってんの？」

「それは……」

　双葉の質問に、東宮も和己も押し黙る。

「まさか青せい龍りゆう刀とう持って、レイジぶっ殺しに行ったんじゃねーだろな……」

　テキトーに言ったつもりだが、半分当たっていたらしい。違うのは目標だ。

　不老だか不死だか知らないが、ガーゴイルを破壊した石像と戦うなんて、命知らずもいいところだと心配したのだが、幸いなことに杞き憂ゆうに終わった。

「ただいま～」

　まるで自分のウチのように入ってくるお姉さん。

　あちこちがススで汚れており、髪かみも乱れている。顔に少し血が付いており、両足も擦すり剝むいていた。

　見た目は痛々しいが、あのケツァルコアトルとやりあってこんな軽傷で済んだと考えればとてつもないラッキーである。

「ねーちゃん、大丈夫か？　あのヘビ野郎どうしたんだ？」

「喜き一いち郎ろうが時間稼かせぎしてくれてるわ」

「キー兄ちゃん来てんのか!?」

「まーそれは後で話すわ。東宮、シャワー借りるわよー。あとなんか食べる物用意しといて。三人前くらい」

　疲れた顔でシャワールームに消えていくお姉さん。それと「僕はメイドじゃないんだが……」とぼやきながら、腕をまくってキッチンに入るトーグーエレクトロニクス社長。お昼ご飯がまだだったので、双葉も要求する。

　時刻は一時半。

　四人前の食事を一気に平らげたお姉さんは、さっそく作業に取りかかる。

「半分……ってとこか」

　テーブルの上に積み上げられた破片を見て、お姉さんが頷うなずく。

「万全じゃないけど、ま、何とかなるでしょ。東宮、工房借りるわよ」

「ああ。手伝う事があれば言ってくれ」

「とりあえず、今から言うものを十秒で用意して。金と銀を五キロずつ、それからエリクシル液二十ミリリットルとその材料全部。あと見えざる水銀と触ふれざる硫い黄おうの精せい製せい装そう置ちと、それを繋つなぐ銅どう線せん」

「それなら地下に全部ある。取ってくるよ」

　と、走り出す東宮。

　その他の奇き妙みような材料はわからないが、金銀がそのまま五キロもあるとはどんな家だ。

「あ、あたしも！」

　双葉が手を上げるが、お姉さんはゆっくり首を横に振った。

「ここから先はプロの仕事よ」

　邪じや魔まをするな、ということだ。

　専門家に全てを任せ、集中して作業に取り組んでもらったほうが効率が良いのだ。

「ねーちゃん。ガーゴイル……直る、よな？」

　それでも不安な双葉。

　なにしろ半分しか集まらなかったのだ。

「大丈夫！　なんとかするわよー！」

　お姉さんは親指を立ててニッコリ笑う。賢者の石とはそれほどすごい石なのか。

「ただ問題は、時間なのよね」

「時間？」

「レイジとあの蛇が馬ば鹿かな事しでかす可能性もあるから。蛇の方は喜一郎が時間を稼いでくれてるけど、レイジは――いいえ、あの蛇だって」

　そのどれも双葉は対処できない。

　だからといって悲ひ観かんするつもりはない。元から双葉達は自分にできることをやるだけだ。激しいバトルは、専門家達に任せておけばよい。その間に双葉達はガーゴイルの破片を集めた。今度は、ガーゴイルを復活させるまで待つ。それと同時に英気を養やしなう。

　ただの子供でも、小さな事を積み重ねれば街を救う手助けができる。

　それにガーゴイルが蘇よみがえったら、きっと全てがうまく行く。そんな気がするのだ。
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　怪かい盗とう百ひやく色しきの一番の特とく徴ちようは、その笑顔だ。

　どんなピンチも笑って回かい避ひするその余裕。吉よし永なが家けのママもそんな百色の笑顔に惹ひかれてファンになったのである。

「ホッホホホホホホ！　腕を上げたな、百色よ！　殺す時にためらいが無くなったのではないか!?」

　斜めに切り取られたように壊されたマンションの屋おく上じようで、レイジが笑う。手にはムチのような武器を持っており、それはまるで生きているようにのたくっている。

「誰だれだって殺されたくはないからね！」

　サブマシンガンを構え、正確にレイジを狙ねらい撃うつ百色。

　弾丸は全てレイジに命中しているはずなのだが、どういう身体なのか、全てはじき返されている。鋼こう鉄てつだってヘコむだろうに。

『ルルルル！』

　百色の弾だん倉そうがカラになった直後、背後に控ひかえていたデュラハンが砲弾を撃つ。轟ごう音おんがマンションを揺るがし、レイジが吹き飛んだ。さらにレイジの身体が一瞬で火柱に包まれる。粘ねん着ちやく榴りゆう弾だんの威い力りよくは、ゾウですら一撃で殺せる。

「残念、それは偽にせ物ものだ」

　デュラハンの後ろから声がした。

『ルル！』

　咄とつ嗟さにデュラハンが腕を振る。

　鋼鉄の腕を、レイジは悠ゆう々ゆうと受け止めた。

『ルル……オマエ、ツヨイ』

「強いに決まっている――お主ぬし達を滅ぼすために得た力だからな！」

　純粋な力なら一番上であろうデュラハンの腕と互ご角かくに渡り合えるレイジ。これはもう鍛きたえるというレベルではない。催さい眠みん術じゆつで自分の力を強化した上、古こ科か学がくだか錬金術だかを使っている。

「その力で、町の人と隣りん人じんごっこかい？　ずいぶんと回りくどいんだな」

　新しいマガジンを装そう嗔てんし、さらにサブマシンガンを撃つ百色。その銃弾のほとんどを、レイジは片手を前にかざすだけで防いだ。

　銃は効かないと悟ったのか、百色は懐ふところからカードを取り出して投とう擲てき。

「む！」

　カードのひとつがレイジの手に刺さった。

　レイジの目が見開かれた直後、カードが爆発した。

「おおおおっ！」

　白煙がレイジを覆おおい、すぐに晴れる。

　わずかに怯ひるんだレイジが何かしようとした瞬間、デュラハンがレイジの腰に砲口を密着させ、躊躇ためらわずに撃った。

　再度、轟音がマンションに響いた。レイジはきりもみ状態で吹き飛び、倒れる。今度は本物だったようだ。

　人間どころか、地球上の生物でこれをくらって動ける存在はいないだろう。

　が、レイジは立った。

「おの……れ……！」

　どうしたことか、デュラハンに撃たれた腹は無傷だった。

　しかし百色のカードの爆発が与えたダメージか、レイジの左腕はズタボロになっていた。血まみれの肉にく塊かいと化している。

「予想していない攻撃には弱い……のかな？」

　冷静に分ぶん析せきする百色。

「誰だってそうだ。不意打ちには弱い」

　否定もせず、レイジは左腕を撫なでた。

　するとどうだろう、もはや使い物にならないほど損そん傷しようした左腕がたちまち元通りになったではないか。

「痛くないわけでもない。痛みは肉体への危険信号だ。それに痛めば痛むほどお主達への怒りも増す」

「長生きしそうにないね。怒りっぽいのは血圧を上げるよ」

　百色には徐じよ々じよに余裕が生まれつつあった。

　生死を賭かけた戦いであるほど、気持ちが落ち着いてくる。いつも警けい察さつから逃げ回っているので、こちらの方が日常に近いのだ。

　むしろ大切なものが増えすぎたと思っている。おかげでレイジにつけこまれ、血圧を上げてしまう。こうして実力行使に出た方がスッキリするとは、これも吉永家の影えい響きようを受けたからだろうか。

『ルル――オマエ、ワルイヤツ！』

　レイジの手が動いたのを見て、デュラハンがマシンガンを横よこ薙なぎに撃った。

　今度はレイジも反撃に成功した。顔の前で手をクロスさせながら、デュラハンに向かって突進してくる。

「キェエエエエ―――ッ！」

　右手に持ったムチでデュラハンの腕を絡め取り、動きを封じた後に左手を突き出す。その手に竹で編んだ毬まりのようなものが握られていた。

　竹の毬はデュラハンに当たると、大きく膨ふくれあがった。爆発ではない。磁じ場ばのようなものがデュラハンを包もうとするのだ。

『ルル！』

　危険を察知したデュラハンが、レイジに向かって大砲を撃った。レイジはそれを素す手でで防ぐが、狙いは大砲の反動による移動だ。デュラハンの身体が後方に吹き飛ばされ、磁場から逃れた。

　が、ダメージはゼロではない。スカートの一部が消失していた。まるで空間ごと削けずり取とられたように、綺き麗れいさっぱりなくなっている。

「デュラハン！　何をしてくるかわからない！　慎しん重ちようにいくんだ！」

『ルル！　ワカッタ！』

　と言うものの、本当にどんな事をしでかすかわからないのは怖い。

　それに前に見た吉永家での動き。オシリスをあれだけ簡単にあしらえるレイジにしては、今日は動きが悪い。

　だが動きの悪さも計画のうちだったら――などと考えていては、泥沼に嗔はまってしまう。

　まずは動けなくする事。抵抗する力を奪うばってから考えればいい。

「デュラハン、あいつの身体を拘こう束そくするんだ」

『ルルル！』

　デュラハンが撃つ。

　砲弾は空中で分解し、ネットになった。

「ホホホ！　そう簡単には！」

　跳ちよう躍やくして、ビルの屋上から飛び降りるレイジ。十階建てのマンションなのだが、レイジには関係ない。

「デュラハン！」

　百色もそれを追って飛び降りる。

　落下する百色より早く、デュラハンが落ちていく。百色はその背中に生えている取っ手を空中で摑つかみ、デュラハンの背中に乗って悠々と着陸する。

　そこで、数十丁の拳けん銃じゆうに出くわした。

「おやおや……」

　レイジが連絡したのだろう。百色とデュラハンは数台のパトカーに囲まれていた。警官隊は躊躇わずに百色に銃を向けている。

「怪盗百色！　ようやく捉とらえたぞ！」













「やぁ警けい部ぶさん。お仕事ご苦労様です」

「黙れ！　俺は……オマエを見損なった！　盗ぬすみ以外の破壊活動は絶対にしないと信じていたんだがな……どういう風の吹き回しだ!?」

「どうもこうも、冤えん罪ざいですよ警部さん」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なる警部に、百色は真実を告げる。

　警部とは長い付き合いだ。日本での事件は、いつも彼が関わる。どうも彼は御ご色しき町ちようの周辺に住んでいるらしく、近くで仕事をするとよく鉢はち合あわせるのだ。

「……信じていいのか？」

　そんな警部は、公平さの塊かたまりだ。

　百色の言葉ですら、真実ならば信じる。百色がどういう犯罪を得意とするか、彼ならばよく知っている。敵には、敵の信条があるのだ。

「真犯人と引き換えというのはどうかな？」

「チッ……ガーゴイルさんもいないこの町で、どうやって見つける？」

　そう言えばレイジはどこに行ったのか。

　探すために軽く周囲を見回すと、誰かが倒れる音が。

　警部に向き直ると、なんと警官隊が倒れているではないか。

「どうしたんだ、警部!?」

　駆け寄ろうとするが、

『ルルル！　コレ、がす！』

「!?」

　すぐに懐からガスマスクを取り出す百色。こんなこともあろうかと、いつも携けい帯たいしているのだ。

　デュラハンがスカートから風を送り、ガスを吹き飛ばす。不可視のガスは、催眠ガスらしい。命に別状はないようだ。それに百色を追って駆けずり回った警官達だ。さぞや疲れていたのだろう。

「おかしいな。もう少し足止めできると思ったのだが……たった一言で疑ぎ心しん暗あん鬼きが晴れてしまった」

　そのガスの向こうから、レイジがゆっくりと歩いてくる。彼はガスマスクをつけていない。生身でガスを吸っても平気なのか。

「どういうことだ？　吉永家といい、百色といい――私の洗せん脳のう技術が衰えているとも思えぬ」

「ま、見ての通りさ。培つちかってきた信頼には勝てないということだ」

　ガスマスクを外して、不敵に笑う百色。

「ホホホ、ではその信頼とやらを試してみるか」

「？」

　レイジは百色に背を向けて歩き出す。

　攻こう撃げきの意志はないようだ。ついてこい、と言いたいのか。

　百色は銃を懐にしまい、レイジを追った。

　どこへ行くのかと思えば、すぐ近くの神社だった。ここもケツァルコアトルの破壊からは免まぬかれたようで、静かな景けい観かんを保っている。

　そこでレイジを待ちかまえている者が、ふたり。

「レイジ……！」

　梨り々りだった。

『追いついたぞ、レイジ。貴様に一泡吹かせる時がきたようじゃな』

　そして梨々の隣となりにいるオシリス。どうしてこの組み合わせなのか。

　百色とデュラハン、梨々とオシリスでレイジを挟んでいる。

「おじさん！」

　百色の姿を認めた梨々が手を振る。

「梨々ちゃん、こっちに来るんだ」

　特に何も考えずに、そう言った。

『そうしろ、娘。妾わらわの周りにいると、腐くさり殺されるかもしれぬぞ』

　地面から数本の触しよく手しゆを生やしながら、オシリスが言う。

　梨々は無言で頷くと、レイジから大きく回りこみながら、百色の元へ駆け寄った。その間、レイジは何も攻撃してこない。

　梨々が駆け寄ってくると、ゲンコツと抱ほう擁よう、どっちで迎えるべきか悩んだ。が、考えている一瞬の間に梨々は百色の胸に飛びこんできた。

「おじさん！」

「梨々ちゃん、いったい今まで何をやっていたんだ？」

「えっと、その……私、おじさんの事を色々知りたくて。無実だって証明したくて、それで――」

　慌あわてているのか、うまく喋しやべれない梨々。

　久しぶりに会えたので、そんな梨々ですら可か愛わいく思える。

「私の？」

「それでオシリスと一緒に調べものしてて、それで――」

「それで？」

　梨々が顔を上げる。

　その笑顔に油ゆ断だんした。




　梨々が百色の銃を抜き取り、持ち主に向けたのだ。




『ルルル！』

『娘！』

　驚おどろくデュラハンとオシリスだが、もっと驚いたのは梨々だった。

「やだ、これ、なんで!?」

　顔は慌てながらも、手はしっかりと百色の銃を握りしめている。

　首から下は自由にできないようだ。

「おじさん、逃げて！」

「そうしたいんだけど――ね」

　梨々の背後に立っている、レイジが笑っていた。













「レイジ。タネを教えてくれないか」

「想像の通り、催眠術だよ。私が命じれば、その娘は引き金を引く」

　危うくレイジの本職を忘れるところだった。

　自分の肉体強化に使うのは当然だが、本来はこうやって人の意識を操あやつるのを得意とするのだった。

「梨々ちゃんの腕じゃ私には当たらない。私が逃げたらどうする？」

「貴様が逃げた場合は、その娘が自分のこめかみに向かって引き金を引く。安心しろ、そうならないように密着して撃たせる」

「なるほどね――」

　逃げ場はない、ということか。

　嘆たん息そくする百色。

「お、おじさん……！」

　拳銃を持つ梨々の手が、カタカタと震えていた。

　最愛の者の手で引いん導どうを渡す。

　レイジの復ふく讐しゆうとしては上出来だ。

「ホホホ……ホッホッホ！　罠わなにはまる怪盗というのは、見ていて楽しいな！」

　緊迫した場面で、レイジひとりが高笑いしていた。

　百色は苦笑で返す事しかできない。
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　国道からわずかに北に進んだところにある、御色川を二分する大きな橋。その橋の上で、高原喜一郎は上を見る。

『クッククク！　その武器で何本目だ!?』

　空中に浮いたケツァルコアトルが放つ光線は、同時に投げた喜一郎の苦く無ないにぶつかると大きな爆発を引き起こす。

「おまえを倒すには、まだ充分な量があるぞ」

『だがそれもいずれ尽きる。そうなったら、勝ち目はあるのか？』

「ある」

　きっぱりと答える喜一郎。

　すでに刀は折られており、残った道具は古科学で作った苦無と、あまり戦闘には役に立たない道具ばかり。

　それでも喜一郎には勝算がある。

　なぜなら、この町は喜一郎の町ではないからだ。

『む！』

　飛来した光線を、瞬間移動で避よけるケツァルコアトル。

　改めて出現した地点に、別の光線が飛んできた。とっさに光の盾たてを出して防ぐが、力負けして僅わずかにはじき飛ばされた。

『喜一郎殿。あとは我々にお任せを』

　御色川の上に浮いているのは、ケルプだった。

『やっと見つけた……！　私もお手伝いします！』

　そして反対側には、小さな妖精が。

「双葉……？」

　かと思ったが、違う。

　そうだ、吉永家には人工妖精が送りこまれたのだった。確かピクシーと名づけられたはずだ。

　ミズチの刺客ですら家族にしてしまう吉永家には、本当に敵かなわない。

『喜一郎殿。ここは我々の町です。貴方あなただけに良い格かつ好こうはさせません』

『でも、ちょっとくらいイイカッコしてくれると助かります！』

「どっちだよ」

　笑いながら苦無を取り出す喜一郎。苦無の刃が光りだすと、喜一郎の手から自然に離はなれ、空中に浮いた。まるで喜一郎を守るかのように、自在に飛んでいる。

　利己的に考えるならば、ケルプとピクシーにこの場を任せて逃げ出すのもいいだろう。が、ケツァルコアトルの狙いは喜一郎なのだ。

『喜一郎殿！』

　ケルプの叫びに反応して、喜一郎は横っ飛びで避けた。

　喜一郎の心しん臓ぞうを正確に狙った光線が、さっきまでいた場所を通過してゆく。

『雑ざ魚こに興味はない。余の求める物は、賢者の石のみ』

『それは残念です。小しよう生せい達の望みは、貴方様の破壊なのですから』

　そう呟くケルプの姿が増えた。

　二つになり、四つになる。

『わ、私だって、もうミズチの手先じゃありませんのよ！』

　ピクシーの身体が三つになり、九つになった。

　分身したケルプとピクシー、それぞれが光線を構える。

　合計十三の光線が、空中のケツァルコアトルに襲おそいかかった。

『くっ――！』

　ケツァルコアトルは小さな光の盾を出し、その全てを防ごうとする。

「ちっ！」

　そこへ喜一郎の苦無が飛んだ。

　防がれるだろうと思っていたのだが、意外にも苦無はケツァルコアトルのとぐろを巻いた胴体に突き刺さり、そのまま背後へ通り抜けた。

『くっ!!』

　ケツァルコアトルは怒りの声と共に喜一郎に反撃するのだが、光線を撃った分、盾にエネルギーを回せなくなったらしく、ピクシーの光線をくらって爆発していた。

『おや……？』

　ケルプも、怪け訝げんそうな声を出す。

　もしかしてあの石像、集団でかかればそれほど強くないのだろうか。

　そう思ったのも束の間、墜つい落らくしたはずのケツァルコアトルの姿が消えた。

　どこに行ったのか探すが、

『きゃああああっ！』

　ピクシーの周囲に光線が集まる。分身したピクシーひとりひとりに光線がレーザーライトのように照射された。

　ケツァルコアトルの姿はどこにも見えない。ただ、光線のみがピクシーを焼いている。

「心理ステルスか！」

　なるほど、ケツァルコアトルの強さの秘密がわかった。

　純粋な戦闘能力よりも、こうした攪かく乱らんに長たけているのだ。そしてそれはガーゴイルを倒すこともできるほど、強力な能力だ。

『ピクシー殿！』

　ケルプが光線を撃ち、光のシャワーからピクシーをはじき飛ばす。下へ手たに守ろうとするより、この方が効率が良い。

『あ、ありがとうございます……でも、どこから!?』

　ピクシーもキョロキョロと周囲を見回すが、どこにもいない。

　だが光線は容よう赦しやなく飛んでくる。分身をやめて、ピクシーは周囲にバリアを張る。光線はバリアに弾かれて空まで飛んでいくが、止みそうにない。

「ケルプ！」

『少々お待ちください……そこですね』

　同じく心理ステルスに長けたケルプが何もない空間に光線を撃った。

『ぐおっ！』

　光線が爆発し、煙に包まれたケツァルコアトルが川に向かって落下していく。

　さらに追撃しようとケルプが目を光らせた時、

『外れだ』

　ケルプの身体が爆発した。

『しまった――！』

　光線で翼を貫つらぬかれたケルプ。その背後にケツァルコアトルが浮いていた。

　気配を持った残像と言うべきか。巧こう妙みように隠した偽物を用意する狡こう猾かつさはケルプの上をいっている。

「くそっ！」

　さらに苦無を投げる喜一郎だが、ケツァルコアトルに当たる前にその姿を消された。苦無は空中を自動的に飛び回り、また喜一郎の手に戻ってくる。便べん利りな機能である。

　敵が見えない事ほど恐ろしいものはない。

　ターゲットは喜一郎だとわかっているから、自然に右手で心臓を押さえる。

「どこだ……!?」

　ケツァルコアトルの行動パターンを考えてみる。姿を消した後に攻撃するならば、どこから襲うのが効果的か。

　いや、どこでも同じだ。ケツァルコアトルも光線を撃てる。その気になればどんなものでも貫ける刃だ。

『喜一郎さん！』

　ケルプの声に、空を見上げる。

『違う、小生ではありません！』

「え――」

　本物のケルプの声。

　気づいた時には遅かった。

　背後からケツァルコアトルが光線を放ち、喜一郎の心臓を正確に貫いた。

「っ……！」

　口から血を吐き、地面に膝ひざをつく。

　心臓に穴を開けられても即死しないのが喜一郎の取とり柄えだ。

『ふむ、賢者の石は心臓に入っていると思ったが、そうではないのか』

　背後のケツァルコアトルは悠々と呟く。

『完全に解体すればわかるかも知れぬな』

　そしてまたその姿が消えた。

「どこだ……？」

　直接的な戦闘力では、こちらが圧倒的に上なのに。

　この心理ステルスさえ破れれば。

　いや、違う。

　破らなくてはならないのだ。
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　梨々は正気だった。

　ただ手だけが逆らっている。

「やだ……おじさん、逃げて！」

「そうもいかないよ」

　銃を突きつけられているのに、百色は笑顔。

　身体の一部のみを操る催眠術をかけられたのだろう。

「梨々ちゃんに催眠術をかけること自体、難しいはずなんだけどね」

「ホッホッホ……左さ様よう。催眠術はかけられる者の精神状態が大きく左右する」

　梨々も知っている。

　レイジの事を勉強した時に、催眠術の理論は習った。それによると、催眠術は相手が催眠術師を信頼しなければならない。猜さい疑ぎの目で見れば、脳が催眠術を拒絶してしまう。だから最初から敵だと思っているレイジが、どうやって梨々に催眠術をかけたのか疑問だったのだが――

「だが、確固たる信頼というものを崩くずせば、そこにつけこむのは容よう易いだ」

「――そうか！」

　わかったと同時に、しまったと思った。

　梨々が百色を疑うたがうこと。それだけでレイジに対する完全な敵意がゆらぐ。百色が悪い人なのか疑い、レイジの言っていることが正しいのかと思う。何が善で何が悪だかわからなくなる。

　その瞬間、レイジが催眠術をかけたのだ。

「ってことは、ひょっとして最初から……？」

「そうだ。怪盗百色の娘よ、お主の手で百色を殺させるために一ひと芝しば居い打ったのだ。ただ殺すだけでは、私の気持ちが晴れないからなぁ！　ホッホッホ！」

　本当に回りくどい策略だ。

　だけどその策略にまんまとはまってしまったのも事実。

「お、おじさん……」

「梨々ちゃん、足や口で銃を封じる事はできるかい？」

　百色は冷静に対処法を考えている。

「無理……口は動くけど、首が動かなくて……」

　梨々も脳みそを振り絞って対処法を考える。が、レイジが一声かければ引き金を引いてしまうこの状況で、どうすればいいのか。

　できることと言えば、時間を稼ぐことくらい。

「レイジ！」

「何かな、怪盗百色の娘」

「ひとつだけ教えて。おじさんの事。おじさんは本当に人殺しだったの？」

「それなら本人に聞けば良い。最後の質問だ、怪盗百色。娘に真実を教えてやれ」

　百色を見る梨々。

「…………」

　眉まゆをしかめて、辛つらそうな顔だ。

「おじさん――」

　百色にずっと憧あこがれていた。

　暗くら闇やみから自分を連れ出してくれた、闇の世界の住人。

　泥どろ棒ぼうが悪人だということもわかっていた。が、心の奥底で彼だけは違うという根こん拠きよのない願望があった。

「……レイジの言う通りだ。私は確かに人を殺した」

「！」

　そんなわけない、と感情で否定しても、心のどこかで納なつ得とくする自分がいた。

　怪盗たるもの、そのくらいの危機はあって当然なのだ。

　だけど、百色だけは例外だと――

「レイジの前の仕事を知っているかい？　ツァコル教という南米の新興宗教の教祖だったんだ」

　事務的に、淡々と話す百色。

「……うん」

「私とデュラハンは、そこを壊かい滅めつさせた。だから私はレイジに追われている」

「それも、知ってる」

「その時に、私は人を殺した。ツァコル教の信者を」

「……どうして？　襲ってきたから？」

「いや、彼らは無抵抗だった」

　まさか。そんなおかしな話があるわけがない。

　いくらなんでも無抵抗の人間を殺すなんて。

「ツァコル教は、神に近づくためと称して麻薬を常習していた。レイジがブレンドした、劇げき薬やくとも呼べる薬だ。使えばトリップ状態になり、強い幻覚を伴ともなうが、急激に身体が蝕むしばまれる」

「おじさん――」

　まさか、百色が殺したというのは。

「彼らはみんな後こう悔かいしていた。寝台とも呼べない筵むしろに寝かされていた彼らは、もう満足に喋ることすらできなかった。ただ、銃を持っている私を見て『殺してくれ』と――」

　目を覆う百色。

　そんな事情があったなんて、梨々は知らなかった。

　薬を使った宗教とは聞いていたが、そこまでひどかったなんて。

　梨々も同じ運命を辿たどるかもしれなかった。ハミルトンの実験で薬を投与され続けてきたのだから。

　もしも出会う時期が遅れていれば、梨々も百色に願ったかもしれない。

　殺してくれ、と。

「今でも悪夢を見る。本当にあれが救いだったのかと。ガーゴイルくんは強い。きっと万能の光線で薬を抜く事ができたかもしれない。だけど私は無力だ。彼らを本当の意味で助けられなかった――」

　嚙かみしめた百色の唇くちびるから、血が流れ出る。

　激しい悲しみと、怒りの感情が梨々にも伝わった。

「わかったか、怪盗百色の娘。この男は、私の大切な家族を奪った極悪人なのだ」

「黙れ！」

　掠かすれる声で百色。

「言っておくが、殺したいほど憎らしいのは私も同じなんだぞ……！」

「では殺してみるがいい。あの時と同じように」

「…………！」

　百色は動けない。

　梨々が向けている銃口に気づいたからだ。銃を向けられていることすら忘れるほど気持ちが揺れていた。それだけ凄せい惨さんな事件だったのだ。

「全部本当の話だ、梨々ちゃん」

　ようやく、百色は梨々の目を見て話した。

「失望したなら、その銃で私を撃つといい」

　首を振り、失望していないと言おうとしたが声が出なかった。

　自然に梨々の涙が溢あふれてきた。

　百色の苦悩がどれほどのものであったか、梨々には想像できない。だけど究極の選択だったと思う。

　小学生の梨々が同じ場面に遭そう遇ぐうしたら――考える事もできない。

　もちろん普通の生活を送っている人は大人ですら、めったに遭遇しないだろう。闇に生きる怪盗だからこそ迫られた選択。

　怪盗として生きるなら、梨々にもやってくるだろう選択。

「お、おじさん……」

「梨々ちゃん？」

「わ、私は、お、おじさんが――おじさんが、優しい人だ、って、知ってる、から！」

　涙声で、やっとそれだけ言えた。

　涙を拭ふきたいが、両手は拳銃に固定されている。

「だ、だから、おじさんが、泣いたら、わ、私、助ける、よ！」

「梨々ちゃん――」

　想いは百色に届いただろうか。

「ならば、どうすればいいかわかってるね？」

　百色は自分の左胸を指さした。

　心臓がある位置だ。

「レイジ。話は終わった。私が死んでも、梨々ちゃんが私の意志を引き継いでくれる。だからもうこの世に未み練れんはない。話す時間をくれてありがとう」

「……そうかそうか。もう言い残す事はないな」

「ああ。さっさとやってくれ」

「よろしい。では怪盗百色の娘よ、引き金を引け！」

「うん！」

　躊ちゆう躇ちよせずに、梨々は撃った。

　手首が折れそうなほどの衝しよう撃げきと共に、弾丸が百色を吹き飛ばした。至し近きん距きよ離りから撃てば、その衝撃だけでもかなりのものだ。

　弾丸は百色の左胸を正確に穿うがった。

　心臓に当たったはずだ。

『ルルル！　りり!?』

　すぐにデュラハンが取り押さえようとするが、すでに梨々は動き出していた。拳銃を持ったまま走り出し、レイジに飛びこんでいく。

「百色を犠ぎ牲せいにしてでも、私を倒そうとするか――！」

「オシリス！」

『わかっておる！』

　レイジの立っている地面から、数本の触手が檻おりのように生えた。

『枯れ果てろ！』

　触手から溶よう解かい液えきがにじみ出し、レイジの服を溶かし始めた。

「くっ……！」

　レイジが懐から道具を取り出そうとするが、

『ポンコツ！　その手を封じろ！』

『ルルルル！』

　レイジが玉のような道具を取り出した瞬間を見計らって、デュラハンが砲口から鉄てつ杭くいを射出した。レイジの手を貫き、そのままオシリスの触手に縫ぬいつける。もうデュラハンもレイジを人間と認識するのはやめたようだ。

『今じゃ！』

　オシリスの号令と共に、梨々がレイジに肉にく薄はくする。

　持っていた拳銃を投げつけ、レイジの視線がそれに向いた直後、着流しの懐から古科学などの道具を抜き取る。

　前にも経験がある。着流し自体は単純な構造なので、あっさりスリ取ることができた。

「バカめ！　全ての道具をそこに隠していたと思うか!?」

　右手を縫われたレイジ、残る左手に小さな拳銃を持っていた。

「思わないよ」

　振り返った梨々が微笑ほほえむ。

　梨々が見ているのは、レイジではない。

　その背後に立っている、怪盗百色。

「一人なら無理でも、二人なら――ね」

　百色の手には数個の弾丸が握られていた。

　左胸から硝しよう煙えんが出ているが、平気な顔をして立っている。

「なっ――！」

　レイジが引き金を引くが、弾は出ない。

「何な故ぜだ!?　何故生きている、百色!?」

「催眠術を単純にしたせいだね。たぶん私に向かって銃を撃て、くらい簡単な命令しか出していなかったんじゃないかな」

「……防弾チョッキは着ていなかっただろう？」

「そんなもの要らないよ」

　百色が胸ポケットから取り出したのは、カード一式。

　穴の開いたカードがバラバラと落ちていく。ガーゴイルの光線ですら防げる、硬いカードだ。

「梨々ちゃんなら知っている、それだけの事だ」

　不敵に笑いながら、百色はポケットから取り出した別の弾丸を自分の持っている拳銃にこめた。

「これ以上、君の顔を見ていたくない。退場願おうか」

　撃った。

　今度は何の躊躇いもなく、百色の指が引き金を引いた。

　弾丸は同じ位置――レイジの左胸に命中する。身体を突き抜け、鮮血が背中からも吹き出た。戦車などに使う、徹てつ甲こう弾だんだ。

　目を覆いたくなる光景だが、見なくてはならない。

　それにレイジがこの町に来ているとわかった時、百色が言っていた。

　――レイジは拳銃で撃たれたくらいじゃ死なない、と。

「ホ……ホッホッホ！」

　右手を触手に縫いつけられ、左胸を撃たれた状態でレイジが笑った。

「これで私を殺したつもりか？」

「いや。どうしたものかと考えている」

「無理だよ、お主ではな――」

　蛇のような舌を出し、レイジがニヤリと笑った。

「オオオオオオォ！」

　かけ声を出し、鉄杭に繋がれた右手を引っ張っているではないか。そしてレイジの縫いつけられた右手が、気持ちの悪い音を立てて剝はがれた。鉄杭ごと肉を剝がしたのである。銃で撃たれるより、こっちのほうが目に毒だ。

　今、右手がどんな状態なのか見たくもない。と思っていたのだが、血まみれの右手は急速に回復していた。

　たった数秒を経へただけで、右手が元通りになっている。いつのまにか撃たれた左胸も治っているではないか。

「ホホホホホホ！」

　鳥のような高笑いを残して、レイジが跳躍する。

　人間離れした脚力で数メートルを跳び、神社の鳥とり居いの上に着地した。

　ダメージは残っているのだろう、そのままどこかへ跳び去ってしまうレイジ。サルのように素早い動きで、屋根から屋根に飛び移っていく。

「くっ――待てレイジ！」

「待って、おじさん！」

「え、なんだい梨々ちゃん？」

　マントを摑まれた百色は焦っているようだが、

『追う必要はない。あやつの居場所はすぐにわかる』

「ね」

　オシリスと梨々は不敵に笑う。
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　きっと手術室の前で待っている時は、こんな気分なのだろう。

　東宮家のリビングで、双葉と和己はじっと座っている。

　お姉さんがガーゴイルの修復作業を開始してから一時間半が経つ。もうすぐ三時になる。何かをするには中ちゆう途と半はん端ぱな時間だ。

「…………」

　ソファの上にあぐらをかいて座る双葉。

「なんかさ、こうやって二人きりでボーッとするのって、久し振りだよね」

　和己がぽつりと呟く。

「そうか？　いつも部屋で顔合わせてるじゃん」

　双葉と和己の部屋は二つある。一つは個人に割り当てられた勉強部屋兼寝室。そしてもう一つはテレビを見たりゲームをしたり漫画を読んだりする共同部屋。個人の部屋に入るには、イヤでも共同部屋を通るので、学校帰りの和己がよくゲームに参加させられたりする。

「そうなんだけどさ、なんていうのかな。いつもより静かだなって思って」

「そうかな」

　周りが静かなせいだろうか。

　いや、そうじゃない。

「ガーゴイルがいねーからかな」

　なんだかんだで小言を言う、小うるさい石像。

　早く風ふ呂ろに入れだの、歯をきちんと磨みがけだの、小さな事でも声をかけてくれていた。ガーゴイルがいれば、いつも吉永家は賑にぎやかだった。

　ガーゴイルが来る前も、和己と仲が悪かったわけではない。普通に会話していたはずだ。だが、どんな内容だったか思い出せない。

　もうガーゴイルなしの生活は考えられないのだ。

「あれ？　双葉ちゃん、それ」

　和己が双葉を指さす。

　双葉は無意識にガーゴイルの鈴で遊んでいた。

　ちりん、と鳴る鈴。

「こうしてるとさ、鈴もガーゴイルの一部って感じするんだよな」

「うん、そうだね。大事にしてたもんね」

　早く直ったガーゴイルに、この鈴をつけてあげたい。

　それまで、あとどれくらいかかるだろう。

「ガーくん……心配だな」

「何が？」

「どこまで直るのかなって。ほら、ケツァルコアトルだっけ？　その石像をどうにかしなきゃいけないんでしょ？　ガーくんが完全に直るまで待っててくれるのかなって」

「あいつが待つわけねーだろ」

「あいつって、ガーくんの事だよね？」

　そこで双葉も和己も思い立つ。

　ソファから立ち上がり、リビングを出て、地下室への階段を降りる。研究室に近づくにつれて、徐々に声が聞こえてきた。

『だが我われは……御色町を守るという義務を……！』

　苦しそうな声が聞こえる。

　もちろんガーゴイルのものだ。

　いてもたってもいられなくなり、双葉は研究室の扉を開けた。

「ガーゴイル！」

　そこには首だけになったガーゴイルがいた。

　賢者の石をどうやって再生しているのか不明だが、テーブルの上には無数の銅線で繋がれたガーゴイルの首だけがあった。

『双葉……！』

「あら双葉ちゃん」

　絶対に入るなと言っていたお姉さんは、白衣を来て余裕の表情。対する東宮は椅い子すに全身を預けてぐったりとしていた。

「ガーゴイル……直ったのか？」

「見ての通り、まだまだ」

『いや、もういける。我を自由にしてくれ』

「できるわけねーだろ！」

　お姉さんの代わりに、双葉が怒鳴った。

　当たり前だ。首だけのガーゴイルに何ができよう。

「そうよ、双葉ちゃんの言う通り」

『しかし我はあの蛇を破壊せねばならぬ。御色町を破壊し、吉永家の信頼をおとしめたあの蛇だけは絶対に許せぬのだ』

「おとしめたって、ガーくん、どうして知ってるの？」

　ベッドから起きあがれなかった和己は人ひと伝づてに聞く事はできたが、ガーゴイルは完全に破壊されたはず。

『粉々になっても、我は我だ。破片になっても見聞きする事はできる。だからこそ悔くやしい。あの蛇達が好き勝手にするのを、我は見ている事しかできなかった……！』

「はいはい、だったら完治してからリベンジしましょ」

『それでは間に合わぬ。今もケルプやピクシー、それに百色やデュラハンや、喜一郎までが戦っている。皆の力が一つになった今しか奴らを倒す機会がない。そんなときに休んでいられようか』

「じゃあアンタ、光線撃てるの？」

『む……』

　お姉さんの質問に、ガーゴイルは答えられない。

　無理なのか。

「せめて光線の威力に自分が耐えられるようになるまで、動いちゃダメよ。今、賢者の石を培養してるところだから、もうちょっとだけ待って」

『しかし！』

「あーもう、黙りなさい！　一発でも食らったら破壊されるほど脆もろい状態じゃ、出て行く意味がないじゃない！」

　怒鳴り合うガーゴイルとお姉さん。

　双葉はどちらも応援する事ができない。出撃したいガーゴイルの気持ちもわかるし、一発でも食らったら負けだという状態で戦いに行かせるのも困る。

　せめてガーゴイルを何かで補強できれば。

　そんな時、和己が恐る恐る手を上げた。

「あ、あの……」

『何だ!?』

「何よ!?」

　目を光らせるガーゴイルに、青龍刀を向けるお姉さん。

「アレを使おうと思うんです、けど……」

「アレ？」

　双葉には心当たりがない。

「喜一郎さんが持ってきた、ほら、錬金術師の友達に借りたっていうやつ」

「何それ？」

　何か便利な物品なのだろうか。

「アレね……役に立つのかしら」

　お姉さんも半信半疑。

「なぁ兄貴、なんだよそれ」

「んとね……」

　和己が言葉を探しながら説明し始める。

　その説明を聞いた双葉の目が、徐々に輝きだした。
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「すみません、少しだけ休ませていただけますか？」

「いいですけど……どうしたんです？　そんなに汗びっしょりで」

　レイジが潜もぐりこんだ商店街のテント。

　傷を治して汚れも落としたのだが、焦っている顔だけは隠しようがない。ここまで来る途中も、知り合いに何度も心配されてしまった。

　有名人はつらいものだ。

「いや、ちょっと暴ぼう漢かんに襲われましてね」

「なんですって!?」

「こんな時でも、いや、こんな時だからこそ混乱に乗じて悪さをはたらこうとする者達がいるのですよ。なんとか逃げ出しましたがね」

「いつもならガーゴイルさんが助けてくれるんですがねぇ……」

　宮みや村むらさんはすぐにお茶を淹れてくれた。

「ささ、まぁ休んでくださいよ」

「ありがとうございます、宮村さん」

　紙コップのお茶を受け取り、ニッコリ微笑むレイジ。

　冷たいお茶が食道を通る感触。撃たれた時に内臓から逆流した血を洗い流す。若干の緊張を持って挑いどんだ戦闘の直後だったため、疲れがどっと出た。

「ねえ、レイジさん」

　カラになった紙コップを見て、すぐに新しいお茶を淹れる宮村さん。

「なんですか？」

「その暴漢は、本当に暴漢だったんですか？」

「え……？」

　お茶を飲もうとしたレイジの手が止まる。

「どういう……ことですか？」

「その……こんな事を言いたくないんですが、その、一部でレイジさんを疑う声がありましてね。今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやがあなただとか」

「まさか」

　レイジはあくまで優しく笑う。

「そんな事をする意味がありませんよ」

「そう……ですかね」

　眉をひそめる宮村さん。

　間違いない。完全にレイジのことを疑っている。

　だが、どうして。

　洗脳は完かん璧ぺきだったはず。このテントにだって、ある高周波を出して催眠状態にしやすい脳波を作っている。その上、ガーゴイルの信頼は完全になくしたはずだ。

「その、レイジさん。やっぱり私、吉永さん家ちのことを信じたいんです。ガーゴイルさんには何度もお世話になったし」

「そうでしょう。聞くところによれば、この町の英雄だとか。信じたくなるのも無理はありません」

「そ、そうですよね。でもレイジさん、あなたも町のために色々な事をしてくださって……ええと、わ、私は……」

　頭を抱える宮村さん。

「すみません……私は、レイジさんも吉永さんも疑えない。だけど、話を聞くとどちらかが絶対に噓うそを言っているはずなんです。私は、もうどうしたらいいのか……」

　苦悩する彼を見るのは、レイジも辛い。

　だから楽にしてあげなくては。彼には直接催眠術をかけて、レイジの事を全面的に信頼させるように――

「おや？」

　異変を察知したのは、レイジが先だった。

　宮村さんが顔を上げ、テントの外に顔を出す。

　外にいたのは、猫だった。まっすぐレイジの方を見ている。額ひたいに一文字の傷がある、汚い黒猫だ。

　その猫の後ろに、犬が。

　さらに猫の隣には別の猫が。

　隣のテントの陰から大きな犬。別のテントの屋根に猫の親子。商店街の出口からは、犬猫鳥、様々な動物が。

「こ、これは……！」

　レイジも戦せん慄りつする。

　百を超える動物達が、商店街を――否、レイジを取り囲んでいるではないか。

　それも友好的な顔ではない。犬は唸うなり、猫は尻尾しっぽを逆立て、鳥は物言わずじっと見ている。百を超える敵意がレイジひとりに向けられているのだ。

「レ、レイジさん！　これは……!?」

「な、この動物達は……」

　どうして考えなかったのか。

　いや、ここまで考こう慮りよして作戦を立てられる人間は少ない。

　だが、少し考えればわかる話。

　動物達にも住処はあったのだ。

　そしてガーゴイル達は動物と会話ができる。

　動物だけではない、植物や乗り物と会話できる者もいる。人間からは完全に姿をくらませられるレイジだが、それ以外の存在からは逃げられない。

　住む家を奪われた動物達の恨うらみは、どうやっても消せない。それこそ根ね絶だやしにしない限り。

「あれは……」

　別の気配を察知し、レイジは上方を見た。

　ここからおよそ百メートル離れた地点にある電柱。

　その上にオシリスと怪盗百色の娘がいる。

　二人はレイジをまっすぐ見ていた。

　彼女達が企たくらんだのだ。

「口は災いの元……日本の諺ことわざでしたな」

　うなだれるレイジ。

　もう、どうにもできない。

「レイジさん――」

　宮村さんが恐る恐る声をかける。

「噓ですよね？　レイジさんが、その、悪い人だなんて」

「宮村さん」

　レイジは宮村さんの前に立つ。

　一瞬、彼が怯おびえる。

　が、その後にレイジが取った行動は、ごく自然な一礼だった。

「申し訳ありません。私は貴方を騙だましていました」

「レイジさん？」

「私は犯罪者です。ガーゴイルと怪盗百色をこの世から抹まつ殺さつするためにやってきました」

　突然の告白に、宮村さんは押し黙る。

「町を破壊したのも私達です。ガーゴイルと百色の信頼を落とすために、わざと罪を被かぶせるために」

　レイジは商店街を一いち瞥べつする。

　あれだけ破壊されたというのに、徐々に活気が戻ってきている。魚屋などは市場から仕入れたというマグロをその場で捌さばき、通行人に分け与えたり。

　そのバイタリティはどこからくるのだろう。

「そ、そんなことをして……レイジさん、その後はどうするつもりだったんです？」

　ようやく紡ぎ出せた宮村さんの疑問。

「全てが終わったら、この町に住むつもりでした。元通りに直した御色町で、いつものように商店街でランチを食べ、図書館で本を読み、研究に没ぼつ頭とうする。そんな幸せな毎日を送るつもりでした――」

　だが、それはもう叶かなわない。

　ダメ元で考えていたプランだが、今となっては本当に惜しい。

　それだけの魅み力りよくが御色町にはあった。

　極悪人であるレイジすらも引きつける何かがあったのだ。

「宮村さん。信じてもらえないかもしれませんが、私はこの町が好きでした。こんなに美しい町は、世界中探しても珍めずらしい」

「あ、ありがとう、ございます」

　まだキツネにつままれた表情の宮村さん。

　当たり前だ。特殊な世界に生きるレイジ達とは、立つ位置すら違っているのだから。

　このまま何も知らせずに去ったほうがいいだろう。

「では宮村さん。お茶、おいしかったですよ」

　もう一度、礼をする。

「できるならば最後に一度、さとみやの饅まん頭じゆうを食べたかったです」

　からん、と下げ駄たの音を響かせてレイジは歩き出す。

　もう会う事もないだろう。

「レイジさん！　待って！」

　宮村さんが追いかけてくる。

「……冗じよう談だん、ですよね？」

　どう答えるべきか、一瞬だけ迷った。

　宮村さんがどちらの答えを欲しているのか、少しだけ考えたのだ。

　そしてレイジはこう答える。

「ええ、冗談ですよ」



















　役目は終わったとばかりに、動物達の気配が消えた。

　それはレイジを断だん罪ざいする者が別にいるという事だ。

　どこに行こうと、それは変わらない。

　だからレイジはまっすぐに歩く。大好きだった御色南口商店街を、ゆっくりと闊かつ歩ぽする。

　このまま去ろう。

　怪盗百色とガーゴイルを殺すという当初の目的を果たしたら、また別の新天地を探そう。御色南口商店街と比べたら見み劣おとりするだろうが、今の自分にそれを望む資格はない。

　商店街の終わりには、駅が見えた。

　町の中心とも呼べる御色駅。

　改札へ続く階段を昇りきると、そこに怪盗百色がいた。

「やぁ」

「あぁ」

　ふたり、友人のような軽い挨あい拶さつ。

　レイジはそのまま百色の脇を通り過ぎる。

　改札前なのに、なぜか通行人はいない。誰かの仕し業わざだろうか。

　まぁ、そんな事は関係ない。

　今、この場に百色がいれば充分だ。

「怪盗百色。この町は好きか？」

「ああ、大好きだ」

「そうか――」

　レイジの手には、黒い液体がしたたるムチが握られていた。

　百色もステッキの柄えを外し、剣を抜き放つ。

　遠くの方から、発車を告げるベルが聞こえてきた。
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　とうとう国道にクレーターが発生するようになった。

　ケツァルコアトルの攻撃は爆発を伴うものだけではない。強力な重力場を発生させて周囲の物体すべてを押しつぶす技や、広域に渡る超音波で物体を自じ壊かいさせる技――つまり周りに迷惑をかける技を各種取りそろえていた。

「うわっ、何だ何だ!?」

　道のど真ん中に発生した穴に、渋じゆう滞たいができる。

　確認しようと降りてくるドライバーも含め、車はすべてケルプが超能力で持ち上げて遠くに投げ飛ばす。

「ちょっ、何すんだよ！」

「お、俺の車！　なんだってんだ!?」

『申し訳ございません、汚お名めいは着ますが、今は命が最優先です』

　クレーターの中央で苦しそうな声のケルプ。

　たてがみが所々砕け散っており、足も片方なくなっている。

　が、ケルプはまだいい。これでもガーゴイルとスペック上では同等の能力を有しているはずなのだから。

　喜一郎とピクシーはついていけなくなった。

　喜一郎の持ってきた古科学の道具は早々になくなり、さらに空中にいるケツァルコアトルに一ひと太た刀ち浴びせるのは、生身の人間ではなかなか厳きびしい。

　ピクシーはケツァルコアトルの攻撃によって、町中に被害が出ないように防御するので精一杯だった。ケツァルコアトルはそのエネルギーの全てを攻撃に使っており、先制攻撃をされると防ぐだけで精一杯になる。

　ピクシーが防御にまわり、その間に喜一郎とケルプが攻撃する算さん段だんだったのだが、いざ攻撃しようとすると心理ステルスによって姿を隠してしまう。

　ケルプならかろうじて発見できるのだが、本当に巧こう妙みように隠しているらしく、探すのは時間と労力がかかる。そうなると攻撃に回るのは喜一郎だけになる。人間の中では最強に近い喜一郎だが、やはりケツァルコアトル相手となると分ぶが悪い。

　そうしてケルプ達は徐々に消しよう耗もうしていった。

　まずピクシーがダウンし、次ついで喜一郎が動けなくなった。

　残されたケルプも、ケツァルコアトルと同じように姿を消しながら戦っていたのだが、やはり破れた。

　それもそのはず、ケルプがどこに姿を隠そうと、ケツァルコアトルは全てを壊すからだ。周囲一帯を焼き尽くす炎を前に、ケルプはどうしても盾を作らなくてはならない。

　炎に焼かれながら、ケルプは痛感した。

『ガーゴイル殿も……こうして、やられたのですね…………』

　なりふり構わない者は強い。

　ケツァルコアトルが脆い事は皆知っているのだが、こうも攻撃に回られると、どうしても自分も町も守らなくてはならなくなる。

　せめてガーゴイルがいれば。

　攻守の役割をはっきりさせていれば、こんな蛇など。

『ケルプよ。お主からは目を頂こうか。余を凌りよう駕がするその目が欲しい。お主の目ならば、全てを見通すのがより容易くなるであろう』

『させま……せんよ』

　と言いつつ、ケルプが出せる抵抗は盾を出すことのみ。

　ケツァルコアトルがニヤリと笑った気がした。

　その瞬間、空中が光った。

『く……！』

　が、ケツァルコアトルの攻撃ではなかった。

『おおっ!?』

　爆発したのはケツァルコアトルの方だ。何者かが攻撃を加えたのである。

　だが、誰が――

『待たせたな、ケルプよ』

　聞き慣れた声がした。

　三日前にガーゴイルがやられた歩道橋。

　その上に、いた。

　ガーゴイルが。

『な、何故……？』

　ケツァルコアトルだけでなく、ケルプも同じ疑問を抱いた。

　ガーゴイルは三日前に粉々になったはずではないか。

　まさかあの短時間で修復したというのか。

『我は蘇った。汝なんじを倒すために』

　いや、ガーゴイルは直っていない。

　顔も胴もヒビだらけだ。なおかつ、足も片方ない。腕もこそげ落ちている。壊れる寸すん前ぜんのガーゴイルだ。

『余を倒すか――』

　あざ笑おうとしたケツァルコアトル。

　その目はガーゴイルを見ていない。

「おうよ、やってやるぜ！」

「ガ、ガーくんだけじゃないから！」

　双葉と和己だ。

　吉永家の兄きよう妹だいが、ガーゴイルを守るかのように立ちはだかっている。

　全身にプロテクターのようなものを装そう着ちやくして、両手には巨大な盾がある。

　ケルプは知っている。あれは東宮の錬金術が作った防具だ。主人の姪めいがあれを改良していろいろやらかしたと聞く。実戦をくぐり抜けた防具だ、その有効性は信頼できる。

『フン』

　試すように光線を撃つケツァルコアトル。

　光線は双葉が持っている盾に阻はばまれ、跳ね返り、どこかあさっての方向へ飛んでいった。双葉にケガはまったくないようだ。

「すげぇ、本当に防げた！」

「双葉ちゃん大丈夫!?　痛くない!?」

「おう、ちょっと痛いけど、全然平気だぜ！」

　実際に試すことで、二人に自信が生まれた。

　よりガーゴイルの側に集まって、盾を構える。

「けどさ、こんな防具持ってるって、キー兄ちゃんの友達って、何やってる人なんだ？」

「なんかね、ダチョウの相手をするために開発した防具なんだって」

「なんだそりゃ……」

　それはケルプも知らなかった。

　あの姪はいつも危険な仕事ばかりしているようだ。

『双葉、和己……本当に感謝する』

　ふたりに守られているガーゴイルの顔に、ヒビが入っている。

　ケルプには、それが涙のあとのように見えた。

「ああ！　遠えん慮りよはいらねーぜガーゴイル！」

「そうだよ！　いつも守ってもらってるんだから！」

「今度はあたし達がおまえを守る番だ！」

『汝ら……』

　きっとガーゴイルのことだ。何度も止めたに違いない。

　大切な家族を危険に晒さらすわけにはいかない。そう主張したのだろう。

　だが今は御色町を守るために、全ての者が一丸となる時。

　二人の想いに、ガーゴイルも根こん負まけしたのだろう。

『ふむ……』

　自分の立場を考えるケルプ。

　双葉と和己が守り、ガーゴイルが攻撃する。

　ならばケルプの仕事は――

『ケツァルコアトルよ。レイジの企みは潰ついえた。もう我らが戦う必要はない。それでも続けるつもりか』

　こんな時でも説得をするガーゴイル。

　最さい後ご通つう牒ちようである。

『元より、余はレイジの計画など知らぬ。余はガーゴイル、お主を研究できればそれで良いのだ』

『そうか――』

　ケツァルコアトルは余裕の声。

　多少のピンチは、ゲームの難なん易い度どが上がった程度にしか感じていないのだろう。

　そんな石像にこの御色町は破壊されたのだ。

　ケツァルコアトルへの返答は、いつものガーゴイルのそれだった。




『しからば汝を御色町の敵とみなし、排除する――覚悟せよ！』




　御色町の門番が放つ真っ赤な光線が、御色町の空に向かって飛んでいく。

　西の空に太陽が沈み始めた。































　二年前、それは唐とう突とつに吉よし永なが家けにやってきた。

　商店街の福引きで当選した次の瞬間、その石像はこう言ったのだ。

『汝なんじらが我われの主人か』

　まさか石像が喋しやべるとは思わなかったので、その場にいた双ふた葉ばは周囲を見回した。もちろんマイクなどどこにも隠されておらず、かと言って福引き担当の宮みや村むらさんの腹ふく話わ術じゆつでもない。

『では我はこの者らの家で待たい機きする』

　石像が無くなっている事に気づいた宮村さんは慌あわてたが、その時すでに吉永家の門もん柱ちゆうには石像が座っていた。

　いつものあの場所だ。

『汝は何者だ』

　まず最初に光線の洗礼を受けたのは、和かず己みだった。

　自分が吉永家の人間であると、学生証を見せながら主張する和己に対し、その石像は学生証の存在を知らないというとんでもない欠けつ陥かんを披ひ露ろうした。

　おかげでお尻を少し焼かれた和己は、少し困ったように笑っていた。和己だったからここまで穏おん便びんに済んだのだ。これがママだったらと思うと、ぞっとしない。

　当然ながら、双葉だけが異様に反発した。

　それというのも、仕事から帰ってきたパパの言葉が気になったからだ。

「おっ、新しい家族か！　よろしく！」

　普通の神経ならば、石像を家族と呼ぶことの異様さに気づくだろう。

　動物ならまだわかる。

　しかし石を家族と認識するのは難しかった。

「絶対に追い出してやる！」

　双葉がそう決意した瞬間から、ガーゴイルが家族として認められたのかもしれない。

　受け入れなければ、追い出すことはできないから。







　そして二年経たった。

　今、双葉の願いは――
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　御ご色しき駅えきに轟とどろく銃じゆう声せい。

　いつもならば改札を出る学生達で溢あふれている時間帯だが、なぜか今は誰だれもいない。誰かの道具の影響なのか。それを考える余裕は百ひやく色しきにはなかった。

「ぐぅううっ！」

　リボルバーに装そう嗔てんされた六発の銃は、全てレイジの胸に命中した。四発が弾かれ、二発が体内に侵入する。

　上半身をのけぞらせるレイジ。鮮血が背中を突き抜けた。

　その体勢のまま、指をこちらに向けた。

「チッ！」

　危険を感じた百色が、指の向く先にカードを投とう擲てきする。刃物と同じ性能を持つカードはレイジの指から出た光線に撃うち落おとされた。

　投げたカードは一枚ではない。二枚目のカードがレイジの胸に届く。

　完全に刺さった。また血が吹き出る。

「ホホホホホホホ！」

　反動で吹き飛ぶレイジの身体からだが、突然消えた。レイジの背後の空間に穴が空いており、一瞬で吸いこまれる。

「どこだ……!?」

「上よ！」

　声に従って、その場を離れる。

　一瞬前まで百色がいた場所に、光線が降ふり注そそいだ。次ついでレイジの身体が落下し、クモのように地面に張りついた。

　そのレイジが爆発する。

　百色ではない。駅の入り口に立っている兎と轉てん舎しやのお姉さんの仕し業わざだ。その手には自分の身体より大きなバズーカが握られている。

「ありがとう、助かった！」

「高いわよ……っと！」

　どういう仕組みなのか、再装嗔もせずにお姉さんがバズーカを撃つ。吹き飛んだレイジの身体にさらに当たり、ボールのように身体が跳はねる。

　手て加か減げんはしない。百色も手にした拳銃の弾丸を全て撃ちこんだ。

　それでもレイジは死なない。

「百色ィィィ!!」

　血まみれの顔面をこちらに向け、飛びかかってくる。着流しは解ほつれ、右腕は奇き妙みような方向に折れ曲がり、それでも残った左手の爪を獣のように伸ばして切きり裂さこうとする。

　その爪を、仕込み杖で受け止める百色。

「貴様さえ、貴様さえ!!」

「それはこっちの台詞せりふだよ！」

　両手の剣で爪を押さえるが、万まん力りきのような力で刀ごと折ろうとしている。

『ルルルルルゥ！』

　今度はデュラハンの助すけ太だ刀ち。

　数十発のマシンガンを正確にレイジの頭に命中させた。普通なら頭が消滅するところだが、レイジはよろけて倒れただけ。

　すぐに起きあがり、百色だけを狙ねらって攻撃する。

「なんで死なないんだ!?」

「言っただろう！　貴様を殺すために生きてきたと！　その本ほん懐かいを遂とげるまでは絶対に死なぬ！」

　理屈になっていない。

　致命傷は与えているはずなのだ。

　かといって、人形などの偽物とも思えない。レイジだったらダミーなど使わず、自分の手で百色を殺したいはず。

「百色ィィィィ!!」

　布で覆おおわれたレイジの目から光線が出た。

　避さけようとするが、間に合わない。考え事をしすぎた。

「ぐぁあああっ！」

　激しい電撃が百色の身体を舐なめ回まわす。全身の神経が逆立っているようだ。

　床に倒れた衝撃で、さらに痛みが強まる。

「アンタッ！」

　お姉さんがバズーカを向けるが、発射する前に爆破された。レイジが投擲した、たった一本のナイフで。

「きゃあっ！」

「外野は引っこんでいろ!!」

　デュラハンの立っている床に、黒い影が映る。

『モウ、ソノテ、クワナイ！』

　以前、やられたことがあるのか。デュラハンがスカートを噴ふん射しやさせて一瞬で距きよ離りを詰つめようとするが、

「まだ遅いな！」

　デュラハンの正面に瞬間移動したレイジのムチが、その大きな身体を絡からめ取とった。まるで蛇のように全身に巻きつき、行動を阻そ害がいする。

『ル、ルルルルル……！』

「くそっ！」

　痛む身体を無理矢理立たせ、百色は拳銃を撃つ。レイジの頭に当たるのだが、やはり死なない。

「どうすればいいんだ……？」

　怪かい盗とうというだけあって、様々な人間に嫌われてきた。殺し屋などはザラで、個性豊かな敵と死し闘とうを繰くり広ひろげた事も何度か。

　しかし不死身の人間は初めてだ。

「さあぁ、殺してみろおお！」

　ユラユラと緩かん慢まんな動作で近づいてくるレイジ。

　手には短剣一本。

　動けない百色は、もうそれすら避けられないだろう。

「ぬおっ！」

　と思ったら、いきなりレイジが転んだ。

　床には何もないはずだ。

「ハッハッハー！　大成功デース！」

　改札の向こうで大笑いしているのは、ヒッシャム。

　確かあっちの方が忙しいとか言っていなかったか。もう用件は済んだのだろうか。ここにいるということは、片づいたのだろう。レイジの組織――ミズチも、そろそろ終わりか。

「ミズチ……そうか！」

　百色がある事に気づいたその時、先ほどのレイジのように空間が歪ゆがみ、そこから人が現れた。あれは東ひがし宮みや天あま祢ねだ。

「ヒガシミヤサン！　今デース！」

「わかってる！」

　転んだレイジに向かって、スプレーのようなものを振りかける。

　よく見ればレイジの足下には油のような液体が。先ほどまでは確かになかったのだ。何かの手段で不ふ可か視しにしたのだろう。

　その油が凍こおりついた。油の上に転んだレイジもまた、凍りついていく。

「これなら不死身でも……！」

　アイデアはいいのだが、それでは間に合わない。

「おおぉおおおおおっ！」

　凍りつきながら、東宮の手からスプレー缶をはじき飛ばすレイジ。衝しよう撃げきに耐たえられなくなったのか、凍りついた右腕がバラバラになって吹き飛んだ。が、レイジが立ち上がる頃には元通り復活している。

「それで終わりか……まだいるんだろう？」

　レイジは首だけ動かして、周囲を見る。

　そして何かを見つけたようで、何もない空間に手を伸ばした。

『ちっ！』

　東宮と同じように空間が歪み、そこから出てくるのはオシリスの触しよく手しゆ。

　触手から紫色の毒液が噴出し、レイジの顔にかかった。

「ケ――――――ッ！」

　毒はレイジの顔を焼こうと煙を上げるが、それより早くレイジの顔が触手を食いちぎる。オシリスの触手から万能薬がしたたり落ち、レイジはそれを口に含んで咀そ嚼しやくする。

『おのれっ！』

　歪んだ空間からオシリスが飛びだし、触手でレイジを絡め取ろうとする。さらにそれを見たヒッシャムが懐ふところから笛を取り出し、思い切り吹いた。

「オシリース！　全力ＯＫデース！」

『礼を言うぞ、教授！』

　オシリスの触手が絡まり、一本の太い触手になる。バズーカのように、黒く輝く光線が飛び出した。レイジの左半身を焼やき焦こがして、吹き飛ばす。

「ちっ！」

　それでも即座に跳ね起きるレイジ。

「豊ほう穣じよう神しんがいるということは――貴様もか！」

　レイジが顔を向けた先に、梨り々りがいた。

　梨々は拳銃を構えており、しっかりと狙いをつけている。

「ええいっ！」

　撃った。

　弾丸はレイジの胸に届いた。ただし実弾ではない。催さい涙るい弾だんだ。人間離れしているとはいえ、何らかの反応は起こすだろう。

「邪じや魔まだ、娘！」

　レイジが片手で払うだけで、催涙弾の煙は晴れた。

　その一瞬の間かん隙げきを突いて、百色とヒッシャムと東宮とオシリスが同時に攻こう撃げきした。銃弾が、光線が、怪あやしげな液体が、一斉にレイジに襲おそいかかる。

　爆発と閃せん光こうが、御色駅の構内に轟いた。

　その全てを避けずにくらい、なおレイジは立つ。

「ハハァ……ハハ、ハハハハハァァ！」

　明らかにおかしい。

　しかしタネはわかった。

「東宮氏、あれはラーの天秤だね？」

「あぁ。錬れん金きん術じゆつの外げ法ほうとも言うべきか……や、まったくウチの姪めいは、厄やつ介かいなものを作ってくれたよ！」

　ラーの天てん秤びんとは、命を操作する道具。詳しいことはわからないが、誰かと命を共有することが可能なのだという。

　ただの人間の命なら、すぐに消えてしまう。が、最強の石像であるケツァルコアトルと共有すれば、使用者はケツァルコアトルが死なない限り、無限の命が供給される。そしてケツァルコアトルは石像であるが故ゆえ、死なない。

「死なぬという事はない……存在が消えれば死と同義。ケツァルコアトルとて塵ちりも残らなければ、死ぬだろう……」

　両手をダラリと下げるレイジ。

　もう武器も持っていない。

「だが私は死なぬ！　怪盗百色、貴様も道連れだ！　共に冥めい府ふ魔ま道どうへ落ちてやる！　逝いき先さきが分かれようと関係ない、どこまでもどこまでも追い続け、魂たましいすらも喰い殺してやる！　さぁ立て百色、武器を取れ！　百色に群がる者共、邪魔するなとは言わん、好きなだけ邪魔をするがいい！　助け合う心がお主らの力だと言うのなら、私はそれを真っ向から破ってやる！」













　レイジの袖そで口ぐちから、様々な物品が転がり落ちる。

　そこから不ぶ気き味みなムチを手に取り、床を打った。
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　最初に立ちはだかった歩道橋は、すでに破壊された。

　双葉達は国道の真ん中に立ちはだかり、上空のケツァルコアトルを待ちかまえる。どのみち、あんなに狭い歩道橋では満足に守れない。

「オラ、来い！」

　双葉の見る限り、ケツァルコアトルは劣れつ勢せいだと思う。

　ガーゴイルとケルプとピクシーと喜き一いち郎ろうが一丸となってボコっているのだ。単純に、四対一という圧倒的な戦力差がある。

　加えてガーゴイルの守りは、双葉と和己が引き受ける。ガーゴイルは余計な事を考えずに、あの蛇に向かって光線を撃てばいい。

『クックククククククク！　なんだこれは!?　戦いとはこんなに変化するものなのか！　楽しい、これは楽しい！　もっと楽しませろ！　さぁ光線を撃て！　余よの攻撃を防いでみろ！　クックククククククク！』

　それなのに、あの蛇はどうしてこんなに楽しそうなんだろう。

　笑いながら光線を撃つ石像は、初めて見た。

『さぁ、どうだ！　これはどのくらい痛む!?』

　空中に浮かぶ蛇から放たれる、白い光線。

「うおおおおおおっ！」

　双葉が前に出て、大きな盾たてを構える。

　フライパンを叩くような音がして、背後に吹き飛ばされた。

『双葉！』

「まだまだっ！」

　すぐに立ち上がり、ガーゴイルの前に立ちはだかる。

　その間隙を狙って光線が飛んでくるが、今度は和己が防ぐ。どちらも光線をくらっただけで後ろに飛ばされるが、絶対に倒れない。

『双葉、和己――』

　普段のガーゴイルならば、絶対に許さない行為だ。

　だが今は違う。

『感謝する。汝らの協力があればこそ、我はあの忌々しいクソ蛇を葬ほうむる事ができる』

　こんな言い方をするのは、久し振りだ。

　前に聞いたのは、一度だけ。双葉がケルプにさらわれた時だ。

「気にすんな！　とっとと倒して、帰ろうぜ！」

「もうちょっとだから！」

『ちぃっ！』

　ケツァルコアトルが光線を撃つのをやめ、巨大な光の輪を出す。

『その輪は撃たせぬ』

　ガーゴイルの巨大な光線が、光の輪を撃ち落とす。空中で破壊された輪は、大爆発と共にケツァルコアトル自身にダメージを返す。

『おのれっ！』

『まだ……まだいける』

　なるべく、双葉も和己もガーゴイルを見ないようにしている。

　ガーゴイルの表面は、もうヒビという段階を超えていた。

　光線を撃つたびに破片が飛び散り、身体が無くなっている。光線の衝撃に耐えられないのだ。あと数発も光線は撃てまい。

　ガーゴイルの身体のためにも光線は惜しむべきなのだが、ケツァルコアトルがわざわざそうさせてくれる理由はない。

　だから、確実に倒す。

「よし、できた」

　国道からわずかにはずれた茂みから、喜一郎が戻ってきた。

「キー兄ちゃん、何やってたんだ!?」

「ちょっと道具を調達してきた。古こ科か学がくは自然の物を使って作る事ができる」

　どんな効果をもたらす道具を作ったのか、説明するよりも使った方が早いだろう。喜一郎が取り出したのは、先端に玉のくっついた縄なわだった。鎖くさり分ふん銅どうのようだが、もっと安全そうだ。

「ケルプ！　さっき言った通りに頼む！」

『心こころ得えました』

　喜一郎が叫ぶと同時に、その玉を投げつけた。

『なんだ、その玉は――』

　撃ち落とそうとケツァルコアトルが光線を撃とうとするが、ケルプが阻はばんだ。青い光線がケツァルコアトルの目に直接当たる。

『ぐっ……！』

　喜一郎の玉は、ひるんだケツァルコアトルの手前で爆発した。すると白い液体がケツァルコアトルに浴びせられた。

『ま、またこの液体か！　おのれ！』

　どうもあの白い液体はケツァルコアトルが嫌うものらしい。確かにネバネバしていて気持ち悪そうだ。加えて、行動も阻害されそうである。

『高たか原はら喜一郎！　貴様はちょこまかと！』

「ぐっ……！」

　ケツァルコアトルの光線が、まともに喜一郎の身体に命中した。

　吹き飛ばされる喜一郎を、誰も助けることはできない。

　同時に、ケツァルコアトルの全身が火に包まれた。吹き飛んだ喜一郎が舌打ちしているところを見るに、液体を燃やすために自らに火をつけたのだろう。

「……時間は……稼かせげた」

　舌打ちした直後に、喜一郎が呟く。

　作戦は成功したようだ。

「あとは……頼んだ」

　そう言い残し、気絶する喜一郎。

『なに!?』

　ケツァルコアトルの背後にケルプがいた。

　ケルプの胴体には、銀色の輪があった。その輪はケルプの力を増す効果がある。ガーゴイルがそんな事を言っていた。

　が、これも本来の使い方をしない。ケルプの胴には、ケツァルコアトルがピッタリと収まっている。輪の中にふたり、がっちりと嗔はまっていた。

『ガーゴイル殿！』

『……む』

　それは、自分ごと撃て、ということか。

　漫画やアニメでよく見る手法だが、実際にされると――本当に悩む。

『心配はいりません』

「へ？」

『ケツァルコアトルの身体は脆もろい。この方の力は、目をくらませることのみです。全力でぶつかれば、ピクシー殿でも倒せるはず』

『なるほど。つまりこの蛇を倒しても、汝は倒れぬ自信があると』

『いかにも。さぁガーゴイル殿、迷っているヒマはありませんよ！』

『心得た！』

　本当に迷わず、ガーゴイルは撃った。

　真っ赤な光線がケツァルコアトルの身体を貫き、胴に穴を開けた。

『……き、貴様！』

　本当だった。ケツァルコアトルの胴体を貫通した光線は、ケルプの身体を吹き飛ばしただけで、貫通はしていない。

『感謝するぞ、ケルプ』

　ケルプはケツァルコアトルを抱きかかえたまま、空中で回っている。

『おのれ……おのれ貴様ら！』

　激怒するケツァルコアトル。

　――と、思ったのだが、

『ククッ、クハハハハハハハハハハハハハハハハハハッッ!!』

　高笑いと共に、衝しよう撃げき波はが国道全体に響き渡った。木々が揺れ、葉が散る。近くのビルの窓ガラスが割れて、遠くから悲鳴が聞こえてくる。

『楽しいなぁ！　本当にガーゴイルは余を飽きさせないなぁ!!』

　ケツァルコアトルの周囲に、炎を纏まとった輪が二つ出現した。

『もっとだ！　もっと楽しいことをしよう！』

　ガーゴイルが光線で片方の輪を撃ち落とすが、もう片方の輪がまっすぐこちらへ飛んできた。

「兄貴！」

「うん！」

　先ほどと同じように盾で防ごうとする。

　この盾は光線を防ぐことができる。

　単純だが、恐ろしい強度を誇る。また、着ているプロテクターは熱や電気を遮しや断だんし、衝撃も吸収できる。どのくらい優れているかと言うと、正面からなら全速力のダンプカーも受け止められるほどの衝撃吸収率だという。

　が、今度の衝撃はそれ以上だった。

　フライパンどころではない、バットで脳のう天てんを殴られたような痛みと衝撃が双葉と和己を吹き飛ばした。

「いてぇぇえっ！」

　盾を持つ手が痺しびれ、とり落としてしまう。

『どうした！　余の力がこの程度だと思ったか!?』

　そこへさらにケツァルコアトルの光線が飛んできた。

「双葉ちゃん！」

　和己が盾も持たずに、双葉の前に飛び出した。

「バカ兄貴！」

　咄とつ嗟さに双葉も飛びだし、兄きよう妹だい揃そろって光線をまともに喰らった。二人で受ければ痛みも半分になるかという、シンプルな考えだった。

　それでも人間が受けていい痛みではない。

「ガー……！」

　和己が倒れ、手を震ふるわせている。

　双葉も膝ひざをつき、吐き気をこらえていた。

「くそ……」

『和己！　双葉！』

　いつものガーゴイルなら、すぐに飛んでくるはずだった。

　が、今は動かない。ガーゴイルの身体は国道の中央線に固定されたまま、絶対に動かない。光の盾で双葉達を守る事もしない。




「いいか！　絶対に、だ！　絶対にあたし達が守ってやるからな！　おまえはおまえの仕事をしろ！　でなきゃブッ壊れちまうんだからな！」




　戦う前に、そう言ったのだ。

　役割分担をしっかりしなければ、あの蛇は倒せないと思ったのだ。そしてそれは正解で、双葉達が倒れそうになっている間に、ガーゴイルは光線でケツァルコアトルの尻尾しつぽを切り飛ばしていた。とぐろを巻いた蛇の下部が欠けて、不ぶ格かつ好こうになっている。

『助けぬか……ガーゴイルよ、家族を見捨ててまで余を討うつか』

『見捨てたのではない。信じたのだ』

　そうだ。ガーゴイルが自分達を信じると同時に、双葉達もガーゴイルを信じている。絶対にあの蛇を倒してくれるという、不ふ思し議ぎな確信がある。

　たとえ御色町の全てを敵に回しても、この町だけは守りぬく。

　それがガーゴイル――だけじゃない。吉永家の矜きよう持じだ。

『ならばその信頼、試してやろう！』

　双葉とケツァルコアトルの目が合った。

　盾を探す。

　見つかった。が、どうしても手が届かない。

　こうなったら、ガーゴイルよりもプロテクターの硬さを信じるしかない。頭さえ守れれば――

　などと考えながら、歯を食いしばって光線が来るのを待つ。

　その時だった。

　ガン、という音が聞こえた。光線が何かに当たったのか。

　顔を上げる双葉が見たものは、真っ黒い服。

「なんだ、やっぱり吉永さんとこの悪わる餓が鬼きどもではないか」

　まさかこんな所で、こんな助けが来るとは思わなかった。

　ハーレーダビッドソンを両手で担かつぎ上あげ、ケツァルコアトルの光線を防いだのは、町の外れにある昧まい礼れい寺じの住じゆう職しよくだった。

「じじい……なんで」

「なんでもクソも、バイクで道を走っていたら、おまえ達がドンパチやっていたんだろうが」

　それもそうだ。

　しかし、こうして助けに来てくれるなんて。

「やはりアレか。そこで飛んでいる蛇が黒幕なのか？」

　しかも飲みこみが早い。

　だが、来てもらったところで戦力にするわけにも――

　などと考えているうちに、さらに珍ちん客きやくがやってくる。

「おうおまえら！　何やってんだ!?」

　遠くの方に停とめてある軽トラックから角材を持って降りてきたのは、和己の友人の片かた桐ぎり林りん吾ご。

「センパイ！」

　トラックの助手席には、桃もももいるではないか。

「和己！　おい大丈夫か!?」

　友人の姿を見つけて抱き起こそうとするが、

「林吾……逃げ……」

『邪魔だ』

　それよりも早く、ケツァルコアトルが光線を放った。

「林吾にーちゃん、盾！」

「ん、これか？」

　近くに落ちていたので、何気なくそれを拾って光線の前に掲かかげる林吾。光線は林吾と盾をはじき飛ばしたが、誰にも当たらなかった。

「いってぇっ！　テメェコラ！　何しやがんだボケ！」

　転がった林吾はすぐに起きあがり、角材を振り回しながらケツァルコアトルの影を追おうとする。その間に、桃が和己と双葉を助け起こす。

「おい林吾と桃。その二人連れてどこかへ逃げろ」

　住職がハーレーを持ったまま指さし図ずするが、

「逃げるより、人呼んだ方がいいだろ！　おい、ガーゴイルさん達がピンチだ！」

「誰かいませんか!?　助けてください！」

　林吾と桃の叫びに、遠巻きに見ていた人達が反応する。

　そこで双葉は、初めて周囲の人間の存在を知った。それもそうか。あれだけ派は手でにやらかせば、誰だって様子を見にくる。

　ただ、ガーゴイルが何をやっているのかわからないのだろう。

　なにしろあのガーゴイルが光線を撃っているのだ。怖くて近づけないに決まっている。そんな中、住職と林吾は躊躇ためらわずに飛びこんできた。

「あ、双葉！　本当にいた！」

　その群衆から走ってくる、双葉の友人達。

「だから言ったでしょー？　あのアメフトみたいなの、双葉ちゃんだって！」

「ガーゴイルさん、復活してる！　本当だ！」

　石いし田だ歳とし三ぞう、藤ふじ原わら宗そう次じ郎ろう、島しま崎ざき勝かつ太たの三バカだ。大人ですら遠巻きに見るだけなのに、この子供達は関係なく飛んできた。

　が、それは双葉にとってありがたい。なにしろ、気兼ねなく命令できるのだから。

「あー、トシ。そこの盾とって。んで、あたし達の代わりに盾して」

　ぐったりと寝ころびながら、双葉。

「んだよそれ!?」

「少しの間だけでいいんだよ。ガーゴイル守ってやってくれよ！」

「わかったよチクショー！　ガーゴイルさんを守るなんて、滅めつ多たにできねーからな！　ソージ、カッちゃん、気合いれてこーぜ！」

「おー！」

　最初からガーゴイルを信じているのか、それとも何も考えていないのか、三バカも盾を構えてガーゴイルの前に立ちはだかる。林吾の盾、住職のハーレーときて、子供までガーゴイルの元に集まっている。

　その光景が、人々の目にどう映ったのか。

「あ、あの！　ワタクシ達にもお手伝いできることありませんか!?」

「きっとお役に立ちますわ！」

「ガーゴイルさんのたくましいお姿を、ワタクシ達にも守らせてください！」

　大学生だろう、空手着を着た屈くつ強きような体格の男達が四人、群衆から走り寄ってきたではないか。

　その四人に触しよく発はつされたわけではないだろうが、

「ほらやっぱりガーゴイルさんいるじゃない！　何かと戦ってるわよ！　あなた苦く情じよう言いに行くんじゃなかったの？」

「そ、そりゃ苦情は言いたいけど……なんか、真犯人が他にいるみたいじゃないか」

「だったらどうするの？」

「わかったよ。ケメ子ちゃん、行こう」

　口論しながらカップルが走ってきた。

　彼らだけではない。皆、ぶつくさ言いながらもガーゴイルの元に集まり始めたではないか。ガーゴイルの方を見ずに、ケツァルコアトルを見ながら。

「あいつが……真犯人……！」

　ガーゴイルの周囲に集まった人間の気持ちが、たった一瞬でひとつになる。

　町を破壊された時は、ガーゴイルのせいだと言われてもピンとこなかった人が多かったはず。誰が悪いのか、しばらくわからなかった。

　しかし今回は違う。明確な真理が、すぐ近くにある。

　御色町に住む者なら、みんな知っている不ふ文ぶん律りつ。

　ガーゴイルの敵は、御色町の敵なのだ。







　もちろん、全ての人がガーゴイルを信じたわけではなかった。

「おい、帰ろうぜ」

　ガラの悪そうな若者達は、逆に国道に背を向ける。

「ガーゴイルがブッ壊れたって、関係ねーし」

「な。むしろブッ壊れちまえよ。また破片バラバラにしてやんよ」

　彼らはまだガーゴイルが家を壊したと思っていた。

　大切なものを破壊された恨みは、そう簡単に消えるものではない。それがどうだ。周りの奴らはガーゴイルを見ただけで神様を崇めるようにスッ飛んでいく。

　そんな簡単に許せるものか。

「なぁ、でもよ……本当にガーゴイルさんじゃなかったら」

　仲間の一人も、そんな事を言う。

　その言葉に、肯こう定ていも否定もできない。

「でも、俺は見たんだぜ。ガーゴイルが光線撃って、家壊すところ！」

「だけどさ、あの空飛んでる蛇！　あれどう見たって悪いヤツだろ！」

「だからなんだってんだよクソ！」

　地面を蹴ける若者。

　正直、どうすればいいのか全くわからない。

　しかしこのまま帰るのも、なんだかカッコ悪い気がするのだ。

　そんな彼らの脇を、人々が満面の笑顔で走っていく。鍋なべやら棒ぼうやらスケボーやらを武器のように持って。

「本当に？　本当に戻ってきたの？」

「本当だって……あ、見えた！　いたよ！」

「いた！　戻ってきたんだ！」

　国道に向かって走る人達の、希望に満ちた声。




「吉永さん家のガーゴイルだ！」
















　その名前が御色町に与えた信頼は大きかった。

　どんなに怒りと不信で汚れても、決して輝きを失わないのだ。

「チッ……」

　若者達の足が止まる。

　振り返ると、軍隊のように人が膨ふくれていた。

　みんな待っていたのだ。

「俺達だって……待ってたんだよ！」

　一人が来た道を引き返した。

「全部終わったら、ブッとばしてやるからな、ガーゴイル！」

「行くぜ！」

　拳こぶしを打ち鳴らし、若者達は走り出す。
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　どちらが優勢かと聞かれれば、非常に答えにくい。

　押しているのは百色達だ。百色だけでなく、御色町に住む錬金術師達が一丸となってレイジに立ち向かっている。もはや戦争状態だ。銃器ではない道具で弾丸を飛ばし、およそ斬きれなさそうなもので切断し、柔らかそうな道具で殴おう打だする。

　そんな奇妙で一方的な戦いの中、レイジは耐え続けていた。

　百色の見た限りでは、すでに三回ほど腕が切断されたはずだ。だが、少し目を離すと元に戻っている。心臓は十二回ほど貫いた。頭も四回ほど砕いたはずなのだ。

　それなのにレイジは生きている。

「ホホ、どうした、もう終わりか？」

　着流しはもうボロボロ。

　もはや二本の足で立つ血の塊かたまりのようなレイジ。

　それでも笑っている。

「消しよう耗もう戦なら……どうしてもそちらに分ぶがあるね」

　折れた剣を杖代わりにして、息を整える百色。

　あとは全員、戦闘不能だ。デュラハンは煙を吹いて動かず、オシリスはバラバラにされた。東宮と兎轉舎のお姉さんは気を失い、その二人をヒッシャムが必死に蘇そ生せいしている。

「おじさん……」

　倒れた梨々の細い声が届く。彼女も身体が痺れて動けない。

　むしろ百色だけ、残されたのだ。

　レイジ直々に殺されるために。

「貴様を屠ほふった後は、ガーゴイルだ！　いや、その前に百色よ、貴様の娘だ！」

「梨々ちゃんだと!?」

　傷だらけの身体を引きずって、百色がカードを投げつける。

　が、もう威力がないのだろう。レイジに簡単にキャッチされてしまう。

「……私？」

「そうだ、百色の娘。貴様は百色より危険な存在だ。関係ない人間には手を出さないと言ったが、お主だけは別格だ。生かしておくと、必ず脅きよう威いとなる」

　摑つかんだカードを見せるレイジ。

　ジョーカーが百色をあざ笑うかのように映っていた。

「だが安心しろ。まずは百色からだ！　むごたらしく殺される姿、とくと見るがいい！」

「梨々ちゃんも私も……殺されるわけにはいかない！」

「ならば止めてみろ！　さぁ、私はここだぞ！」

　これ見よがしに自分の胸を指さすレイジ。

　倒せないとわかっていて、挑ちよう発はつしているのだ。

　最後の最後で、大したイカサマだ。

　――イカサマ勝負で負けるとは、怪盗百色の名も地に落ちたな。

　ふらつく手で銃を構える百色。

　もう弾丸は数発しか残っていない。

「なっ――！」

　構えた拳銃の目の前に、レイジがいた。

　瞬間移動したようにしか見えない。

　焦あせっている間に、レイジは銃を口にくわえ、齧かじり取とるようにひったくった。

「ホホッホホホホホ！」

　銃を奪うばわれて呆然としている百色の腹を蹴り飛ばす。

「うっ！」

　鳩尾みぞおちを押さえた百色が顔を上げると、銃口が見えた。

　一瞬前と逆の体勢だ。

　眉み間けんに銃口をあてられて、百色は動けない。

　予備の銃もなかった。

「変わり身の術は使わないのか？」

「……タネ切れだ」

「ナイフやカードで私を斬らないのか？」

「さっき投げたやつで最後だ」

「目くらましは？」

「効きくと思うかい？」

　それを聞いたレイジは、満足げに笑った。

　そして寂しそうな顔になる。

「……百色。もう油ゆ断だんはしない。ここで必ず殺す」

「あぁ。自分の力じゃもうどうしようもない。誰か助けに来てくれない限りね」

　周囲には、錬金術師達が動けずにいる。優れた道具を作れるとはいえ、中身は普通の人間だ。

「おじさん！」

　梨々の声も、もう遠い。彼女が動けたとしても、もう間に合わない。

『ル、ルル……！』

　デュラハンが右手だけ動かし、レイジを撃とうとする。が、一番損傷の大きいデュラハン、腕の中でモーターが小さく回る音をさせて、そのまま動かなくなった。

　万事休す。

「さらばだ百色。楽しかったぞ」

　引き金を引く指に力をこめたその時、背後から予想もしない声が聞こえた。




「レイジさん！」




　聞いた事のある声だが、思い出せない。

　知っている声なのだが。

「あなた達は……」

　狼狽うろたえるレイジ。

　百色が振り返ると、確かにそこにいるのは、商店街で和わ菓が子し屋やを営んでいる宮みや村むらさんだった。

「宮村……さん」

　彼だけではない。テンプルナイツや洋菓子屋の主人まで、商店街の人達が何人も集まっている。

　崩ほう壊かいした町で、最もレイジに世話になった人達だ。

「レイジさん、もうやめよう！　わたし達は怒ってないから！」

「アンタが誰だろうが関係ない！　もう謝あやまっちまえ！　ガーゴイルさんなら、きっと許してくれるから！」

　この期ごに及んで、彼らはまだレイジを信じていたのだ。

　曇くもりのない、しかし哀れみをもった目でレイジを見る商店街の人達。




　その時見せたレイジの顔は、一生忘れられない。




「や、やめてくれ……来ないでくれ！」

　レイジと商店街の人達が、どんな関係なのか百色は知らない。だがレイジの狼狽え方を見ると、よほど殺しをしている姿を見られたくないらしい。それは百色と梨々の関係に似ている。

　銃を持ったまま、レイジの足が下がる。

　まるでイタズラがバレた子供のようだった。

　そしてそれは、戦う者にとってはまたとない隙すきであった。

「お……？」

　レイジの顔が歪んだ。表情ではない。

　長い髪かみの毛が一方向に引っ張られているのだ。

「な……これは……!?」

　髪の毛、顔、そして身体がぐにゃりと変形した。

　まるでソフトクリームのように身体が軟なん化かしているように見える。そして背後に向かってズルズルと引きこまれている。

「高原ァ……！」

　兎轉舎のお姉さんだった。

　その手に持っている、箱。

　銀色の箱がレイジを吸いこんでいるのだ。

「おのれ……おのれ高原イヨ！　貴様ら親子は……よほど私の邪魔が好きなようだ！」

「バカ言ってんじゃないわよ。なにアンタだけの事情で語ってんのよ」

　箱を持ったまま、お姉さんは淡々と告げる。

「喜一郎とガーゴイル君――ウチの子供に手を出した罪はデカイのよ。家族を傷つけられて腹立ってんのは、アンタだけじゃないの」

「くぅ……おぉおおおおおおおおっ！」

　最後の抵抗と言わんばかりに、レイジが銃を百色に向ける。

　もう、手にしている銃すら歪んでいる。

「百色ィィィィィィイイィイ！」

　背後に人がいる以上、撃たせるわけにはいかない。

　百色が最後のカードを取り出し、振りかぶる。

　――間に合わない！

　しかし、投げた。

「――え？」

　先に銃を構えたのはレイジだった。どうがんばっても間に合わないはずだった。それなのに百色のカードは手を離れ、レイジの拳銃をはじき飛ばした。

　撃てるはずの銃を、撃たなかったのだ。

　――どうして。

「レイジ！」

　百色の叫びが聞こえただろうか。

　歪むレイジの身体は、排はい水すい溝こうに飲みこまれる水のごとく箱に吸いこまれていく。レイジは何か言おうと口を動かしていたが、その言葉が百色の耳に届く事はなかった。




　ぱたん。




　静せい寂じやくと引き換えに、レイジの姿が消えた。

　あれだけ騒さわがしかった戦いは、すべてひっくるめて箱に収まってしまった。

「死なないなら、封じるしかないのよねー」

　箱に鍵かぎをかけて、お姉さんが嘆たん息そくする。

「その箱は……？」

「喜一郎が持ってきてくれたの。これも友達に借りたんですって。『妖精の箱』って言ったかしら」

　使いようによっては、恐ろしい道具だ。人一人を封じこめてしまうのだから。

　しかし今は助かった。

　最初は百色とレイジの決けつ闘とうだったはずなのに、いつしかたくさんの人に助けられていた。

「ほれ」

　その箱を投げてくるお姉さん。

「あとは、アンタの好きにしなさい」

「あぁ……ありがとう」

　ゲーム機のような、小さな箱だ。

　これに人が入っているとは、信じがたい。錬金術なのだから、空間を歪めたりしているのだろうが。

「レイジ……」

　これをいつ開ければいいのか、迷う。

　数年、数十年は開けない方が良いだろう。

　今は守りたいものが沢たく山さんある。だから、しばらく眠っていてもらう。

　彼が反省して、百色も殺される決心がついたら、また決闘するのも悪くない。

「レイジさん……？」

　宮村さんが、レイジの姿を探すように一歩前に出る。

　それで気づいた。

　最後にレイジが撃たなかった理由を。

　百色の真後ろに、彼らがいたのだ。他の誰でもない、レイジが大好きだと言っていた御色南口商店街の人達が。

「傷つけないように――したのか。あいつが」

　彼の性格を考えると、ありえない行為だ。

　しかし、そうとしか考えられなかった。

「レイジさん？　レイジさん？」

　いなくなったレイジを探す宮村さんの声が響く。

　返事はなかった。
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　最初は住職の飛び入りで始まったのだ。

　それがまさか百を超える軍勢になろうとは、誰が想像しただろうか。

「あいつだ！　あいつが町をブッ壊したんだ！」

「ガーゴイルさんに罪をなすりつけたのね！」

　怒ど号ごうと喧けん噪そうが、全て空中のケツァルコアトルに向けられる。石が飛び、木材が飛び、フライパンが飛ぶ。

「……スゲーことになってるな」

　周囲を見回す双葉。

　もう、道の端が見えないほどの人で埋め尽くされている。

「良かったね、ガーくん。みんな来てくれて」

　和己が安あん堵どする。

　そうだ。ここにいる人は、ガーゴイルを信じてくれた人なのだ。

「おーい、双葉、和己！」

　その時、人混みをかき分けるようにして、パパとママが走ってきた。

　全速力で来たのだろう。息が上がっている。

『パパ殿……ママ殿』

「なんだガーゴイルくん！　傷だらけじゃないか！」

「おうよ！　だからあたし達が守ってるんだ！」

　自分の胸を叩く双葉。

「ならばパパ達も守らないとな！　そうだろう、ママ？」

　ママも当然のように頷く。

『わ……私も！　私だって、守れます！』

　ピクシーがガーゴイルの頭に立ち、両手を広げて空に向ける。

　一家四人と二体が揃そろったところで、周りもガーゴイルに声を掛ける。

「ガーゴイルさん、疑うたがってすみませんでした！」

「お、俺も……ガーゴイルさんが……」

「それに吉永さんも！　本当に、その――」

『良い』

　ガーゴイルは一言で片づける。

　どんな敵であれ、御色町を守れなかったのはガーゴイルの責任なのだ。

　ガーゴイルにとって、その罪は大きい。

「汚お名めい返上するよ、ガーくん！」

『うむ！』

　和己の言葉に、強く同意するガーゴイル。

　今は謝ったり許したりしている時ではない。

　御色町の敵を叩く時だ。

「ガーゴイル、無理すんなよ」

　一応、双葉は言っておく。

　もうガーゴイルの身体は、いつ砕けてもおかしくない。

　ごはん粒でくっつけた瀬せ戸と物もののように儚はかないのだ。

　――言っても聞かないのは、わかっている。

『人間どもが！　余とガーゴイルの楽しい一時に水を差すな！』

　歩行者天国のようになった国道に、ケツァルコアトルが爆発する輪を放つ。が、背後のケルプが方向転てん換かんしたせいで、抱きかかえられたケツァルコアトルも照準がずれる。光の輪は宇宙まで飛んでいってしまった。

『ほう、位置を特定するだけだと思いましたが、このような使い方もできるのですね。これは運が良いと言いますか』

『うるさい！』

　ケツァルコアトルの背中から光の翼が生えた。ケルプの身体に突き刺さり、貫通する。

『む――』

『おぉおおおおおおおおお！』

　ケツァルコアトルが身体をねじる。

　バキ、という音と共に、抱かれていたケルプの輪から脱出した。その代わり、身体が胴からなくなっている。身体を半分にしてでも脱出したかったのだ。

　が、それは人々に力を与える結果になってしまった。

「あいつブッ壊れてるぞ！」

「もうちょっとで倒せるかも！」

　投石の数が増えた。

　そのうちのいくつかはケツァルコアトルにあたり、攻撃しようとしたところでバランスを崩くずさせる。

　ケツァルコアトルにしてみれば、国道にいる人間を一いつ掃そうするだけの攻撃をしたいところだが、それをするには若干のスキが生まれてしまう。かといってチマチマ攻撃したところで、ガーゴイル達に防がれてしまう。

　そしてケツァルコアトルの身体は、ただの石でも砕け散ってしまうほど脆い。普段ならばそうはいかなかったが、これまでガーゴイルやケルプ、喜一郎やピクシーと戦った傷が蓄ちく積せきしているのだ。

　壊れかけているのはガーゴイルだけではないのだ。

『ケルプ！　助かったぞ！』

『ええ。あの蛇の身体に、小しよう生せいの破片を残しておきました』

「破片……？」

　ケルプの破片が残って、何か得をするのだろうかと考える双葉。

『破片からも小生の存在が感じられます。つまり、あの蛇がどれだけ隠れようとも、小生の気配を辿たどれば良いのです。チャフの逆と言いましょうか』

「なるほど！　マーキングだな！」

　納得する双葉だったが、ケルプは釈しやく然ぜんとしない態度。

『では、小生がとどめを』

　しかしすぐに立ち直り、ケルプが攻撃態勢に入った。目には青い光が輝き、身体の周囲には、光線を強化する銀の輪が出現する。

『できぬよ』

　そんなケルプに、ケツァルコアトルは冷ややかに告げる。

『何ですって？』

『ケルプよ。お主の見えざる水銀は、余が封じた』

『ふ、封じた……？』

　目から光線を撃とうとするケルプ。

　しかし光線が出ないばかりか、目から光が徐々に消えていく。

『こ、これは……どういう事です？』

『お主を叩き落とした、余の翼だ。蛇の毒は神経に効くのだぞ』

『な――』

　光沢のあるケルプの身体に、奇妙な模様が浮かび上がっていた。まさに蛇を思わせるデザインで、金属の身体の表面を自在に泳いでいる。

　毒というより、呪のろいだ。

『どうすれば……!?』

　現状、ケツァルコアトルを倒せる可能性が一番高いのは、ケルプだったのに。

　悩むケルプを差し置いて、ガーゴイルは目を光らせる。

『ケツァルコアトルよ』

　自然と、ガーゴイルに合わせて投石が止む。

　皆、ガーゴイルの会話に耳を傾けている。

　ケルプがダメとなれば、もうガーゴイルしか残っていない。

　違う。

　そんな消極的な理由ではない。

　ガーゴイルしか残っていないのではない。

　ガーゴイルならきっとなんとかしてくれる、と思っているのだ。

『なんだ……？』

『汝の身体も疲ひ弊へいしているようだな』

『それがどうした！　いらぬ邪魔ばかり入りおって！　余はお主を研究したいだけなのだ！　それを邪魔する権利が誰にあるか!?』

『では聞くが、汝に平和な暮らしを邪魔する権利があるのか？』

『ある！　余は全てを知る者だ！　余の研究を妨げる者は、すべて薙なぎ倒たおしてくれる！』

『そうか――』

　双葉には、それがガーゴイルの溜ため息いきのように聞こえた。

　そしてガーゴイルは、こう宣せん言げんする。

『一発だ』

　何が一発なのか、誰もわからずにザワザワとする。

『どういう意味だ？』

　ケツァルコアトルもわからなかったらしい。

　尋たずねられて、ガーゴイルは皆に聞こえる声でこう語った。

『我は、汝の攻撃一発で砕け散るだろう』

「お、おいガーゴイル!?」

　慌てる双葉。しかしそれが事実であることも知っている。

　だから今までこうして守ってきたのだ。

　しかしガーゴイルはこう続ける。

『そしてケツァルコアトルよ。汝も、我の攻撃一発で砕け散るだろう』

『余が……砕ける……？』

　鼻で笑うケツァルコアトル。

『それは不可能だ。確かに余は疲弊しており、多少の攻撃でも傷つくだろう。しかしガーゴイルよ。お主に余を破壊するだけの光線は撃てまい』

『なぜ、そう言い切れる？』

『その身体だ。もはや光線を撃つことはできまい。いや、撃つ事は可能だ。しかし余を討てば、お主の身体は衝撃に耐えられず、自壊するだろう』

『それがどうした』

　重い言葉だった。

　意志の籠こもった、強い言葉だ。

『逆に言えば、我が壊れるほどの力を放てば、汝は倒せるのだ。この御色町に平和が戻ってくるのだ』

　ガーゴイルの目が輝きを増した。

　まるで太陽のような真っ赤な炎となり、ガーゴイルの顔を燃やし始める。

「おい、ガーゴイル……！」

　その熱に、双葉もガーゴイルから離れる。

　触っていられないほど熱い。

　これほど強いエネルギーを溜ためた光線は見たことがなかった。

『死が怖くないのか？　我ら自動石像は、生物の循じゆん環かんからは外れる存在。故に死とは無縁の世界を生きる。その無限の命が無くなるのだぞ？』

　死という言葉に、双葉だけでなく周りの人達も反応する。

　今度こそ、拾っても直らないかもしれない。

　そうなったら、ガーゴイルは。

「ガーくん！」

　和己が止めようと叫ぶ。

　が、ガーゴイルの言葉に、動きが止まる。

『我の名を忘れたのか？　我はガーゴイル。吉永家の――いや、違う』

　いつもの名乗りを否定するガーゴイル。

　そして新しく言い換える。




『我は吉永家のガーゴイル――門番也なり』




　少しだけ、名乗りが変わった。

　たった一言の違いだ。その一言に、どれだけの想いがこめられていたか。

『この世の全ての侵入者から、内側にいる全ての存在を守ろう。災害も戦もなく、安心して暮らせる世の中のために、我は生まれた。それだけが我の存在理由。我が守るべき全ての者の笑顔が報ほう酬しゆう。そのためならば、死んでも構わぬ』

　光が収束し、ガーゴイルの全身に宿る。

　もうガーゴイルの周囲一メートル以内には、誰も近づけない。

『ケツァルコアトルよ。どんな攻撃でもするがいい。ここにいる人々を狙うもいいだろう。しかし我の光線はそれより速く、重く、強いぞ』

　双葉は耳を疑った。

　ガーゴイルが人を撃ってもいいと発言するなんて。

　それだけの自信があるのだ。

　誰一人傷つけないという、門番としての矜持が。

『そして我の光線は、確実に汝を滅ぼす』

　もはや予言と呼んでもいい。

　その言葉ですらケツァルコアトルにダメージを与えているようだ。

　しかしその予言が実現したら――ガーゴイルは、破壊される。

　そんな事、黙って見ていられるわけがないではないか。

「何考えてんだ……バカ」

　怒ど鳴なろうと思ったのに、思ったより声が出なかった。

「何考えてんだバカ！　ガーゴイル、おまえ、壊れちまうんだぞ!?」

「そうだよガーくん！　せっかく直ったのに！」

　家族として、双葉と和己は止める。

　聞かないとわかっていても、止めなくてはならない。

「もっと他に手はあるっつーの！　デュラハンとかオシリスとかに手伝ってもらえばいいだろ！」

『生あい憎にくデュラハンとオシリスはレイジを取り押さえに行っている。ここで戦えるのは、我だけだ』

　ケルプは光線を封じられている。

　喜一郎は道路の端で倒れており、不死身ということを知らない御色町の人達が必死に手当している。が、まだ立ち上がれないほど消耗している。

「ピクシー！　おまえ、なんとかしろよ！」

『…………』

　ピクシーは涙を流しながら首を振っている。

『ごめんなさい……もう、何も出ないの。空も飛べない。ガーゴイルの前に立って、光線の盾になることしかできません……』

　よく見ればピクシーの身体を覆おおう輝きがまったくない。これではただの小さい人間ではないか。

　あと頼りになるのは、周りの人達の投石のみ。

　それでも、何か手はあるはずだ。

『問題ない。我がこの世から消えることはない』

「え……？」

『母が我を直した際、その破片の一部を保管してもらっている』

　ここで言う母とはママのことではなく、兎轉舎のお姉さんのことだろう。

『その破片を培ばい養ようすれば、我は元通りになる』

「元通りって……どれだけかかるんだよ！」

『分からぬ。しかし破片は微少だ。完全に戻るには、一年や二年では効かぬだろう。そもそも完全に元通りになるかどうか……』

「じゃあ意味ねぇじゃんか！　バカ野郎！」

　熱いのも構わず、双葉はガーゴイルを蹴りつける。

　いつもなら倒れるガーゴイル。

　しかし今は双葉の足を跳ね返し、微び動どうだにしない。

　双葉に蹴られる時は、言ってみれば油断している状態だ。本気で戦うと決めたガーゴイルは、どんな攻撃でも倒れない。

「やめろよ……壊れんなよ、ガーゴイル！」

　熱い足を押さえながら、必死で懇こん願がんする双葉。

　ぽろぽろと流れる涙は、彼女だけのものではなかった。

「ガーくん、ダメだよ！　ダメだよ……！」

　和己も、ママも泣いていた。

「俺達がやってやるよ！　だからガーゴイルはじっとしてろよ！」

「そうだ！　無理に身体張る必要はねぇんだ！」

　ガラの悪い青年達も棒っきれを振り回しながら言うが、それはガーゴイルの意志を微み塵じんも揺るがす事はできない。

「ガーゴイルさん、どうなっちゃうの？」

　状況がよくわかっていない人が、心配そうにこちらを見る。

「がーごいる――？」

　まだ喋れるようになったばかりの子供ですら、怖いものを見る目で、しかしガーゴイルから視線を逸そらさない。

「やめろよ……やめろよ！」

　双葉が叫ぶ。

　そんな双葉の肩に手を置いたのは、パパだった。

「よしなさい、双葉」

「パパ！　パパは平気なのかよ、ガーゴイルが壊れちまって！」

「平気なわけないだろう！」

　怒鳴った。

　いつも笑っているパパが、双葉に対して初めて怒鳴った。

　涙も引っこむくらい驚いた双葉に、パパはこう言った。

「ガーゴイルくんは、男の仕事を果たそうとしているんだ！　人間、生きているうちに一度くらいは、命を懸かけた仕事があるんだ！　それに口を出すものじゃない！」

「パパ……」

　涙は出ていない。だが、パパも泣いていた。

　悲しくないわけがないのだ。

　部屋を作るって、楽しそうにノコギリを引いていたパパが寂しくないわけがないのだ。

「だから双葉。ガーゴイルくんの気持ちを汲くんで、張り切って応おう援えんするんだ！」

「………………うん」

　納得はできないけど、パパの言っている事はわかった。

　頭ではわかった。けど、心が許してくれない。

『双葉』

　そんな双葉にガーゴイルが残した言葉。

『案ずるな。我は必ず戻る。いつになるか分からぬが、それまで御色町を守るのは汝らだ』

「ん…………」

『ピクシーもいる。ケルプもいる。デュラハンもいる。オシリスもいる。あの者らは人間ではない故、誰か説教をする人間が必要だ。だからもしもあの者らが間違いを起こしそうになった時、双葉が止めて欲しい』

「…………」

　無言で頷く双葉。

　もう涙で喉のどが詰まって、言葉も出ないのだ。

『和己。誰かの手助けをしたいという、汝の志こころざし、きっと叶う日が来る。我はそれを見るのが楽しみで仕方がない。だが今の汝は弱い。せいぜい、人一人を助けるので精一杯だ。だから、桃を大切に守れ。それが汝がするべき、男の戦いだ』

「うん……うん……！」

　袖で涙を拭く和己。

『ママ殿。そしてパパ殿。汝らの優しさがあってこそ、今の我がいる。吉永家に受け入れてくれて、本当に感謝している。願わくば、ママ殿はもう少し言葉を使い、パパ殿は言葉を選ぶべきだ。誤解を招かず、人々に優しさを与えて欲しい』

「あぁ！」

　強いパパの返事。

　ママはもう、パパの胸にしがみついてガーゴイルを見ようともしない。

『ピクシーよ。汝には本当に感謝している。汝が最初、敵であったからこそ、我は様々な事を思い出せた。そして今、吉永家を守れるのは汝しかいない。後の事は任せたぞ』

『バカ……バカァ！』

　泣きながらガーゴイルの背を叩くピクシー。

『御色町の皆――』

　最後にガーゴイルは、大きな声で呼びかける。




『我は吉永家のガーゴイル。この名を忘れないで欲しい』




　おおぉ、と声せい援えんが上がった。

　みんな泣いている。

　悲しいのに、これからのガーゴイルのために応援しているのだ。辛つらい言葉を声援に換え、御色町の人達は拳を振り上げる。

『待たせたな、ケツァルコアトル』

　燃えさかる犬の石像が、空中の蛇に呼びかけた。

『別れは済んだか』

『済んだ。もう思い残す事は何もない。全力で汝を倒せる』

　考えてみれば、全てが終わるまで待っていたケツァルコアトルは、意外に紳しん士しなのかもしれない。たとえそれがガーゴイルの全てを知るためとはいえ、律りち儀ぎなものである。

『余も全力で行く。ガーゴイルよ、それがお主の矜持と言うなら、全て砕いて見せよ！』

　ケツァルコアトルの目が輝く。

　白い光がケツァルコアトルに集まる。

『うおおおおおおおおおおおおぉおおぉぉぉぉぉおおおおおおおっ!!』

　同時にガーゴイルの炎が目に集まり、弾けた。

　次の瞬間、全ての視界が奪われた。

『おぉおおおおおおおおおおおぉぉおおおおおおおおおおおおおっ!!』

　強烈なフラッシュが目を焼く。

　強い衝撃が全身を痺れさせる。

「うわっ！」

　たまらず、その場にいる全員が地面に伏せた。

　倒れるその瞬間、双葉の顔に何かが当たった。

「あ――」

　ガーゴイルの、破片だった。

　その破片を手に取ろうとするが、衝撃波でどこかへ飛んでいってしまう。

　届かない手を伸ばしながら、双葉は叫ぶ。

「ガァゴイルッッッッッッ!!」

　呼べばいつでも来てくれる、我が家の門番。

　双葉の側にいるはずの、優しい門番。




『――さらばだ』




　双葉の耳元で、誰かが囁ささやいた。

　それきり、何も聞こえなくなった。

　衝撃は視界だけでなく、聴覚も奪う。地震のような震動が全身を揺さぶって、這はいつくばるだけでも大変だった。

　自分にすら聞こえない声で、双葉はガーゴイルの名を何度も呼び続けた。




　ちりん、と音がした。

　鈴の音だった。




　それから、どれくらいの時間が経っただろうか。

　吉永双葉が顔を上げると、夕焼け空が広がっていた。

　先ほどまで立っていた位置だと、歩道橋が邪魔して見えなかったのだが、その歩道橋が綺き麗れいさっぱり無くなっていた。

　ガーゴイルの光線は、歩道橋と雲を割り、そして何も残さなかった。

　ケツァルコアトルの姿はない。

　いや、下に落ちていた。バラバラになった白い破片が散らばっている。

　そして、ガーゴイルはどこにもいなかった。

　ケツァルコアトルの言った通りだ。光線の衝撃に耐えられず、自壊してしまった。

　欠片も残っていない。

　ガーゴイルが戦った国道に残されたのは、敵の破片とクレーター、そして言葉もなく呆然と立ちつくしている人達だけ。

　――ちりん。

　双葉の手の中には、ヒモが千ち切ぎれた鈴があった。

　なぜか握っていたのだ。ガーゴイルが残してくれたと思うしかない。

「ガーゴイル……」

　双葉が、小さく呟いた。

　誰も答えない。

　まるで最初からそんな石像など存在しなかったかのように、何もかもが双葉達の前から消滅してしまっていた。

「ガーゴイル」

　呼べば返事がくるような気がした。というか、いつもは返事がくるのだ。

　それなのに。

「ガーくん……」

　隣では、和己が砂じや利りをあさっている。

　もしかしたらガーゴイルの破片が見つかるかもしれないと思って。

　手が汚れ、爪が割れても石を探している兄。

　その姿を見て、双葉は確信した。

　もうガーゴイルはどこにもいないのだ。

　この鈴だけが、御色町を守った英雄の形見なのだ。

「うっ……」

　止まっていた涙が、また溢れ出す。

　胸の奥が、熱い。

「ううっ……」

　ぽろぽろと零こぼれる涙。

　嗚お咽えつが漏もれそうになった、その時。

　そんな双葉の悲しみをかき消すような、大きな声がした。




　ママの泣き声だった。




　膝をつき、自分の胸を抱き、何度も何度も叫び続けるママ。

　こんなに大きなママの声を初めて聞いた。

　ママの中に残っていた、ガーゴイルに対する全ての感情が解き放たれたかのようだった。子供のように顔をぐしゃぐしゃにして、地面に涙を零す。













　そこからは、もう誰も止められなかった。

　双葉も和己もパパもピクシーも。

　吉永家全員が泣き出し、それにつられて周りの者も泣き出す。喜一郎は帽ぼう子しを目ま深ぶかに被り、ケルプは夕日を眺ながめたまま、何も言わなかった。

　どれくらいそうしていただろうか。

　日は沈み、町に夜が訪れる。

　国道沿いに設置された電灯が瞬またたき始めた。

　それでも、大半の人間はその国道に残っていた。通過しようとする車は、クレーターのできている国道を避さけて、別の道に進む。

　だから吉永家は、いつまでも国道から町を眺める事ができた。

　ガーゴイルが守った――この、御色町を。
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　レイジが引き起こした事件は、結局、地震ということで片づけられた。なにしろ犯人がいないので、事件にならない。

　しばらくの間、マスコミによって報道され続けた御ご色しき町ちよう。国からの支援や、ボランティア団体の手伝いなども頻ひん繁ぱんに来たのだが、一ヶ月もすれば静かになった。もう日本で御色町を気にする者は誰だれもいない。

　そこが狙ねらい目めだった。誰も見ていないのをいいことに、ここぞとばかりにトーグーコンツェルンが総力を挙あげて復旧作業を開始した。そのスピードは常識外はずれだった。なにしろ家一軒を建てるのに、三日しかかからないのだから。

　さらに一部が破壊された家も、一日ほどで直ってしまう。

　御色町に住む錬れん金きん術じゅつ師し達の仕し業わざである。特に兎と轉てん舎しやのお姉さんが作った道具の効果はめざましく、現場に立つ東宮が「こういう道具はないか」と尋たずねると、その日のうちに完成品を持ってきてくれたのだ。おかげで建設だけでなく、現場の人間の生活をも助ける道具がたくさん生まれた。

　そんな調子で、町は半月ほどで復旧した。ほぼ元通りである。

　帰ってこないのは、英雄だけ。

　その形はなくなれど、ガーゴイルの存在は町の人達の心に深く刻きざまれた。

　心にトラウマを抱かかえた人達も多い。が、それを払ふつ拭しよくしてくれたのはガーゴイルの勇姿だった。ケツァルコアトルを倒したガーゴイルの姿は、その場にいた人のビデオやケータイ動画などで町中に配信された。

「俺は最初からガーゴイルさんを信じてた！」

　したり顔でそう語る人が、どれほどいただろうか。それを聞いた人は苦笑しつつ「いいから吉よし永ながさん家ちに謝あやまりに行こうぜ」と誘さそうのだ。







　ガーゴイルのいない御色町は、しかし賑にぎやかだった。

　ケルプもデュラハンもオシリスもいる。ガーゴイルの代わりに、御色町を守ってくれている。動物達の相談を聞き、犯罪を防ぎ、災害から人々を守る。ガーゴイルがいなくなった分は、町民が自力で補おぎなうのだ。

　ガーゴイルが最後に言った「名を忘れるな」とは、こういうことなのだろう。

　吉永家もそうだ。

　ガーゴイルはいなくなったが、ピクシーがいる。毎日のように双ふた葉ばとケンカをしては、楽しそうに遊ぶ。騒さわがしい毎日のおかげで、ガーゴイルがいない悲しみを忘れる事ができた。

　それに、悲観する事はなかった。

　ガーゴイルは、直るのだ。

　それも意外と早く。

　ガーゴイルが最初にケツァルコアトルに破壊された時、双葉が集めた破片は全体の半分ほどだった。それをお姉さんが無理をして修復してくれたのだ。

　つまりガーゴイルの破片は、まだ半分残っていたのだ。

　それを御色町の人達が総出で探してくれた。それでも見つかったのは全体の五分の一程度だった。おそらく残りは光線などで消し飛ばされてしまったのだろう。

　そこからガーゴイルの修復作業が始まった。

　お姉さんは兎轉舎を営業しつつ、コツコツとガーゴイルを修復し続けた。

　試し算さんした修復期間は、およそ一年。

　その早さに驚おどろいたものである。バラバラならともかく、消しよう滅めつした状態から一年で元通りになるのだから。
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「んじゃ、行ってきまーす」

「うん、気をつけてね」

　兄に挨あい拶さつをして、吉永双葉は家を出た。

　その日は快晴だった。五月だというのに、真夏日のような暑さだ。

　ブレザーの制服に抵抗があったのは最初だけだった。一ヶ月も同じものを着続ければ、さすがに慣れる。ただ、やっぱり首元が窮きゆう屈くつに感じる。

　タイをゆるめようかと思ったが、だらしないのでやめた。

　どうせ来月になれば衣替えだ。

「おーい、双葉！」

　家の屋おく上じようからパパとママが顔を出した。

「なにー!?」

「今日の晩ご飯はごちそうだから、他に食べたい物があったら、今のウチに考えておいてくれって、ママが！」

「おーう！」

　元気に返事をして、手を振る。

　パパもノコギリを持った手を振り返してくれた。

　一年間休止していた、屋上に部屋を作る作業を再開したのだ。楽しくてしかたがないらしい。ママも手伝おうとしたのだが、パパが頑かたくなに拒こばんでいた。どうしてもあの部屋は自分で作りたいと言ってきかないのだ。

「んじゃ、とっとと迎えにいくかな」

　いつもの道を歩き出す。

　歩いて十分ほどで、毎日通る国道に出る。

　一年前は巨大なクレーターができていたのに、今は何事もなかったように車の川が流れている。

　消し飛んだ歩道橋も、元通りになっている。

　その歩道橋を渡り、商店街に入る双葉。

「よぉ双葉ちゃん！　おはよう！」

「おう、おはよー！」

　段ボールを運んでいる、和わ菓が子し屋やの宮みや村むらさんに挨拶。

「あれ双葉ちゃん、今日は学校かい？」

「いや、日曜だから休みだよ」

「じゃ、なんで制服着てるんだい？」

「え……あ、これは」

　スカートのすそをつまんで、何かうまい言い訳を考えるのだが、見つからない。

「ああそうか、今日はアレか！　悪かった、そうだよねー、初めて見せるんだもんなー、そりゃ双葉ちゃんもおめかしするよねー」

「うっせぇな！　いいじゃねーかよ！」

「だから別にいいんだってば！」

　笑う宮村さんに文句を垂れつつ、顔を真っ赤にしながら兎轉舎の扉をくぐる双葉。

　もうこの店も常連というより、第二の家に近い。ヒマさえあれば通うようになったからだ。双葉だけでなく、和かず己みも定期的に兎轉舎でバイトしているので、ある意味吉永家御ご用よう達たしの店になっていた。

「……よう、双葉」

　カウンターには、喜き一いち郎ろうが座っていた。

　今日は赤いキャップを被かぶり、白いシャツを着ていた。軍服姿よりマシだが、どこかあか抜けない格かつ好こうである。

「よーキー兄ちゃん。何してんの？」

「ああ、これを見ている」

　喜一郎はビンの中に入っている石像を眺ながめている。

　砕け散ったはずのケツァルコアトルの、顔だけが入っている。その口にガーゴイルの破片である賢者の石をくわえており、まるで死んだように動かない。

「賢者の石の中の世界に没頭している。あれを最初から最後まで解き明かそうとするならば、千年以上はかかるだろうな」

　ガーゴイルがバラバラになったときも、意識はあった。また、ケルプも粉々になった時はあったが死にはしなかった。ケツァルコアトルも永遠に近い命で、この先もビンの中で過ごすのだろう。この石像にとっては、賢者の石がひとつあれば充分なのだ。

　百ひやく色しきが言っていたが、ケツァルコアトルが生きている以上、レイジも生きているのだという。どこで何をしているのか双葉は知らないが、もうガーゴイル達に悪さをすることはないそうだ。

「いつも思うんだけどさ、キー兄ちゃん、室内では帽ぼう子し取れば？」

「俺もそうしたいんだが、何か落ち着かないんだ……」

　真剣な顔で考えこむ喜一郎をよそに、双葉は店内を見回す。

「で、ねーちゃんは？」

「お母さんなら地下の研究所だ。もうすぐだと思う」

「そっか」

　それなら待つ必要はないだろう。勝手知ったる店だ、双葉も地下室へ降りればいい。

　地下へ続く階段を降りて、重い鉄の扉を無む造ぞう作さに開ける――

　その前に、いつもはしないノックをする。

「はい？」

　中からお姉さんの声。

「ねーちゃん、あたしだけど」

「あら双葉ちゃん。ちょうど良かった。たった今、終わったところよ」

「う、うん……」

　どうしよう。

　心臓が鳴り出した。

　大きく深呼吸をして、気持ちを落ち着ける。

「よし」

　決心して、鉄の扉を開ける。

「いらっしゃい、双葉ちゃん」

　いつもと変わらぬ笑顔のお姉さん。

　彼女の隣となり、双葉から見て正面にある台に、その石像は座っていた。

　黒い犬の石像だ。

　胸と足に装そう甲こうを持ち、背中には翼を生やし、首には奇き妙みような紋もん様ようが描かれている。

　その石像の首に、今、お姉さんが鈴を付けているところだった。

「ガーゴイル……」

　思わず名を呼んだ双葉。

　最初に何と言えばいいのだろう。

　迷っていると、ガーゴイルの両目に光が宿った。

『ここは……どこだ？』

　マヌケな声。寝ぼけているようだ。

「――ガーゴイル」

　もう一度、名を呼んだ。

　言いたいことは山ほどある。

　中学生になったこと、吉永家はいまだ平和なこと、和己と桃ももはいまだに仲が良いこと、百色と梨り々りがコンビで怪かい盗とうをするようになったこと、喜一郎が御色町に住むようになったこと、他にも沢たく山さん――

『双葉か？』

「……うん」

　ヤバイ、と思った。

　声を聞いただけで泣きそうだ。

『どうしたのだ双葉』

「……そりゃ、おまえ」

『その珍妙な格好はどうしたことだ。誰かに着させられているのか？　それとも、最近流行の「こすぷれ」とかいう遊びなのか？』

　安心した。

　いつも通りのガーゴイルだった。

　気持ちが落ち着くと同時に、双葉の中で溜たまっていた何かが弾けるのを感じた。

「てめぇ……！」

　扉からガーゴイルまで、一直線に駆け出す。

　そして両足を揃そろえて、高く跳ちよう躍やく。

「もっぺんブッ壊してやらぁぁぁぁぁあーっ!!」

　およそ一年ぶりのドロップキックが、ガーゴイルを壁まで吹き飛ばした。








おわり　　　　













　あとがき




　どうも！

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでございます！







　終わったー。

　とうとうガーゴイル終わってしまったー。

　なんというか、様々な気持ちが入り混じっておりまして、どう表現したらいいのか分かりません。なにしろ、俺のデビュー作なもので。

　苦く節せつ四年、いや投稿した時まで遡さかのぼれば五年、ずーっとガーゴイル一筋でやってきたわけです。それが終わってしまった今――俺ホントにどうすりゃいいんでしょう。

　どんな作品を書いてても、頭の中ではガーゴイルのネタを探していたんですよ。四年間ずっと。これから、それをやらなくていいと言われても、まだ慣れませんな。ついついガーゴイルの事を考えてしまいそうです。







　ラスト、いかがでしたでしょうか。

　面白かったですか？　期待はずれでしたか？

　俺はラストに向けて、俺なりのまとめ方をしました。

　……なんでわざわざこんな卑ひ屈くつなことを言うのかと申しますと、これ以上、作品で読者の期待に応えることができないからです。もう終わっちゃいましたから。「もっと○○の活かつ躍やくを！」と言われましても、できないのです。

　なので、つまらなかった場合、謝あやまることしかできません。

　それでも読んでくださって、ありがとうございました！







　恒こう例れいの近況。

　最近、マンガ喫きつ茶さで原稿を書くようになりまして。

　家でやりゃいーじゃん、と思うんですけどね。どうも家は誘ゆう惑わくが多くていけません。その点、マンガ喫茶ならマンガしか誘惑がない！　あとドリンク飲み放ほう題だい！　ついでに完全に個室なので外が気にならない！　とまぁ、カンヅメに最適な空間でして。とても有ゆう意い義ぎに原稿を進めることができました。

　ただ、イスがリクライニングシートなので、作業に向いていないのが欠点。治りかけたギックリ腰が再発しそうで怖いです。また常時ガウォークで歩く日々はごめんです。

　あとマンガ喫茶の人に顔を覚えられそうなのも。「あの兄さん、また来てるな。最近増えたネカフェ難なん民みんか？」とか思われて……るんだろうなぁ。







　最後のお礼こーなー！

　ほとんどテキトーに注文を出しながらも、的確にそれに応え、なおかつ素晴らしいセンスで作品の幅を広げてくれた、日ひ向むかい悠ゆう二じさん。これほどガーゴイルにピッタリな絵師さんは他にいません。日向さんで良かったといつも思っています。ありがとう！

　忙しい時でも俺のヘタクソな文章に付き合ってくださり、なおかつ正確な指示を出してくださる、担当Ａ女じよ史し。途と中ちゆうから担当になったのに、ガーゴイルをいっぱい読み込んでくれて、作者以上に詳しくなっておりました。いつも助けていただき、本当にありがとう！

　右も左も分からない俺に何を感じたのかは分かりません。それでも長い間叱しつ咤た激げき励れいしてくださった、元担当Ｍ女史。貴方あなたのおかげでここまでこれました。一生の恩人です。本当にありがとう！

　執筆中、脳ミソ飛び出そうなほど悩む俺をいつも支えてくれたヨメ。もう生活の全てが感謝でいっぱいです。いつもいつもありがとう。何もしていないと本人は言うけれど、毎日いろんなものをもらっておりますよ。

　まだ二十四だった俺が書いた、未熟な小説を評価してくださった、秋あき津つ透とおるさん、久く美み沙さ織おりさん、中なか村むらうさぎさん。さらに下読みで拾い上げてくださった、野の村むら美み月づきさん。ファミ通文庫編集部の皆様。皆さんのうち、誰かひとりでもガーゴイルを気に入って下さらなければ、俺は今ココにこうしていなかったでしょう。本当にありがとう！

　ガーゴイルに別の形で命を吹き込んでくださった、アニメスタッフの皆様。自分の作品がアニメになる不安を全て吹き飛ばしてくださり、とても良いものを残すことができました。正直、売れはしなかったけど、出で来きはそんじょそこらのアニメよりずっと良かったと思っています！　本当にありがとう！

　この本を手にとってくださった全ての皆様。売る側も、買う側も。あなた方が触れたこの本が、巡めぐり巡って色んな人を幸せにしております。本当にありがとう！







　というわけで、お別れの時間が近づいて参りました。

　これにて『吉永さん家のガーゴイル』は全て終了です。

　皆様、付き合っていただきありがとうございました。

　これから俺がどうなるかは、まだ分かりません。野の垂たれ死にしないことを祈いのっていてください。あぁ、しばらく旅に出るのもいいかな。南国の島あたりで、二年くらいボーッとハンモックで寝転がりながら……。

　え、なんですかＡ女史。

　次回作？　ファミ通の？

　ええ、考えてますとも。今度はこんな感じの話を……はい、プロットはこれでいいですか？　もっとエキセントリックに？　じゃあこんな風に……あ、これだとエロティックですか。それで原稿はいつまでに？　月末……ええ、余裕で間に合います。

　皆さん、旅は脳内でもできるって知ってました？







　以上、こんな俺にも仕事をくれるエンターブレインに感謝しつつ解散！

　田口仙年堂でした！
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